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　改めて見ると、これでガーゴイルを破壊するのは不可能だ。賢けん者じやの石のレプリカとか関係なく、石を切断するにはハンマーなどの道具が適している。これではガーゴイルでなくとも刃が欠けてしまうだろう。

　などと冷静に考えながら伐ばつ採さい用ようの電動ノコギリを見つめているのは、かつてミニサイズのそれを使用したことがある吉よし永なが双ふた葉ば。

　当時は神でもバラバラにできる万能武器だと思っていたのだが、二年も経たてば刃物も用よう途と別に作られていることくらいわかる。

「きっと削さく岩がん機きでも壊れないだろうな、あいつ」

「ねね双葉ちゃん、コレ見て！　すごーい！」

　真剣な目で品定めをしている双葉の元に奇き妙みようなナイフを持ってくるのは、友人の梨り々り。

「このナイフ、百個も刃があるんだよ！　それぞれ別の機能があるんだって！」

「あ、あの梨々ちゃん。そのナイフ、鍵かぎがかかったショーケースの中に入ってなかった……？」

　笑顔でナイフを見せる梨々の後ろから、店員の目を気にしつつ美み森もりがやってくる。

「後で返せばいいじゃない、ねぇ双葉ちゃん」

「今すぐ返してこい！　ギリギリアウトだろ！」

　三人が来ているのは、御ご色しき町ちようの外れにある巨大なＤＩＹショップ。日曜日なので家族連れでごった返している。

　その中でも、小学生の女の子三人だけの構成は異様だ。

　元々用があったのは、双葉だけ。そこへ一度も来たことがないという梨々と、なぜかＤＩＹショップによく来るという美森を連れてやってきたのだ。

　ＤＩＹショップなんか友達同士で来ても楽しくないだろう、と思っていたのだが、これがなかなか楽しい。駅ビルである樽たる井いデパートの二倍以上ある広さの敷しき地ちに、これでもかというくらいの品々。これらを全すべて見るだけでも時間を潰つぶせる。

　そして並んでいる品物のどれもが、普段から馴な染じみはあるけれど、お金を出して買ったことがない物ばかり。蛇じや口ぐちやトイレの便べん座ざ、果ては家の扉など、誰だれが買うのかわからない品物まで。今までさして興味がなかっただけに、こうやって変な品物が陳ちん列れつされているのを見るのは楽しい。

「双葉ちゃん家ちって、チェーンソーあったよね？」

　いつまでも眺ながめている双葉が気になったのか、美森が尋たずねる。

「ああ、別にコレを買いに来たわけじゃねーんだ。それだったら商店街でも売ってるし」

「何買いに来たんだっけ？」

「木材とパネルだよ。こっちこっち」

　双葉は手招きして、目的のコーナーに入る。数メートルの高さに及ぶ木材が陳列されている場所だ。それぞれ木の種類が違うらしいが、双葉には色以外の違いがわからない。とりあえずパパに頼まれた材木を買えばいいのだが、果たしてすぐに見つかるか。

「どれ買えばいいんだ……？」

　パパが書いたメモを頼りに探してみるが、いまいちわからない。

「店員さんに聞いてみたら？」

「そだな。すいませーん！」

　大きく手を振る双葉に気づいたＤＩＹショップの店員が、押していたワゴンを隅っこに寄せて走ってくる。

　その短い時間で、美森はもう一度双葉に尋ねた。

「この木材で何作るの？」

「部屋だよ部屋」

「誰の？」

「ガーゴイルの」







　吉永家は三階建てであり、小さなビルのような形状をしている。そのため屋上があり、洗せん濯たく物ものを干すスペースとして使われている。

　今回、そこにガーゴイルの部屋を作ることになったのには、理由がある。

　一週間ほど前に行われたガーゴイルの誕たん生じよう会かい。吉永家に来て二年が経つガーゴイルは、そこで温かいもてなしを受けた。盛大なパーティにたくさんの客が訪れ、ガーゴイルを祝ったのである。

　さて、誕生日パーティに欠かせない物といえば、やはりプレゼントだ。ガーゴイルに贈られたプレゼントの量は、それはもう膨ぼう大だいなものとなった。ガーゴイルも感激していたのだが、このプレゼントの置き場所がないのである。

　ガーゴイルは吉永家の門番。石像であり、生物ではない。そのため物欲がなく、物を買うという習慣がなかった。持ち物といえば首にかけられた鈴だけ。それがこの前のパーティで一気に膨ふくれあがってしまったのである。

『荷物の置き場所ならば、我われが探す。このような真ま似ねなどしなくても良い』

「何を言ってるんだガーゴイルくん。一時しのぎじゃダメだよ」

　説得するパパに促うながされ、渋々と光線を撃うつガーゴイル。その光線は屋上に立てかけられた木材の柱を固定するものだ。ボルトが宙を舞い、柱にねじこまれてゆく。

　床に開けた穴に基礎を作り、そこに柱を埋うめ、壁を作り、屋根を乗せる。現在はパパとガーゴイルで柱を建てる作業である。

「すごーい、本当に作ってるんだー」

　そんな二人の背後で、梨々と美森が驚おどろいていた。

「な？　すげーだろ。犬小屋じゃなくて、本格的な部屋なんだぜ」

　なぜか双葉も楽しそうに眺めている。

『双葉よ。汝なんじも我の部屋を作る事に賛成なのか？』

　多少、弱気な声で尋ねるガーゴイル。

「なんでオメーは反対なんだよ」

『必要ないからだ。我はそう思っている』

「あ、まさかまたお前……！」

『誤解だ。我は遠えん慮りよなどしていない。必要であれば我も所しよ望もうする。だが我が欲しいのは荷物を置く場所だ。我の部屋ではない』

　などと言いながらも、柱を固定する作業は続く。ちなみに双葉が買ってきた木材はＤＩＹショップにそのまま置いてある。必要になった時にガーゴイルに取りにいかせるのだ。

「ガーゴイルくんに必要なのは、荷物を置く場所だけじゃないよ」

　そう諭さとすのは、ドリルを手にしているパパ。久々の日曜大工なのか、汗を掻かきながらも楽しそうだ。

「部屋というものはだね、自分だけの空間なんだ。荷物を置くのは当然として、心を落ち着けたり、明日に備えて準備をしたり、辛つらい時に閉じこもったり、リラックスしたりする空間なんだよ」

『我にとって、それは吉永家の事なのだ』

「家でくつろぐのは当然のことさ。でも部屋はまた別だよ」

『むぅ……我にとって部屋とは、土蔵くらいしかないのだ。だから良い記憶がない』

　ガーゴイルの言葉で、双葉は思い出した。ガーゴイルが出来上がった時、いきなり暴走したせいで、戦時中ガーゴイルは高たか原はら家けの土蔵にずっと閉じこめられていた。鎖くさりで何重にも拘こう束そくされた上で。

　途と方ほうもない時間を土蔵の中で過ごしたガーゴイルにとって、部屋とは暗いイメージそのものなのだ。

『何を言ってるんです。ガーゴイルはこないだ、心の籠こもったプレゼントをもらったのでしょう？　そんなプレゼントに囲まれて暗い気持ちになるわけありませんわ』

　下の階の窓から出てきたのだろう、ふわふわとガーゴイルの鼻先に飛来する、小さな人影。

　ガーゴイルの誕生会と同時期に吉永家に住み着いた妖精、ピクシーである。

『贈り物プレゼント……か』

　ガーゴイルも思い出す。

　あのパーティはプレゼントよりも周囲のドタバタ騒さわぎの方が派は手でだった。人間、酒を飲まなくてもあれだけ酔えるのかと、逆に感心したほどだ。加えて酒を飲んだ人間はもっと暴れ出すので、ガーゴイルも止めるのに苦労した。

　そんな人達が数十人集まっているのだから、もうパーティというより戦争だ。双葉が犬の服をガーゴイルに着せようとした時は、撃っていいものか真剣に悩んだものだ。




「おいガーゴイルガーゴイル！　ほら、これ！」

『双葉よ、これは何だ？』

「誕生日プレゼントだよ。兄貴と二人で選んだんだぜ！」

『むぅ。我が服を着ない事は知っているであろう』

「いいから着てみろって！　絶対に似に合あうから！　ぶはははは！」

『双葉よ。我で遊んでいるのではあるまいな』

「わはははは、ジョーダンだって！　兄貴、本物持ってきて！」




　あの後、本当のプレゼントを渡されたから良かったものの、非常に困った。

　ともあれ、プレゼントは非常に心地ここちよいものだ。あの時の喜びは、何物にも代かえ難がたい。プレゼントそのものではなく、物品に籠められた気持ちが嬉うれしいのだ。

　渡す方、渡される方、どちらも幸せになる。

　この部屋もプレゼントなのだろう。吉永家からガーゴイルへの。

『ピクシーよ。汝も部屋は必要だと思うか？』

『当然です。乙女おとめのプライバシーというものがありますわ。私も仕事以外の時は、自分の部屋でくつろいでますの』

　双葉とそっくりな顔で微笑ほほえむピクシー。

　顔は同じなのに性格も口調も違うせいで、まるきり別人に見える。

「あれ？　だけどピクシーくんの部屋は作っていないぞ？　ガーゴイルくんの部屋が終わったら作ろうと思ってたんだけど……」

『それでしたら、ご心配なく』

　きょとんとするパパに、ピクシーは照れたように笑った。

『すでに自分で作ってしまいました。屋根裏の一部を改造して』

「屋根裏って……あそこゴキブリいるだろ」

　イヤそうな顔をする双葉。

『掃そう除じするついでに、手て懐なづけましたわ。ネズミもゴキブリも、他の名前もわからない虫も私の友達ですの』

「追い出すだけでいいだろ……なんで手懐けるんだよ」

『妖精ですもの。生き物は大切にしないと』

　厳密には本物の妖精ではなく、人工妖精だ。さる男によって作られたスパイだったのだが、吉永家に影響されたのか、敵同士だったことなど忘れているかのように馴染んでいる。

　それは誰にとっても嬉しいことなのだが、双葉とは相変わらずケンカをしたりする。本人達はそれもコミュニケーションの一つだと思っているようだが。

「部屋を持つことは良いことだよ、ガーゴイルくん」

　また新しい声。今度は上からだ。

　屋上が陰ったと思うと、巨大なカラスのような黒いマントが降って来た。世界的に有名なはずなのに、すっかり吉永家のご近所さんとして知られている、おなじみ怪かい盗とう百ひやく色しきだ。吉永家の屋上には晴天が広がっているだけ。果たしてどこからどうやって降りてきたのだろうか。

『百色よ。汝も同じ事を言うか』

「言うさ。ガーゴイルくんにとっても、部屋を持つことは必要だと思うな。あ、パパさん、これ私が話していた例のガラスです」

　と、土産みやげ物ものを渡すかのように、大きなガラス窓を渡す百色。

「おお、これはありがたい！　本当にいいのかい!?」

「吉永さん家とガーゴイルくんにはいつもお世話になってますからね。それに、このガラスもさっきの理由になるのさ」

『理由だと？』

　百色を見た途と端たん、自然に警けい戒かいするガーゴイル。

「これ、防弾ガラスなんだ」

　ガラスの表面を叩たたく百色。わざわざそんなものを、どうして持ってきたのか。

「部屋を持てば防犯についてシミュレートできるだろう？　色んな防犯グッズを試すこともできる。そうすれば今後の参考になるんじゃないか？」

『む……そういう事もできるのか』

「趣しゆ味みに没ぼつ頭とうできることも部屋の利点の一つだよ」

『任務であって趣味ではないのだが』

「仕事が趣味って人もいるだろう。快適な自室で仕事をしたがる人もいる」

『確かに……ここならば邪魔されずに、我の能力を試すこともできよう』

　ライバルの言葉でも、理屈が通っているなら耳を傾ける。ガーゴイルも徐々に納なつ得とくしはじめたようだ。

「というわけでパパさん、私も手伝いましょう」

「いいのかい、百色くん？」

「家といったら私ですよ。今まで、仕事のために何軒も建てましたから」

「あ、おじさんが手伝うなら、私も！」

　タキシードの腕をまくる百色。この格好で作業をするようだ。マントの中からいくつもの工具を出して、木材を運ぼうとする百色を梨々が手伝う。

「あたしも手伝うぜ」

「じゃあ、私も……何ができるかわかりませんけど」

　梨々が動いたのを見て、双葉と美森も働き始める。

「ところでパパさん。部屋にもいろいろありますが、どんな部屋にしたいのですか？」

「んー、そうだなぁ。やっぱりリラックスできる空間がいいかな」

「パパ。ガーゴイルがリラックスできる空間ってどんなだ？」

　双葉ならゲームと寝床とお菓子とプロレス雑誌があればどこでも落ち着けるのだが、普段から門もん柱ちゆうにいるガーゴイルがリラックスしている姿は想像できない。

『我は静かならばどのようなものでも……』

　控ひかえめに意見するガーゴイルを差し置いて、

「緑が多い方がいいですね。鉢植えを置いてみましょうか」

「あ、ぬいぐるみとか置いてみたらどうかな？」

「逆に警けい報ほう装そう置ちとかつけたら、防犯の勉強できて落ち着けるんじゃない？」

　などと好き勝手な意見を言い始める人達。

　双葉もそうなのだが、ガーゴイル自身も自分がどこで落ち着けるのか、まだ知らないようだ。いつも気を張りつめて仕事をしているのだから無理もない。

「おーい、吉永さん。またガーゴイルさんが揉もめ事ごとおこしたのかい？」

　かなり大がかりな日曜大工に、音に気づいたご近所さんが窓や外から声をかけてくる。

「ハッハッハ！　うるさくてスミマセン！　今ガーゴイルくんの部屋を作っておりまして！」

「ああ、そういうことか。何か必要なものがあったら言ってよ！」

　家の前を通り過ぎる近所の住民も、優しい言葉をかけてくれる。中には「これ使えるかな？」と古い家具を提供してくれる人まで。

　やがて午前が過ぎ、お昼になる。

　ママが食事を運んできて、昼食タイム。買い物に行っていた和かず己みも帰ってきて、なごやかな五月の休日が送られようとしている時。

「さて、このガラスをそろそろ……」

　と、百色が窓ガラスを手にとった時だった。

「百色。なんか汚れてんぞガラス」

　双葉が指さしたガラスは、確かに黒く変色していた。

「あれ？　そんな馬鹿な。綺き麗れいな場所に置いておいたはずなんだけど……」

　ガラスが黒いのは、ほんの一部分。

　よく目をこらしてみると、それは汚れではなく文字のようだった。

『百色！』

　突如、ガーゴイルが悲鳴にも似た叫び声をあげる。いつも落ち着いている石像の声とは思えないほど切せつ迫ぱくしていた。

「これは……！」

　ようやく百色にも文字の正体がわかったようだ。外国の言葉、しかも英語ですらないので双葉には何が書かれているのかわからない。

　そもそも百色が持ってきたガラスに、誰がどうやって文字を書いたのか。あらかじめ浮き上がるように書いたとすれば、あの大怪盗の持ち物に細さい工くをしたことになる。どこからか遠えん隔かく操そう作さをしたのであれば、ガーゴイルが気づくだろう。

「何て書いてあんの？」

『文面に奇妙な箇所は見あたらぬ。日本語なら「こんにちは。ご機き嫌げんいかが」といったところであろうか』

　それは逆に怖い。

　下へ手たな脅おどし文もん句くを正規の手段で送りつけるよりも、不ぶ気き味みな方法で簡単な挨あい拶さつを送った方が効果はある。

「ヤツの仕し業わざだとすれば、もう近くに……！」

『しかし我の感覚器には何も感じられぬ。まだ遠くにいるはずだ』

「ヤツって誰？」

　何か勝手に盛り上がっている百色とガーゴイルを差し置いて、双葉をはじめとする他の者はポカーンと呆ほうけている。

　が、ピクシーだけは会話の中身を読み取ったようだ。

『レイジ……ですか？』

　こわばった顔で呟つぶやいた名前。

　その名前は、双葉も知っている。

　かつてガーゴイルが倒した悪人だ。脱だつ獄ごくし、どこかで悪の限りを尽くしていると聞いた。その時に得た力で作ったのがピクシーなのだ。

　ピクシーを送りこんだことから、近いうちに復ふく讐しゆうに来ることはわかり切っている。これはその宣せん戦せん布ふ告こくということだろうか。

　などと考えていると、下でインターホンが鳴った。

『……なんだと？』

　全ての平和を破壊する合図だった。
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　誰もが警戒する中、その男は確かな足取りで吉永家に入ってきた。リビングに通されると、礼を言ってソファに座る。

　一同は自然と彼を囲む形に立つ。百色とガーゴイルが向かいのソファに腰掛けた。

「いや、どうもすみません。おかまいなく」

　そんな時でも笑顔を崩くずさないママが淹いれたお茶に、笑顔で礼を言うのは噂うわさのレイジ。

　本名、レイジ・マルケス。

　かつて南米の宗教で、麻薬を使って信者を支配しようとしていた。それが百色によって滅ぼされ、以来復讐のために怪あやしげな学問に手を染めている――

　双葉が知っている情報は、このくらいだ。ガーゴイルと百色に聞いただけだから、本当はもっと悪い事をしているかもしれない。

　一度だけ、双葉もレイジに出会ったことがある。

　百色と梨々を陥おとしいれようとした事件だ。皇こう帝てい閣かくホテルの最上階のレストランで、銃じゆう撃げき戦せんを繰り広げた。後になって考えれば、ガーゴイルがいなければ梨々と自分は殺されるところだったのだ。

　その時と現在では、見た目も変わっていた。

「なぁレイジ。その目、どうしたんだ？」

　昔は片目に眼がん帯たいをつけていたレイジ。確かその眼帯の中に武器を仕込んでいたのだったか。

　今は両目を布で覆おおっていた。まるで仮面のような顔。

　全ぜん盲もうの人でもサングラスをかけたりしているのに、なぜ布なのだろう。さらに服も和わ装そうだ。着流しを着ており、持っている杖つえも相まって座ざ頭とう市いちを連想させる。彼は日本人ではないのだが。

「……それ、飲めるのか？」

「問題はない。目だけで物を感じているわけではないからな。ガーゴイルと同じだ。目で見るより高性能な感覚を持っている」

　レイジはまったく淀よどみない手つきで湯飲みを取り、一口飲んだ。

「うむ、うまい。そういえば商店街にも茶屋があったな。ああ、そうだ。忘れていた。奥方、これを」

　そう言って差し出したのは、和わ菓が子しの包み。

「手ぶらで来るのも悪いと思って――この辺りで一番の和菓子屋だと聞いております」

　いつも吉永家が贔ひい屓きにしている和菓子の「さとみや」の包みだった。それを見てママの顔も明るくなる。

　悪人のくせに、なんでこう礼れい儀ぎ正しいのか。

　いや、礼儀正しいと言うよりも、余裕があるのだ。皇帝閣ホテルで双葉が出会った時は、もっと切せつ羽ぱ詰つまっている小悪党のようだった。しかし今のレイジには風格とも呼べるような雰ふん囲い気きを感じる。

　むしろレイジと向かい合って座っている百色とガーゴイルの方が、焦あせっている。

　ガーゴイルなどは、さっきから『むぅ』とか『馬鹿な』などと呟いており、見なくても動どう揺ようがわかるほど。

「おいガーゴイル。なんでお前まで緊張してんだよ」

『緊張ではない。分からぬのだ』

「何が？」

『我の感覚器でレイジの姿が探知できぬ』

　ガーゴイルの感覚器は、御色町一帯を網もう羅らできるという。本気のガーゴイルなら、駅の人混みで落としたコンタクトレンズですら発見できると自じ慢まんしていた。

「できぬって、目の前にいるじゃねーか」

『視認はできる。だが我の感覚器はまるで機能していない。非常に気持ちが悪い』

「よくわかんねーよ」

『我の感覚は人間とは異なる。たとえるならば、触る事ができるのに目に見えない物体のような不快さだ』

　と、言われても双葉の目の前ではレイジが優ゆう雅がに茶を飲んでいる。別段変わったところはないように見えるのだが。

「ホホ。私も馬鹿正直に正面から出向いているのだ。対策は講こうじねばならんだろう」

「古こ科か学がく……か」

　百色が憎々しげに呟いた。

　古科学とは、ガーゴイルを作った錬れん金きん術じゆつと対ついになる学問である。ただ双葉が知っている古科学の使い手――古科学者はレイジではなかった。

「お主ぬし達に破れてから、私も学んだのだよ。錬金術、古科学、魔術、占せん星せい術じゆつ、もちろん現代科学も」

「そんなに勉強したのかよ。すげーな」

　素直に感心する双葉。勉強が大嫌いというわけではないが、こうしてガーゴイルの感覚器を凌りよう駕ができるほどの能力を得たということは、ものすごく努力したに違いない。それこそ双葉には理解できないほどの。

『そして、その学んだもので我らに復讐するつもりか』

「いかにも」

　物ぶつ騒そうなことをサラリと答えるレイジ。

　場の空気は変わっていない。元からそのつもりで訪れたに違いないのだから。

『この場の人間全てを巻きこむつもりか』

　ガーゴイルの目が輝く。

　百色も胸ポケットに手を入れる。

「勘かん違ちがいするな。巻きこむつもりなのは、そちらであろう」

　レイジはあくまで余裕の表情。

「なにもここで事を荒立てる必要はない。関係のない人間もいる。私が復讐したいのは、怪盗百色とガーゴイルだけなのだから」

『どういうことだ』

「今日は挨拶だけだ。宣戦布告というやつかな」

『ほう』

　ガーゴイルの目の輝きが強くなる。まったくレイジを信用していない。

　双葉も自然に身体が動く。ガーゴイルの背後に来るように。絶対にレイジは腹に何かを隠している。そんな気がする。

「どうやら、私を誤ご解かいしているようだな」

　湯飲みを置いたレイジは、緩かん慢まんな動作で周りを見回す。

「私は敵には容よう赦しやはせぬが、罪のない人間を巻きこんだりはせぬ。私に手向かった者は女子供でも殺すが、そうでない人間には手を出さぬ。何なら誓ちかっても良い。この町の人間は誰一人として殺さぬ」

「信じられるわけないでしょ！」

　怒ど鳴なったのは、梨々。

　彼女もレイジに殺されかけた一人なのだ。

　いつもと違う剣けん幕まくの梨々に、何も知らない美森がビックリしている。

「では百色の娘よ。お主に尋ねるが、私が過去に必要のない人殺しをしたことがあったか？　私についていろいろ調べたのであろう？」

「う……」

　黙る梨々。ということは、本当に殺しの経歴はないらしい。必要のない、という部分が気になるところだが。

　とはいえ、この男は催さい眠みん術じゆつ師しだ。邪魔になった人間がいても、催眠術であしらってしまえばいいのだ。見られて困ることも忘れさせられるし、手て駒ごまにすることもできる。

「誰も巻きこまず、私達だけを殺す――そうできるだけの力がある、と言いたいのか」

「いかにも」

　百色の問いに頷うなずくレイジ。

「我が力をもってすれば、殺す者と殺さぬ者を取しゆ捨しや選せん択たくすることもできる。フルオートでしか小銃を撃てないゲリラでもなく、犯行を見たものの口封じをする殺し屋でもない。私が修めた力ならば、誰にも気づかれることなくお主ら二人のみをこの世から消し去ることができる」

　その言葉に少し納得してしまう双葉。

　大口を叩くだけの実力がある、ということか。百色もガーゴイルも馬鹿にしない。レイジの言葉が本当だという確信があるのだろう。

「他人を巻きこむのは美しくない。わかるだろう？　私にも善悪の感情はある。その境界線について論じるつもりはないが、人殺しが基本的に悪だということも知っている。別に私は大量殺さつ戮りくがしたいわけではないのだ」

「犯罪者が、知った風な口を」

「泥どろ棒ぼうに説教される謂いわれはないな」

　眉まゆをひそめる百色を笑うレイジ。

「無論、必要があればそうする。だがお主達を滅ぼすのに他人の命は必要ないというだけだ。どうだ、これなら気き兼がねなく私に挑ちよう戦せんできるだろう？」

　蛇のように舌なめずりするレイジ。

　ここまで教える理由はなんだろうか。自信があるのはわかったが、手の内をひけらかしすぎではないのか。ふたりを殺したいのであれば、即座にすれば良いのだ。様々な学問を修めているのであれば、暗殺のひとつやふたつ簡単にできるだろう。だがそれをせず、あえて正面からやってくる。

　そこで双葉は思い出した。

　ピクシーが吉永家にやってきた時の話だ。

　レイジは卑ひ怯きような手でガーゴイル達を倒したいのではない。もしも卑ひ劣れつな手で倒されれば、「敵の策さく略りやくに負けた」と思うだろう。だからあえて正面から打ち破り、自信も誇りも全て打ち砕こうとしているのだ、と。

　そのための弱点を調べるためにピクシーが送りこまれたのだ。

「おいレイジ。ガーゴイルの弱点、わかったのかよ」

「わかるも何も……お主達も良く知っているだろう」

「……まぁ、な」

　正直なところ、わかりやすすぎる程だ。

　それでもガーゴイルが勝ち続けて来たのは、それを克こく服ふくできる力があったから。

　だけど、今回は果たしてどうなのだろう。

『他者を巻きこまぬ、などと約束されても信じることはできぬ』

　ガーゴイルの目は、未だ輝きを失っていない。それどころか目を覆いたくなるほどの強さに膨れあがっている。本気で怒っている時の目だ。

『もっと簡単な方法がある。この場で汝を倒せばよい』

　気がつけば、ガーゴイルの隣となりに百色がいない。

「ガーゴイルくんに同意する。このまま帰すわけにはいかない」

　どこに行ったのかと思えば、レイジの背後にいるではないか。いつの間にか抜いた拳けん銃じゆうをレイジの後頭部に突きつけている。

「後ろから撃つか、怪盗百色」

　銃を向けられて、レイジはそれでも笑みを崩さない。

「丸腰というわけでもないだろう？　それに、貴様にとって前も後ろも関係ない。どうせ怪しげな技で避よけられるだろうに」

「まぁ、そうだな」

「おい、お前ら――」

　さすがにリビングでケンカ、というか殺し合いを始められては困る。双葉が止めようとした時、ふと、窓の外に何かが見えた。

「って、うぇぇっ!?」

　百色とガーゴイルだけではなかった。

　吉永家の外には、さらにレイジに武器を向ける者が。百色の家に住むデュラハン、さらにケルプとオシリスまでが待たい機きしている。

「お前ら、なんでウチに来てんだよ!?」

　自動石像が二体、それに自動人形と強化植物。さらに怪盗まで。

　およそ御色町で用意できる最高の戦力が集まっている。













『失礼。ですがレイジには小生達も深い縁えんがございまして』

『ルルル、りり、イジメタヤツ、オレ、オボエテル！』

『――妾わらわには関係ないが、教授の願いでな』

　三者三様に答える。

　双葉は皇帝閣ホテルの事件でしか会ったことはないが、ひょっとしてレイジは御色町に来たことがあるのだろうか。いや、それならガーゴイルが気づかないはずはない。他の場所で会ったのか。デュラハンはともかく、ケルプやオシリスは？

　どんな関係なのか気になるが、今はそれどころではない。

　重要なのは、それだけの力を集めてレイジに立ち向かおうとしていることだ。

　御色町の最強メンバーが揃そろい、かつ誰も警戒を解かない状況など、未だかつてなかった。この最強どもは、最強であるが故にいつも功こうを焦って「ここは自分が」と手て柄がらを奪うばおうとする。

　それが、今は自然と力を合わせようとしている。ガーゴイルとケルプ、オシリスとデュラハンは特に仲が悪いのに、言葉も発さず光線を構えている。

　そうしないと勝てない相手だと悟っているのだ。

「お、おい……」

　何か声を掛けようとして、双葉はやめた。

　これほど緊迫した場面で首を突っこもうとすれば、邪魔になる。最悪、光線に巻きこまれる。

　真剣勝負に口を挟みたくない。

　――のだが、家の中でやられると非常に困る。

「やれやれ、埒らちがあかぬな。奥方やご主人に迷惑をかけると思わぬのか」

　なんとレイジの方が吉永家の事を想っていた。

『ここで汝を野放しにするほうが迷惑だ。なに、暴れはせぬ。光線で拘束すればそれで良い。あとは警けい察さつに任せる』

「見えざる水銀は便利だな。そこまで自在に操あやつる術すべは、私でも持っていない」

　ちょっと気になる発言をするレイジ。ということは、ある程度なら見えざる水銀とやらを操れるのだろうか。ガーゴイルのように目から光線を出したりとか――そういえば出していた。

　などと考えていると、ソファからレイジの姿が消えていた。

　目の錯さつ覚かくかと思ったが、違う。

「私とて、この数を相手にすれば負ける。だからここは退ひかせてもらおう」

　窓際にレイジが立っていた。

　ソファから窓には三メートルほどの距きよ離りがあり、間に和己がいた。その空間と障害をたった一瞬で乗り越えたのだ。

　仮にソファから立ち上がって全速力で走ったとしても、こんな速く移動できない。そもそもソファや他の家具が動いたりするだろう。なのに部屋には何の変化もない。

　そう、まるでレイジが瞬間移動したかのように。

　――ガーゴイルと同じ能力で。

「ではさらば。奥方、ご主人、窓から失礼しますぞ」

「あっ、あいつ逃げるぞ！」

　堂々と窓を開け放ち、窓枠に足をかけるレイジだが、

『逃がさぬぞレイジ！』

　ガーゴイルの光線がそれを許さなかった。双葉には発光したようにしか見えないが、光速に近い速さの光線がレイジを襲おそっているのだ。

　その光線をレイジは避けた。

　窓からふわりと飛び去り、塀へいに着地する。

　体重がなくなったかのようだ。光線の衝しよう撃げき波はに逆らわず、風船のように風に乗っている。重力を無視しており、そのため人形のように見えた。

「おいガーゴイル！　ちゃんと当てろよ！」

『そうしているつもりなのだが』

　遠ざかるレイジを指さす双葉と、再度光線を撃つために目を輝かせているガーゴイル。

『逃がしませんよ』

　塀の上にケルプが光線を撃った。ガーゴイルが撃ったのと同じ色と熱を孕はらんだ光。

「……ふん」

　レイジはその光線に向かって手を差し出す。

　爆発が生じ、煙が上がった。今度は避けなかったのか。

『ルルル！』

『他た愛わいないわ！』

　その煙に向かって、マシンガンと紫色の光線が撃ち出された。

「皆、本気だな。これは手て強ごわい」

　煙の中からレイジの声。

　言葉とは裏うら腹はらに、まったく脅きよう威いに感じていない様子。

「だが、突破口がないわけでもない。もっとも脆もろい部分をこじ開ければ済む」

　レイジが呟いた瞬間、いきなり煙が晴れた。

　煙の中心にいるレイジから何か風のようなものが吹いている。

　目を布で覆い、杖をついて、さらに動きにくい着流しを着た状態で、レイジが跳ちよう躍やくする。軽く塀を蹴けったように見えるが、二メートルほどの高さを舞っている。オリンピック選手でも助走や屈くつ伸しんなしで、こんなには跳とべないだろう。




「では――こじ開けさせてもらおう！」




　レイジの右手が開き、摑つかむ。

　蛇の口のような爪に捕らえられたのは――オシリスの頭だった。

　葉で覆われた両肩に飛び乗り、作物を引っこ抜くように鷲わし摑づかみにしている。

『下げ郎ろうが！』

　植物の手を紫色に変色させて、レイジに摑みかかるオシリス。

『……っく……！』

　が、その毒手がレイジの服に触れる前にオシリスの顔面が破裂した。人間であれば猟りよう奇き的てきな場面だろうが、植物のオシリスには血が流れていない。その代わり、七色に輝く液体が噴ふん水すいのように吹き出した。

　首を失って、それでも殴なぐりかかるオシリス。

「ぬっ！」

　爪がレイジの腰を僅わずかに切り裂いた。

　鉄板で肉を焼くような音とともに、レイジの傷口から煙が昇る。炎で焼いたものではない、もっと不健康な色をした煙だ。

『枯れ果てろ！』

　首を失い、地面に落ちた携帯電話が唸うなった。

　さらに潰つぶれたはずの首がすぐに再生しようとしている。

「残念だが、枯れるのはお主だ」

　そんなオシリスの肩を蹴り、レイジが跳んだ。

　背中を見せて逃げようとする彼を追うようにして、首無しオシリスが手を伸ばす。

　いつの間にアクションを起こしたのか。

　オシリスの腕、足、そして全ての触しよく手しゆが真っ二つに切断されていた。

『なんじゃと――!?』

　これでは光線も撃てない。

　戸と惑まどうオシリスを尻目に、レイジは悠ゆう々ゆうと民家の屋上から屋上へ飛び移る。たった数秒の間に、もう米粒のように小さくなっていた。オシリスの爪がレイジにどれほどの痛手を与えたのか不明だが、普通の人間が耐えられる毒ではないだろう。

『ルル、アイツ、オイカケル！』

　デュラハンがスカートから青白い炎を出すが、レイジの姿はもう完全に見えない。それどころか逃走先を隠すかのように、どんよりとした雲が空を覆い始める。

　それまで晴れていた御色町に、ぽつりぽつりと雨が降り始めた。

『ルル……？』

　飛び出すのを止め、何かを探すように周囲を見るデュラハン。

『完全に姿を消したようですね』

　デュラハンを代弁するかのように、ケルプ。

　どうやらガーゴイルが言っていた探知できない現象は本当らしい。レーダーに映らないようにする道具でもあるのだろうか。

　雨足は次し第だいに強さを増し、どしゃ降りになる。

　これでは追跡どころか行動すら満足にできない。人間ならば。

『おのれ……おのれっ！』

　手足を切断された胴から、オシリスの顔と四し肢しが生えてきた。たった一瞬で元通りである。

『妾の、妾の身体をよくも！』

　唯一無事だった携帯電話を拾い上げたオシリスは、人ひとりくらいなら呪のろい殺せそうなほどに険悪な表情。まるで神話のメデューサだ。

「おい、オシリス……」

　双葉は声を掛けようとして、やめた。

　ただでさえ自じ尊そん心しんの強いオシリスのことだ。今双葉がどんな言葉を掛けても、オシリスが自分自身で立ち直らない限り、届くことはないだろう。

「本当に研究していたようだな」

　そんな双葉と一緒に、窓の外を眺ながめる百色。

『うむ。もっとも脆いオシリスを狙っている。初対面のはずなのだが』

　それに同意するガーゴイル。

　脆いということは、弱いことを指すのではない。

　むしろ、しぶとさでいえばオシリスの右に出る者はいない。なんたって葉っぱ一枚あれば完全に再生することができるのだから。

　しかし身体からだは植物の範はん疇ちゆうを出ない。石と木では、どう頑がん張ばっても石に軍ぐん配ばいがあがる。ましてや再生できるとわかりきっているから、身体を硬質化する努力もおろそかになる。

　ゲームでたとえるならば、最大ＨＰと防御力の違いだ。死ぬことはないが、守ることは苦手な身体。もともとオシリスは何かを守るために作られた植物ではないのだ。

『口くち惜おしい……！』

　触手で地面を叩くオシリス。石が爆はぜ、コンクリートに穴が開く。

　オシリスでもそれだけの力がある。

　それを脆いと言い、容易たやすく突破したレイジの力は、以前より確実に上がっている。あの自信たっぷりの態度はハッタリではなかったのだ。

「あれ、待てよ？」

　そこで双葉は気づいた。

　ちょうど近くにいたので尋ねてみる。

「なぁ百色。お前でもガーゴイルにゃ敵かなわないんだよな？」

「残念だが、本気のガーゴイルくんには手も足も出ない。戦闘に限って言えばね」

「てことはさ、あいつ人間なのに錬金術に勝ってるのか？」

「そうなるね。文字通り人間離れしているようだ」

　超人と呼べる技と身のこなしを持つ百色ですら赤子のようにあしらえるガーゴイル。そのガーゴイルと互角の強さを持つオシリスを、ああも簡単に潰した人間がいるなんて。

　様々な学問を修めたというが、それだけで足りるものなのか。

『ピクシーの動きを制御したのも奴だ。もはや人間を相手にしていると考えぬほうが良かろう』

『同感ですな。先ほど視認したところ、彼の体内からいくつもの機械や薬品を検出いたしました。常人の数倍凝ぎよう縮しゆくされた筋肉も』

　雨に濡ぬれながら、ケルプはレイジが消えた方角をずっと眺めている。確かケルプはガーゴイルよりも目が良かったはず。そのケルプでも追えないのだ、レイジは。

「おいケルプ。とりあえずウチ入れよ。風か邪ぜ……は引かねーと思うけど、気持ち悪いだろ。デュラハンも中に水入ったらヤバイんじゃねーのか？」

『これは双葉様。お心こころ遣づかいありがとうございます』

『ルルル、オレ、ヘイキ。アリガト』

　礼を言うケルプとデュラハン。

　オシリスの姿は見えない。土の中に入ってしまった。レイジに軽くあしらわれたことがあまりにも悔くやしくて、人に姿を見せられないのだろう。

「ムカつくわ……バカにして！」

　そんなオシリスの気持ちを代弁したわけではないが、梨々が地じ団だん駄だを踏ふんでいた。何を取り出すつもりだったのか、ポケットに手を突っこんでいる。

「今の人、悪い人なの？」

　さっぱり事情が摑めない美森は、ずっと目を丸くしたまま。

　何も知らない人にとっては、いきなりすぎる展開だろう。双葉にしても、前にガーゴイルが退たい治じしたはずの悪党が蘇よみがえったくらいの心構えでしかなかった。

　まさか小悪党が、大悪党どころか悪の総そう帥すいのような強さを持って帰ってくるとは。

「礼儀正しい人ではあったけど、悪い人なのかな」

　レイジが持じ参さんした和菓子の包みを持っているパパが怪け訝げんな表情。パパもレイジのことは知っている。ピクシーの事件が起きる前から、皇帝閣ホテルの事件を聞いているからだ。

　そんなパパに同意するかのように、ママも首をかしげている。

「パパさん、ママさん。和菓子に騙だまされないでください。あいつはその気になれば卑劣な手で敵を陥れる蛇のような男です。ピクシーくんの件をお忘れなく」

「あぁ、そうだったね。ガーゴイルくんの弱点になるはずだったんだよね、ピクシーくんは。忘れるところだったよ、ハッハッハ！」

　頭を掻いて笑うパパ。

　ピクシーが敵だったことなど、すっかり忘れていたようだ。彼女が完全に吉永家に馴染んだ証拠でもあるのだが、今は危機感を忘れてもらっては困る。

「まぁ、どんな敵だろうと平気さ。ガーゴイルくんが何とかしてくれるよ！」

　いつもパパの結論はこうだ。

　ガーゴイルを全面的に信頼している。実際、それで今まで何とかなってきたのだ。

「何とかできんのか？　あいつムチャクチャ強くなってたじゃねーか」

『何とかするしかあるまい。どの道、選択肢はない』

　と、ガーゴイルは言うが、あのレイジを見ると不安になる。

　オシリスをあっさりと倒した実力といい、今度ばかりはただでは済まない気がするのだ。それに今日の訪問は挨拶だと言っていた。あれで本気を出してはいないのだ。

　いざ尋じん常じように勝負、という段階になったら、どのような攻撃を仕掛けてくるのか。まさか目から光線というわけでもないだろう。ピクシーを放ったことといい、予想もつかないような搦からめ手てで来るに決まっている。

「ま、逃げることもできねーし、説得して仲直りって関係でもないしな」

『然しかり。どちらかが滅ほろびるまで戦うのみだ』

　やっぱり、いつも通りだ。

　どんな手で来られようとも、ガーゴイルはそれを力でねじ伏せる以外の手段を持たない。もともと不ぶ器き用ような石像だ、その分パワーだけは有り余っている。

「だが、今回は私達もいる。君は迷惑がるかも知れないが、レイジのターゲットは君だけじゃないんでね」

　苦笑する百色。

　もとはといえば、彼の起こした事件から広がったのだ。巻きこまれた、とは思わないが、レイジが一番殺したがっているのは、この怪盗だろう。

『百色殿だけではありません。小生も微力ながら協力いたしましょう』

　身体から熱を発しながら、ケルプが答える。発熱させることで雨粒を蒸じよう発はつさせているのだろう。

「そうそう、気になってたんだけど、なんでケルプが？」

『うむ。オシリスが来ていた理由も分からぬ』

　これは双葉だけでなく、ガーゴイルも知らなかったようだ。

『我が主が――正確には、我が主の縁者がレイジと戦っておりました。まさか御色町に来るとは思いませんでしたけどね。要はあなた方と同じですよ。家族を傷つけた者、もしくはこれから傷つけようとする者への仕し置おきです』

「どこでも悪事はたらいてんのな、アイツ」

　嫌われ者はどこに行っても嫌われるものなのか。

『オシリス様も小生と同様です。レイジはミズチという組織を操って、悪事をはたらいておりました。ヒッシャム様も巻きこまれたらしく、その際にレイジの存在を知ったらしいです』

　ミズチという単語は最近聞いた。早い話が悪の組織だ。

「ってことはさ、そのミズチの戦闘員が御色町に来てんのか？」

『残念ながら、小生の感覚器でも探知できません。レイジの姿が追えない以上、誰が何人来ているのか正直、まったく……』

　悔しそうな声のケルプだが、

「それについては心配しなくてもいいよ。多分、ミズチの人間は来ていない。来たとしても、ほんの数人だ」

　自信を持って答えたのは、百色。

「なんでわかるんだ？」

「良くも悪くも、ミズチの人間は目立つんだ。外見も性格もね。たとえ外見も中身も普通の人だったとしても、新しい来訪者は必ず人の目に止まる」

『そうだな。ここ最近、おかしな来訪者の噂をする者はいなかった』

　ガーゴイルはそう言うが、ではレイジはどうなのか。

『だからこそレイジの出現に戸惑っている……あやつの姿を消す技術、なかなか厄やつ介かいだ。今まで感覚器に頼り切っていた我も反省すべきだ』

　ケルプと同じようにしょんぼりとした声のガーゴイル。

　結局のところ、敵の正体と戦力が不明すぎて、実のある話はまったくできなかった。

　ただ一つまとまった話は、これからは一いつ致ち団だん結けつしてレイジを追い払おうということ。これに反対する者はなく、ただオシリスだけは行方ゆくえ不ふ明めいのままだった。

「なんだか大変なことになったようだね。無理をするんじゃないよ」

　と、優しく声を掛けるパパ。

　ママも落ち着いた笑顔を向ける。

「相変わらずだなぁ、吉永さんは」

　その笑顔を見て、百色もつられて笑った。

　緊張した事態でもユルい空気になれるのは、吉永家の特とく徴ちようだ。

　いつまでもその笑顔を保ち続けるために、ガーゴイルは勝たなくてはならない。
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　雨は一時間も経たないうちに止んだ。

　もともとレイジの道具で降らせた雨だ。その気になれば道具のスイッチを切るだけで、簡単に晴れる。

　ただの雨ではない。ガーゴイル達の感覚器など、特殊なレーダーの攪かく乱らんに加え、雨が本来持つ静かな気持ちを増幅させる。晴せい耕こう雨う読どくと言うが、家に籠もっておとなしく本でも読んでいたいような気持ちになる。活動的な感情を抑えると言ったほうが正しいか。

　そのため、この雨に濡れた者は戦闘意欲が薄れる。

　逃走にはもってこいの雨なのである。

「ふぅ……」

　もちろん雨に濡れたレイジからも殺気が取り払われている。

　これでも我が慢まんしていたのだ。

　目の前に宿敵がふたりもいて、自分の殺戮本能を抑えられる自信がなかった。オシリスを砕いたことによって、ある程度は解消できたが、雨に濡れなければ戦闘を続行していたかもしれない。

「楽しみは、後に取っておかねばな」

　濡れた着流しを指で摘つまみながら、レイジは懐ふところから道具を取り出す。霧きり吹ふきのようなものを全身にかけるだけで、服と髪の毛が乾いた。

　快適になったレイジは、確かな足取りで歩く。

　三十分ほどで目的地に辿たどりついた。

「いらっしゃい！　よう、アンタまた来たのかい！　最近よく見るな！」

　そこは御色南口商店街。屈くつ強きような男達が集まる、天てん麩ぷ羅ら処どころ「えるされむ」。古くから続く老舗しにせの店であり、味も確かだ。

　それ以上に、熱い男達が集まっているにもかかわらず、落ち着いた雰囲気の店内がサラリーマンなどにも評判なのだ。昼食のセットは、味に反比例して安いことでも有名。

「どうもこんにちは。まだお昼のランチセットはやっていますかな？」

　そんな「えるされむ」に入ったレイジは、慣れた口調でテンプルナイツと呼ばれる店員に挨拶する。

「おう、まだ大丈夫だ！　ランチセット一丁！」

「はいよ、ランチセット一丁！」

　陽気な声に、元気な返事。それを聞きながらレイジは出されたお茶を飲み、ほっと一息つく。

　客は多いのに、この店はいつも落ち着く。テンプラという食べ物は日本に来るまで食べたことがなかったが、いざ食べてみると大変美び味みだった。以来、この店に通い続けている。

　店員も気さくで、毎日楽しい話題をくれる。

「毎度あり！　また来てくれよっ！」

「ごちそうさま。大変満足です」

　いつもと同じ味のランチセットを食べ尽くすと、レイジは礼を言って店を出る。

　そして商店街を出て、しばらく歩く。

　いつもの散歩コースだ。

「む――そうだ、今日使った道具の補強をせねば」

　簡単な道具があればいい。粘ねん着ちやくテープと紙が必要だ。

　近くのコンビニに売っているだろうか。などと考えながら視線を巡らせると、ちょうど見える範はん囲いにコンビニエンスストアがあった。

　そこで買い物を済ませて、店を出ようとすると、

「見えないと大変でしょう。ドア、押さえてますね」

　若い店員がレイジのために店のドアを開いてくれた。

「ああ、ありがとう。ですが平気ですよ。完全に見えないというわけでもないのです。ドアくらいなら自分で開けられるのです」

「そうだったんですかー」

「ですが感謝します。お優しい方ですね」

「ありがとうございます。またお越こしください」

　互いに頭を下げて、コンビニを出るレイジ。

　あの店員の自然さからすると、マニュアルに沿そったのではなく、彼の親切心から出た行動だろう。まだ大学生だろうか。仮にレイジが全盲だとしても、笑顔を見せてくれる店員に好感を持った。

「そうだ、今のうちにアレを頭に入れておくか」

　先日、ネットで見つけた興味深い本があったのだ。調べてみると図書館で読めるらしい。ここから図書館までは歩いて十分くらいか。

　コンビニの袋を持ったまま、レイジは図書館に赴く。

「いつも勉強熱心ですね。今日はどの本をお探しですか？」

　図書館に入ると、背の低い男が優しく笑いかけてくれる。

「館長さん。申し出はありがたいが、もう大丈夫ですよ。本の配置は覚えましたから。これからは自分で本を探すことができます」

「そうですか。何か困ったことがあったら、いつでも言ってくださいね」

　手を振って仕事に戻る館長に、レイジは頭を下げる。

　目的の本はすぐに見つかった。日本に古くから伝わる楽器の本だ。点字ではない。レイジの目は布で覆われており、その中に眼球は存在しないのだが、常人と同じようにものを見ることができる。

　その本を閲えつ覧らん室しつで読んでいると、見知った女の子が隣に座った。

「あれ、またお会いしましたね！」

　柔らかいポニーテールの女の子。確か高校生だった。平日に見た時は制服を着ていたが、今日は日曜日なので私服だ。

「あぁ……片かた桐ぎりさんでしたか。今日も戯ぎ曲きよくを？」

「はい。おじさんは、今日は楽器……ですか？」

「ええ。調べるとキリがありませんな、日本の文化は」

「そうですねー。正直、日本人でも詳しい人は少ないですよ」

　そんな他愛のない会話をしつつ、閉館時間まで本を読みふける。読み切れなかった本は借りていく。

　午後五時を過ぎると、わずかに日が陰る。

　徐々に落ちていく太陽を眺めながら、レイジはまた商店街まで戻る。今日の夕食を調達しなくてはならない。コンビニの袋と図書館で借りた本を抱えながら、レイジは御色南口商店街を歩く。

「あ、こないだのお客さん！」

　和菓子の「さとみや」から出て来たのは、店主であり商工会会長である宮みや村むらさん。

「どうでしたか？　家の方に満足していただけましたか？」

「ええ。あちらの家も、ここの和菓子が大好物だそうです。おかげさまで有ゆう意い義ぎな会話を楽しめました。本当に感謝しています」

「そりゃ良かった。こっちも心配だったんですよ」

「どうしてあなたが心配を？」

「そりゃアンタ、ウチの和菓子が原因でお仕事がうまくいかなかったら、寝覚めが悪いじゃないですか。せっかく外国からお仕事で来てるんだもの、うまくいって欲しいと思うのは当然ってモンでしょう」

「そこまで心配しなくても平気ですよ。仕事は必ずうまくいきます」

　確信を持って、レイジは頷いた。

　自分の人生――いや、命の全てを捧ささげて成なし遂とげる、大仕事だ。

　そのための準備を整えてきた。

　およそ二ヶ月。

　レイジは御色町にずっと住んでいた。ホテルの一室を借りて、吉永家を観察し続けた。ミズチとしての活動も続けつつ、ピクシーを開発して吉永家に放ったりもした。

　ガーゴイル達から隠れるのは難しいと思われたが、まさかレイジがすぐ近くにいるとは思わなかったのだろう、感覚器を攪乱してしまえば普通に暮らせた。

　その間、ガーゴイルが最も大切にしているこの町を見続けた。

　両目が見えないと思われているのか、この町に住むほとんどの人間はレイジに優しくしてくれた。見えると打ち明けても、優しさは変わらなかった。

　その温かさに触れたレイジもまた、御色町が好きになった。ガーゴイルがこの町を守りたくなる理由がよくわかった。

「この町は――本当に良いところです。故郷に帰ったら、みんなに知らせてあげたいです」

　本心から、レイジは言った。

「それは嬉しいな。こっちもやる気出ますよ」

　宮村さんのふくよかな笑顔を見ると、レイジの心も温かくなる。

　だからこそ、寂しくなる。

　こんなにいい人達を殺すわけにはいかない。

　だからガーゴイル達の目の前で誓った。関係のない人達は一切殺さないと。

　約束は守る。

　誰ひとり殺さない。




　少し不幸な目に遭あってもらうだけだ。































「やぁガーゴイルくん。楽しんでいるかい？」

『百ひやく色しきか。うむ、我われのために皆がこのような会合を開いてくれるだけでも嬉うれしい』

「君も食べられればねぇ」

『我は食事をすることができぬが、皆が満足してくれれば良い』

「そうか。ところで、これを」

『なんだこれは？』

「プレゼントさ。誕たん生じよう日びプレゼント。さっき双ふた葉ばちゃんにももらっていただろう」

『ほう、珍めずらしいな。汝なんじが人に物を渡すなど』

「……別に怪かい盗とうだからって、人に物をあげないわけじゃないんだけどね。良かったら開けてみてくれ」

『開封した上で尋たずねるが、なんだこれは？』

「私の持っている解かい錠じようセットと同じものさ。カギだよ」

『我に必要なのか？』

「必要だよ。鍵かぎ開あけは泥どろ棒ぼうの技術でもあるが、困った時に役に立つ時がある。鍵の構造を理解していれば、閉じこめられた人を導みちびくことだってできるし、より強い鍵を作ることもできるだろう」

『なるほど。さすがというか、汝は泥棒の技術に関しては卓たく越えつしている。我はそれを防犯に利用できて嬉しいのだが――何か釈しやく然ぜんとしない』

「素直に感謝したまえ」

『……むぅ』

「それに、吉よし永ながさん家ちの鍵も強固にしておいた方がいい」

『何なに故ゆえだ』

「レイジとミズチがどこから攻めてくるかわからないからね。吉永さん家に忍びこまれるかもしれない。対策はしておかないと」

『そうだな。もうピクシーのように侵入はされぬ。誰だれが来ても、我が必ず守る』

「お、頼もしいね」

『それができなければ、我の存在意義がない。ただの石ころ同然だ』
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　三日、過ぎた。

　レイジが宣せん戦せん布ふ告こくしてから、御ご色しき町ちようは少しだけ慌あわただしくなる。ガーゴイルに「怪あやしい者を見かけなかったか」と問われる人が増え、しかし怪しい人など御色町に腐くさるほどいるので、誰も答えられない。

　毎日、様々な場所からレイジを探そうとしているのだが、尻尾しつぽすら摑つかめない。両目を布で覆おおっている着流しの男では、怪しい内に入らないのか。シルクハットにタキシードの男が平然と闊かつ歩ぽしている町だから、わからなくもないが。

　とはいえレイジの方も忙しいのか、攻撃を仕掛けてくるようなことはなかった。最初の一日と、その次の日は吉永家も緊張していたのだが、三日目になると構えるのも疲れた。レイジに狙ねらわれているのはガーゴイルであって、戦う準備ができたら向こうから声をかけるのではないか、という結論に至った。

　ガーゴイルもレイジ探索以外に、本来の仕事がある。レイジがどこで何をしていようが、犯罪や事故は起きる。レイジに気を取られて、それらを見過ごすようでは本ほん末まつ転てん倒とうである。もしかしたらそれも考こう慮りよにいれて顔見せをしたのかもしれない。

　兎と轉てん舎しやに相談にも行った。お姉さんは面めん倒どうくさそうに探索用の道具を出してくれたが、そのどれもがレイジを発見できず。ムキになって新型レーダーを開発するお姉さんに、誰も近づけない状況。

　ケルプやデュラハンは、あえて探索をせず、自分の武器を磨みがくことに専念している。どうせ事件が起きれば現れるのだから、それまでしっかり準備をするのだ。もちろん東ひがし宮みやと百色も武器を作ったり仕入れたりすることで備えている。

　町一つ使ったかくれんぼのようだ。

　範囲が広く、制限時間もないから長なが丁ちよう場ばになる。しかしいずれは終わらせなければならない。

　しかしこの壮大なかくれんぼ、中には最初からはりきって参加する者もいる。

　あれから三日、昼夜を問わずに町中を這はい回まわり、レイジの足そく跡せきを探し続けた者がいる。それはレイジの首をはねるタイミングを常に狙い続け、やがて実行できる時と場所を見つけた。

　五月の昼下がり。昼食を終えた人達が眠そうな目をこすりながら午後を迎える頃。

　御色町の神社に、レイジはいた。

　ベンチに座って、やきそばを食べている。神社の近くにあるタコ焼き屋で買ったものだろう。あそこは鯛たい焼やきからクレープまで、屋や台たいの食べものなら何でも売っている。

「そんなところで見てなくても良いぞ」

　やきそばを食べながら、レイジは地面を軽く蹴けった。

『……ちっ』

　レイジの背後の砂じや利りが盛り上がり、現れたのは緑色の女性。

　オシリスだ。

　胸の谷間から携帯電話を取り出し、土を払って元に戻す。

「まぁ待て。昼食くらいはゆっくり食べさせてくれ」

『余裕だな。妾わらわの存在に気づいておきながら』

「気づいたのはつい最近だ。これでも緊張している」

　やきそばを食べ終えたレイジは、パックをゴミ箱に捨てる。ペットボトルのお茶に口をつけると、ようやくオシリスに向き直った。

「私を倒しに来たのか」

『他にどのような用件があるというのじゃ』

　オシリスの怒ど気きは熱となって周囲に風を生むほどだった。彼女の身体からだから生える葉が一枚ずつ散り、彼女の周囲に小さな竜たつ巻まきをいくつも作っている。

「脆もろい、と言ったことを怒っているのか？」

『二度とは言わせぬぞ！』

　オシリスの触しよく手しゆが鎌かま首くびをもたげた。

　触手の先端から放たれる紫色の光線はレイジが座っているベンチを焼き、溶かす。飴あめ細ざい工くのように溶けたベンチから数歩離れたところに、レイジが平然と立っている。三日前と同じ、瞬間移動のような技だ。

「だが、事実だ。ガーゴイルの賢けん者じやの石に比べたら、植物のお主ぬしは脆い。それを恥じる必要もない。お主の真価は別のところで発はつ揮きされているのだから」

　貶けなすでも褒ほめるでもなく、淡々と語るレイジ。

「たとえば、その毒」

　レイジは自分の腹を押さえた。

「抜くのに苦労したぞ。中和剤を作らねば、今頃私は死んでいた。遅ち効こう性せいの毒だったのがせめてもの救いだ」

『……妾の毒を抜いただと？』

　信じられない表情のオシリス。

　彼女の体内では万能薬が合成できる。それを変化させたものが、先ほどの腐ふ食しよく光線。見えざる水銀や触れざる硫い黄おうとは別の、オシリスの武器だ。彼女の手にかかれば万能薬を毒にだってジュースにだって変えられる。

　調合は即そつ興きようだ。三日前にレイジに与えた毒のレシピなど、もう覚えていないくらいデタラメだ。それを解げ毒どくするのは、バラバラに砕いたパズルを修しゆう復ふくするより困難だ。

『おのれ……人間めが！』

「そう怒るな。お主の毒は世界最高のものだ。本気を出せば私を一瞬で殺せる毒も作れるだろう。それを私の体内に入れられるかどうかは別だがな」

『ならば試してみるか！　脆い植物の力を！』

　レイジが立っていた砂利の真下から、触手が生えた。

　ドリルのように尖とがった触手はレイジの身体を下から貫くかと思ったのだが、それより早くレイジが跳ちよう躍やくする。忍者のように高く跳躍したレイジは、持っていた杖つえをクルクルと回しながらオシリスに対して距きよ離りを取る。

『逃がさぬ！』

　再度、レイジの足下から触手を生やすが、その度たびにレイジは後ろにステップする。

　近づいたらオシリスの毒手にやられることを学んだのだろう。

「ふむ――」

　しかし、詰つんだ。

　レイジが避よけるたびに新しい触手が生え、それが六本を超えたところでレイジの周囲にワラワラと集まりだしたではないか。

　触手の檻おりに捕らわれたレイジは、動かない。触手からしたたり落ちる黒い液体を警けい戒かいしているのだろう。なにしろ砂利に一滴落ちただけで煙を上げているのだから。

　レイジの背後には森。

　背を向けて走ったとしても、森の中でオシリスに敵う者はいない。森はオシリスのフィールド――というより身体の一部なのだから。

『ガーゴイルが手を出すまでもない。妾がここで屠ほふってくれよう』

　じわじわと触手の檻を狭めるオシリス。

「面白い毒だな。見たことのない種類だ」

　この状況でも狼狽うろたえないレイジ。

「そして、これで私を捕らえたつもりでもあるまい」

　レイジが懐ふところに手を入れる。

　次の瞬間、またレイジが移動した。

『なにっ？』

　違う。レイジが二人に分身したのだ。

　片方のレイジはオシリスの背後で薬のビンを持っており、もう片方のレイジはオシリスの正面で水晶玉のようなものを持っている。

　触手の檻の中には誰もいない。

『面白いな！　妾でも種がわからぬ！』

　六本の触手が三本ずつ、レイジに毒液を振りかけた。

　片方のレイジは手にしたビンの中身を撒まき、もう片方のレイジは水晶玉に毒液を近づける。

　ビンの液体が毒液にかかると、爆発が生じた。

　音と煙にごまかされず、オシリスは水晶玉を持ったレイジにさらにもう一本の触手を向け、光線を放った。

「爆発する毒か！　これは楽しい！」

　爆発の中からレイジの声。

　じゅう、と音がするのは服か肉のどちらか、あるいは両方に毒がかかった証しよう拠こ。今度はオシリスが本気で合成した毒だ。動物ならばひとたまりもない。

『ぬ……！』

　が、毒を喰らったはずのレイジはそのまま立っていた。

　先ほど、触手で檻を作った場所に。

　振り撒いた毒が地面にいくつもの穴をあけているだけで、レイジは無傷だった。

『……幻覚じゃな』

「初歩の初歩だ」

　蛇のように舌なめずりをするレイジ。

　その手には、先ほど幻覚が持っていたビンより大きなペットボトルが。

「この中に何が入っているか、わかるか？」

『興味がないわ。その瓶びんを貴様の血で満たしてやろうか』

「できるものならな」

『なに……？』

　最初に会った時から、レイジは余裕の表情を崩くずしていない。

　あれほどオシリスの力を褒めておきながら、まったく恐れていないのだ。

「豊ほう穣じよう神しんよ。脆いと言ったことが気に障ったのなら、謝あやまる。お主は強い。そして誰よりも優しい。その身体に流れる万能薬は世界の宝だ。私もお主に恨うらみはない。だからできれば殺したくない」

『情けをかけるつもりか、この妾に……！』

　挑ちよう発はつしているのだろうか。

「しかし、お主に私は殺せない」

『その根こん拠きよは何じゃ』

「これだ」

　レイジが取り出した道具を見て、オシリスの表情が一変する。

　武器ではない。毒でもない。

　ただのライターだった。

「先ほどのボトルの中身を教えてやろう。触しよく媒ばいに使う予定だった油だ」

　レイジの背後には、神社が所有する森。

　それだけだ。

　たったそれだけで、オシリスは勝てなくなる。

『貴様……貴様ぁっ！』

　オシリスの触手がうねり、砂利に叩きつけられた。

　数本の触手はレイジに向けられ、紫色の光線を溜ためている。さらにオシリスの両手は毒々しい黒色に変化し、爪が枝のような長さに伸びる。

　目まで輝いていた。吉永家のピクシーは百本近い光線を同時に放てるが、今のオシリスもそれに近い数の光線を地中から撃うてる。

　レイジの周囲の地面まで光っていた。オシリスの根までが光線を撃とうとしているのである。

　全方位から威い嚇かくされたレイジに逃げ場所はない。

　オシリスが光線を放てば、それで全すべてが終わる。

　だが光線が撃たれることはなかった。

　歯ぎしりするオシリスの、悪鬼のような表情。

「……優しいな、お主は」

　そんなオシリスに、静かな声で呟くレイジ。

　ゆっくりと一歩を踏ふみ出だす。一歩、そしてまた一歩。触手の狙いから外れ、オシリスに近寄る。オシリスはまったく動けない。

「私の狙いはガーゴイルと百色だけだ。それが済むまで手出しはしないでもらいたい」

　オシリスの耳元で、そっと囁ささやいた。

　返事はない。

　レイジはそれだけ言うと、杖をついて歩き出す。

「誰もが優しい、この町の住民は」

　空を見上げて、嬉しそうな声。

　静かになった境けい内だいに、砂利を踏む音が響く。

「本当に良い町だ」

　震えるオシリスの背中を一いち瞥べつすると、レイジは確かな足取りで神社を去った。
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　手出しはしないと約束させたものの、もはやレイジに時間はなかった。

　レイジの全ての挙きよ動どうを道具で攪かく乱らんしても、オシリスまでは攪乱できない。彼女の派は手でな行動はガーゴイルに嗅かぎつけられる。それに神社に毒をばらまいたとあっては、神主も黙ってはいまい。

　が、最初に嗅ぎつけたのは意外にも怪盗百色だった。

「いらっしゃいませ、百色さん」

「やぁ。今日は待ち合わせでね」

　御色南口商店街にある、喫きつ茶さモンブラン。

　明るい声でテーブルに通された百色は、静かにコーヒーを飲んでいるレイジの向かいに座る。

「飲んだことがあるか、怪盗百色？　ここのコーヒーはうまいぞ」

「そうだろう。マスターオリジナルのブレンドだからな。私にも同じのを頼むよ」

　片手を上げて注文する百色。

　ほどなくしてコーヒーが来ると、百色も一口飲む。いつもなら気の利きいた言葉のひとつでもマスターにかけるところだが、今日はそんな余裕はない。

　客はいなかった。平日の昼だ。あと数時間もすれば学校帰りの学生や、買い物途中の主婦の集団が大勢やってくる。それでも普段はヒマな大学生などがいたりするのだが、今日に限っては無人だった。

　今はマスターすらいない。店の奥に食材を取りに行っている。怪盗と凶悪犯だけを店に残すなんて、正気とは思えない。

「初めて――この町でお主に会ったのも、商店街だったな」

「そうだな」

　まるで古くからの友人の会話だ。

　実際、ある郷きよう愁しゆうに似た感情もある。

　この戦いが終わった後は、二度と会うことはないだろうから。百色が死ぬか、レイジが倒れるか、どちらかだ。

「正直なところ、もっとうまく隠れていると思ったよ。こうもあからさまに町をうろつかれちゃ、逆にわからないものだな」

「そうだろう？　お主がよく使っている手だ。木を隠すなら森の中、というヤツだな」

「目的は何だ？」

「またそれか」

　溜ため息いきをつくレイジ。

「吉永さんの家に行った時に全て話したはずだ。私はお主とガーゴイルをこの世から抹まつ殺さつすることだけを生き甲が斐いに、今日まで研究を重ねてきたのだ」

「それでわざわざ御色町に？」

「そうだ。お主達を確実に殺すためにな」

　レイジの目――布で覆われている空洞のような目に、光が宿ったように見えた。片方の目には光線の射出装置があるはずだが、果たしてもう片方の目には何があるのか。

「マスター、すみませんがコーヒーをもう一杯お願いします」

「はいよ、レイジさん」

　食材を取って戻ってきたマスターが笑顔で答える。

「お待たせしました」

　カップを運ぶマスターの顔を見て、レイジがあることに気づく。

「マスター、その顔の傷、どうしました？」

「や、お恥ずかしい。またやっちゃいまして」

「ははぁ、こないだ話していた壊れたサングラスですな。だから私はあれほど買かい換かえろと言ったのですよ」

「そうですねぇ、お気に入りだったんだけど、買い換えるかなぁ」

「それがいい。もっともマスター、店の中でかけてはいけませんぞ。子供が怖がりますからな」

「アッハハハ。それは気をつけます」

　レイジの冗じよう談だんに頭を掻かくマスター。

　その二人を見て、百色は何か気持ちの悪い空気を感じた。

　どうしてレイジがマスターと楽しそうに話しているのだろう。御色町に潜せん伏ぷくしていたと言うが、それはどのくらいの期間で、その間どんなことをしていたのか。

　まさかマスターに催さい眠みん術じゆつをかけたのか。いや、催眠術はそう簡単に人にかけられるものではない。仮にかけたとして、メリットはあるのか。

「……レイジ」

「ん、どうした百色。お主もマスターのサングラスを……」

「レイジ！」

　テーブルを叩たたく百色。

　コーヒーのカップが跳はね、わずかに中身が零こぼれた。

「ど、どうしたんですか、百色さん」

　慌あわてた声でマスターに尋ねられ、百色は答えることができない。

　無む性しように苛いら立だったのだ。何故かはわからない。

「すまない。私にもコーヒーをもう一杯」

「あ、あぁ、はいはい」

　マスターがコーヒーを淹いれている間に、百色はレイジを見る。

　目を布で覆っているせいか、表情がよくわからない。

「レイジ。用事を済ませたら、どうするつもりなんだ」

　さすがにマスターのいる手前、物ぶつ騒そうな話はできない。

「あまり考えておらぬ。何しろ、これだけが生き甲斐だったからな。だが、そうだな。世界の全てを知るために旅に出るのもいいだろう」

「学者として、か」

「どんな外げ道どうだろうが、勉学の門は等しく開いている。むしろ学者ほど卑いやしい者はいないかも知れぬぞ」

「……かもしれないな」

「そうだ、せっかく日本に来たのだ。アレも手に入れておかねば」

「アレ？」

「錬れん金きん術じゆつの最高の宝、賢者の石だ。それを持つ者には最高の知識が得られるという。お主も聞いたことがあるだろう。それさえ手に入れられれば、私は一生を研究に捧ささげても良いと思っている」

「賢者の石、か」

　ガーゴイルの身体に使われているのは、そのレプリカだ。様々な錬金術師がそれを求めてガーゴイルに挑ちよう戦せんしてきた。

　レイジがガーゴイルを破壊したがるのは、そういう理由もあるのだろう。正直、百色にはその価値がわからない。ベホマラーの効果がある、というくらいか。

　だがそれを必要とする人間にとっては、命よりも大切な石なのだろう。

「情報によれば、賢者の石はすぐ近くにあるそうだな。ガーゴイルを倒す前に手に入れておくのも悪くない、か」

「やってみなさいよ」

　ほくそ笑むレイジの後頭部に、堅い物が突きつけられた。

　それは京きよう劇げきで使うような、巨大な青せい龍りゆう刀とう。三日月のような湾わん曲きよくした刀を片手で持っているのは、黒髪黒服黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの女性。













「これは……お初にお目にかかる」

　肩をすくめ、両手を上げるレイジ。

「こちらこそ、初めまして」

　喫茶モンブランから徒歩で三十歩もない場所にあるアンティークショップ、兎轉舎のお姉さんは冷ややかな目でレイジを見下ろしている。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くけど、あんた、ウチの子の居場所知らない？」

「子……高たか原はら喜き一いち郎ろうのことか」

　顔は見えていないのに、レイジはお姉さんのことを正確に言い当てた。御色町に来るのだから、それくらい調べて当然だろうが。

「残念だが知らぬ。最近まで私の盟友と戦っていたが、もう私もミズチを離れてしまった。あやつの消息もわからぬ」

「あ、そ。古こ科か学がくの使い手って聞くから、知ってると思ったんだけど……」

「古科学者は隠れるのが上手いからな」

　元より答えが聞けるとは思っていなかったのだろう。さして不満そうな声は出さず、お姉さんは青龍刀を引っこめた。

「けどまぁ、賢者の石を奪うばいたいってんなら、相手になるわよ」

「ほう。その自信はどこから来る、高原イヨ」

「わたしを倒す前に、この黒マントが盾たてになってくれるからよ」

「オイオイ、私は君まで守る余裕はないぞ」

　軽くツッコミを入れる百色。彼の手も懐に伸ばされている。拳けん銃じゆうの銃じゆう把はに触れた。いつでもレイジを撃てる。

　レイジは動じずにコーヒーを飲んでいる。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　そこへ割って入ったのは、なんと喫茶モンブランのマスター。

「何があったか知らないけど、レイジさんひとりにあなた方が出ることもないでしょ！　レイジさん、逃げなさい。この人達強いから！」

　と、レイジを庇かばうように立つ。

「え？」

　百色は店主の反応がわからない。

「すいません百色さん。この人、御色町に来てまだ日が浅いんですよ。だからいじめないでください」

「い、いや、いじめるとかそういうわけじゃなくて、その……」

「お気になさらず、マスター。この方達も本気でやっているわけではありませんから」

　マスターに笑いかけ、伝票と小こ銭ぜにを手渡しするのはレイジその人。本人がそう言っているのだから、マスターもそれ以上追及できずにいる。

　しかしレイジと一緒に店を出る最後の瞬間まで、百色とお姉さんは弱い者イジメをする悪人のような目で見られていた。
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「あぁガーゴイルさん、ようやく渡せる。いやー、すごいね。庭にまで人がいっぱいで、ガーゴイルさんがどこにいるかもわからなかったよ」

『宮みや村むら殿どの。すまぬな、吉永家にここまで人が集まるとは思わなかったのだ。して、どうしたのだ？』

「ほらほら、これ、商店街のみんなからプレゼント！　誕生日おめでとう！」

『……これは何だ？　金ではないな。商品券か』

「そうそう、商店街のすべてのお店の商品券だよ。ガーゴイルさんだけ特別ね」

『金に等しいではないか。このようなもの、受け取れぬ』

「違うんだよガーゴイルさん。これはね、未来のプレゼントなんだ」

『未来？』

「ガーゴイルさんは物を買わないっていつも言ってるけど、これから先はわからないだろう？　誰かにプレゼントを買うかもしれない。そんなとき、この券を思い出して欲しいんだ。商店街が総出で協力するからね！」

『……先の件で、我も学んだ。我は欲しくなくとも、誰かが必要とする時があるのだな。そんな時、金が解決できることもある。この商品券は、それに加えて商店街の好意もある』

「そういうこと！　いつでも言ってくれよ！　こっちも、いつでも守ってもらってるんだからさ！」

『感謝する、宮村殿』

「いやいや、お互い様だって――ん、ああ、はいはい。ビールならこっちにありますよって、イカンな、こういう時でも幹かん事じのクセが抜けないや」
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『随ずい分ぶんと御色町を満まん喫きつしているようだな』

　喫茶モンブランを出たレイジ達を待ちかまえていたのは、ガーゴイルだった。この石像が商店街にいることは日常の風景だ。ただし今は目に光線を溜め、周囲の空気が生暖かくなっている。

「ガーゴイルか」

　レイジは杖をつきながら、通行人の邪じや魔まにならない位置に移動する。アーケードの中央に生えている木にもたれるようにして立った。

　その正面にガーゴイル、百色、そして兎轉舎のお姉さん。

『汝がこの町に住む事を、我は認めぬ。早々に立ち去れ』

「お主はいつから住民管理課の人間になったのだ？　誰がどこに住もうが問題なかろう。それに私は金を払ってホテルに宿泊している。なんら法律には抵てい触しよくしていない」

『そういう問題ではない。常識で考えて、自分を殺そうとしている者が同じ町に住んでいるというだけでも気分が悪くなるだろう』

　ガーゴイルにしては珍めずらしい、精神的な理由を持ち出す。つまり石のガーゴイルですら、それだけ不快だということだ。

「そういうことだ、レイジ。宣戦布告をしたのは君だ。我々は君を見つけ次し第だい、排はい除じよするつもりでいる」

「ほう、排除か。まるで正義の味方だな」

　睨にらみつける百色を、薄く笑っていなすレイジ。

　張りつめた空気が広がり、周囲の人達にも伝染し始める。

「またガーゴイルさんか？」

「今度は何だ？　ウチの店壊こわさないでくれよ」

　と、道行く人達が心配そうな顔で声をかけてくる。

　これもいつもの風景。

　それで終わるはずだったのだが、

「あれ、お客さん……えっと確か、そう、レイジさんだ」

　責められている人間を見て駆け寄ってくる、一人の男。和わ菓が子しのさとみやの店主、宮村さんだ。

「ちょっとレイジさん。どうしたんですか？」

「あぁ宮村さん。なに、ちょっとした誤ご解かいですよ」

『宮村殿、騙だまされるな！　その者は犯罪者だ！』

　ガーゴイルが注意を喚かん起きするが、

「レイジさんが？　まさかそんな。誤解だよガーゴイルさん。この人はいたって普通の人だよ。ウチの店でも何度か買い物したことあるし」

　宮村さんは苦笑するだけ。

　そのうち他の店の人達も集まってきて、レイジを擁よう護ごし始める。

「レイジさん。この石像さんに変なこと言ったのかい？」

「まぁ外見が怪しいっちゃ怪しいから、ガーゴイルさんの目に止まるのも仕方ないよ」

　などと言いながら笑っている。

　誰もレイジを犯罪者だと思っていない。

『待て皆の者。この者は本当に――』

「ガーゴイルさん。ダメよ、ちゃんと質問しなきゃ。いきなり光線じゃ、外国の人がおびえちゃうでしょ」

　弁解しようとするガーゴイルを遮さえぎったのは、中華料理「水すい滸こ伝でん」のマダム。

『しかし』

「アナタ、前にもチャック・ジーニアスを問答無用で撃ったじゃない」

『む……それを言われると困る』

　あの時はチャックの方にも問題があったのだ。どこからどう見ても怪しい外見と態度だったし、なによりガーゴイルを倒そうと奇妙な武術の構えで威嚇してきた。

　そう考えると、レイジもチャックと変わりない。

　違いがあるとすれば、レイジが本物の犯罪者だということ。

　それを商店街の皆に証明できればいいのだが、過去の新聞は持ってきていない。ガーゴイルが噓うそをつかないのはみんな知っているが、前に似たような事件を起こした身では人々の信しん憑ぴよう性せいも薄れるというもの。

「ほらほらガーゴイルさん、光線しまって」

『くっ……』

　宮村さんに叱しかられ、仕方なく目の輝きを消すガーゴイル。

　百色も胸に伸ばした手のやり場に困っている様子。兎轉舎のお姉さんに至っては、そっぽを向いてスッとぼけている。

　非常に戦いにくくなった商店街で、どうやって場を変えようか悩んでいると、




『これだから、人心は面白い……』




　人間の声ではなかった。機械音声をより滑なめらかにしたような、無機質な声。男女の区別どころか、生物か無生物かもわからない声。

　声はレイジから発せられている。

　しかし喋しやべったのはレイジではない。声を変える理由もない。

『誰だ』

『おぉ、怖いな。その声だけで人間の賊ぞくならば震え上がってしまうだろう。声に威圧感を持たせるのも、防犯対策の一つか？』

　甲かん高だかい声で、ひょうきんな言葉。

　やはりレイジの方から聞こえる。

『くだらぬ詮せん索さくはいい。姿を見せろ』

『いいだろう』

　レイジがユラリと揺れた。

　いや、揺れたのはレイジではない。アーケードが吸いこんだ陽光が写し出す、彼の影。その影から何かが浮き上がって来るではないか。

『お初にお目にかかる』

　白い鎌首。

　とぐろをまいたその姿は、蛇のそれだった。

　まるで大理石のような光沢を持つ白い石像は、目を輝かせてレイジの前方に座る。その大きさはガーゴイルと同じくらい。大蛇と呼べるサイズ。なぜか胴体から翼が生えている。

『余よはケツァルコアトル。自動石像也なり』

「ケツァルコアトル――南米の神か」

　百色もその名前に聞き覚えがあったようだ。

　アステカの神で、文化や農のう耕こうを司つかさどる。翼の生えた蛇として描かれることが多い。それもそのはず、ケツァルコアトルという名前は「羽毛持つ蛇」という意味なのである。この石像も名前を体現している。

「どうかな、私が作った自動石像は」

　ケツァルコアトルに影を与えるレイジは、まるで自じ慢まんの息子を披ひ露ろうするかのよう。

『造形に関して言えば悪くない』

　正直な感想だ。芸術作品として売れるかもしれない。無骨なガーゴイルとは違い、気品のようなものも感じられるほどだ。ケルプのように悪あく趣しゆ味みでもない。

　ケルプと共通するのは、ただ一つ。

『だが、その声が気に入らぬ。人を小こ馬ば鹿かにしたような声だ』

『クックククク――それは失礼』

　含ふくみを持った声で笑うケツァルコアトル。

『だが余はお主の声は気に入っている。その重厚な響き、まるでコントラバスの弦げんのように余の身体を打つ。そら、もっと喋ってみせてくれないか』

『黙れ。汝の目的は何だ』

『目的――そうだな。お主の研究ということではどうだ？』

『警けい告こくする。それ以上戯たわむれるのであれば、我は汝を攻撃する』

　ガーゴイルの目が光った。

　商店街であろうと、敵は排除する。もちろん威い力りよくは加か減げんしているが。

『噓をついているとでも思ったか、ガーゴイル。そもそも余が作られたのは何のためだと思う？　お主達を倒すためだ。そのための研究をせずに、どうして戦えよう』

『手の内を明かすのは結構だが、我にそれをさせる余裕があると思ったか』

『むろん、研究はこちらで勝手にさせてもらうがね！』

　ガーゴイルより早く、ケツァルコアトルが撃った。

　警告も予備動作もなしに、小さな二つの目から白い光線を放ったのだ。

『む！』

　避けては商店街に被害が出る。

　ガーゴイルが光線に使う予定だった見えざる水銀を盾に変え、ケツァルコアトルの光線を受け止める。

　光線は盾が吸収し、無効化された。相手も本気ではなかったようだ。

『見えざる水銀の使い方が荒いな。もう少し盾の大きさを減らすこともできただろうに』

　などと批評するケツァルコアトル。

『見苦しい。もう喋るな』

　再度光線を溜めるガーゴイル。

　もう躊ちゆう躇ちよはしない。警告はした。

『汝を敵と見なし、排除する――覚悟せよ』

　とうとう撃った。ガーゴイルの赤い光線がケツァルコアトルと、その側にいたレイジに向けて発射される。が、ケツァルコアトルもレイジもまったく動かない。それでは直撃してしまうだろう、とガーゴイルが疑問に思うが、

『危ないな』

　ケツァルコアトルがガーゴイルの背後に座っていた。

『むぅ！』

　殺気を感じて、ガーゴイルも回かい避ひ行動に入る。先ほどまでガーゴイルがいた場所に白い光線が浴びせかけられた。

　同時に、ガーゴイルが撃った光線が木に当たって爆発した。

　爆音と煙が商店街にいる全ての人達を振り向かせる。

「ぐぅっ！」

　百色の悲鳴。

　ガーゴイルをケツァルコアトルが攻撃しているならば、残ったレイジが百色を襲おそうのはわかりきっている。

　レイジも百色も、杖で鍔つば迫ぜり合あいをしている。どちらが持っている杖も、仕込み杖だ。百色の杖には剣が、そしてレイジの杖には――何かよくわからない物が。そんな奇妙な物がぶつかりあっていた。

『よそ見をするのは感心せぬな、ガーゴイル』

　今度は左右から同時に光線が。

　ガーゴイルは身体を半球状の盾で覆うと、光線を跳はね返かえす。いつ移動したのか、ケツァルコアトルはガーゴイルの正面に座っている。

　手加減し続けているのか、光線自体の威力はそれほど強くないようだ。

『蛇よ。汝は遊んでいるのか』

『とんでもない。これでも余は本気だ。今の見えざる水銀の使い方は面白いな。応用次第では攻撃に転ずることもできる』

『五う月る蠅さい口だ』

『ぐっ！』

　ガーゴイルの光線は、今度こそケツァルコアトルに命中した。

　赤い光線が弾け、ケツァルコアトルはゴロゴロと転がる。

『ククククッ、なるほどなるほど、その感情で撃った光線の威力はこんなものか！　面白い、もっと怒らせてみたらどのくらい強くなるのかな！』

　転がりながらせせら笑うケツァルコアトルに、ガーゴイルも不ぶ気き味みなものを感じた。わざと攻撃を受けて分ぶん析せきしたというのか。

『ならば分析する前に――』

　徹てつ底てい的てきに破壊しようと、ガーゴイルが光線を目に溜めた時だった。

「ちょ、ちょっとガーゴイルさん！　ガーゴイルさん!!」

　誰かがガーゴイルを呼ぶ。

「何やってんだよガーゴイルさん！　どこに撃ってんだ!?」

　てんぷら屋で働はたらく、テンプルナイツの一人だった。彼の周囲にいる人達も、怪け訝げんな目でガーゴイルを見ているではないか。

『汝ら、ここは危ない。今すぐに』

「危ないって何の事だよ!?　さっきから何で光線撃ってるんだ!?」

　別の誰かが答えた。

『む？』

　意味がわからないガーゴイル。

　見たままの現状を伝えているだけなのに。ケツァルコアトルはガーゴイルに光線を撃って来たから、反撃をしただけだ。

　それがどうだ。周りの人は、ガーゴイルが狂ったのではないかと疑う目つきだ。

『ケツァルコアトルよ』

『呼んだかね？』

　ケツァルコアトルはガーゴイルの正面に座っている。光線のダメージはすでにないようだ。ガーゴイルの目にも特殊な感覚器にも、はっきりとその姿が映し出されている。

『どういうことだ』

『……さて、な』

　甲高い、気に障る声。

　何かしたのは明白だ。ケツァルコアトルだけ見えなくするような、幻覚を。

「百色さん！　危ない！　ちょっと百色さん何やってるの!?」

　ガーゴイルの背後でも、百色が困惑している。

　レイジはムチのような武器で百色の杖を絡からめ取とっており、その呪じゆ縛ばくから逃れようと百色が剣を振っているところだった。

「危ないって、そりゃこちらのセリフだよ……！」

「レイジさん、逃げて！　刃物は危険だって！」

「ちょっと百色さん、レイジさん怯おびえてるじゃないですか！　いくら何でもここまでするこたぁないでしょ！」

　誰かがまた叫ぶ。

　どうやらレイジは無抵抗のようだ。そう、写し出されている。本当の姿はガーゴイルと百色にしかわからないようだ。

　兎轉舎のお姉さんはどうしているのかというと、すでに自宅、つまり兎轉舎に駆けこんでいた。一瞬だけ彼女の表情が見えたが、焦あせっている様子。こちらの現状には気づいてもらえたようだ。きっと打開する道具を探しに行ったのだろう。

　だが、間に合いそうにない。

「ガーゴイルさん！　やめてってば！」

『むぅ、落ち着くのだ。汝らには見えていないだけだ』

「そんなこと言われたって、わかるわけないだろ！」

　人間は情報の八割を目で入手する。

　見えないものは、存在しない。そう心が決めつけているのだ。が、それは人間の生物としての常識なので、責めることも訂正させることもできない。

「レイジ！　貴様、どういうつもりだ！」

　銃を抜き、レイジに向ける百色。それだけで人々が悲鳴を上げる。知らない人が見れば、殺人鬼にしか見えないだろう。

「無関係な人達は巻きこまない、と言っただろう？」

　銃口を向けられたまま、レイジが舌なめずりをする。

　その手には札のような道具が何枚も握られている。どういう効果があるのか知らないが、殺さつ傷しよう能力くらいはあるだろう。

「こんなところで暴れてみろ。御色町の人達は凶悪な犯罪者が町にやってきた、と思うだろう？　それでは御色町に不安の種を撒まくだけだ。ならば皆がよく知っているお主らが狂った事にすれば良い」

「ふざけるな！」

　百色が銃を撃つ。

「きゃあああっ！」

　悲鳴が上がった。

　銃弾はレイジをすり抜け、背後の店の壁かべに当たる。実弾だ。丸いヒビが入り、それを見た人達は走って逃げ出す。

「ひ、百色さん！　あんた、あんたとうとう――！」

　失望と恐怖の入り交じった声。

　その声に混じるレイジの笑い声。

「ホホホホホ……そう、巻きこむのはお主達だ。私達は巻きこまない」

『下げ衆すめ……！』

　怒気の籠こもったガーゴイルの声。

『ほう、光線の輝きが増したな。それで撃つとどうなるんだ？　やってみせてもらえまいか』

　レイジの策略など意にも介かいさず、ケツァルコアトルはガーゴイルをずっと見ている。視線ですら巻きつきそうな粘ねばっこさ。

『黙れ！』

　言われた通りにガーゴイルが光線を撃つ。ケツァルコアトルの目から小さな盾が出現し、ガーゴイルの光線を防いだ。正面から受け止めたのではない。盾の角度を斜めにして、光線の方向を変えたのだ。

　曲げられた光線は、商店街のアーケードを爆発させた。

「わぁあああっ！　ちょっとガーゴイルさん、やりすぎだってば！　どうしちゃったんだ、故こ障しようしちゃったのか!?」

　それでもガーゴイルが狂ったとは思いたくない人達が、必死でガーゴイルを説得しようとする。

　ガーゴイルに駆け寄ってくる商店街のみんな。ケツァルコアトルがいた場所をすりぬけて来たではないか。今、ガーゴイルが見ている姿も幻覚なのだ。

『どういう仕組みなのだ……!?』

　これでは攻撃すらできない。

『錬金術の応用だ。お主も持っているだろう。心理ステルスというやつだ』

　それはガーゴイルにも搭とう載さいされている機能だ。

　観測者の意識から姿を隠すという能力で、錬金術では割と簡単に作れる。特にケルプがそれに秀ひいでており、目をくらませるだけでなく分身の術などにも応用していた。

『そうか、レイジもその機能を学んだのだな……！』

『学んだだけではない。心理ステルスとは観測者の意識に作用するもの。ならば観測者の意識を書き換えることだってできるのではないか？』

『そういう仕掛けか』

　理屈はわかったが、対処方法がわからない。

　ガーゴイルも心理ステルスという技術は持っているのだが、誰かから隠れて移動したいと思えば自在に発動するので、まばたきと同じ感覚で使ってしまう。その原理を知ったり、解かい析せきして応用したりはできない。

「おいガーゴイルさん！　光線やめろって！　怒るぞ！」

　ケツァルコアトルが放った光線が、喫茶店の窓ガラスに当たり、派手に砕けた。

　喫茶店のマスターが怒ど鳴なるが、もはやガーゴイルに対策はない。

　誰も見えない敵ならば、被害が出る前に倒すしかない。全ての罪を被かぶって、あとで謝れば良い。

『フフフフフ、こんどはこういう攻撃をしてみようか。さぁどうやって避ける？』

　ケツァルコアトルの周囲に、光の輪がいくつも浮かび上がった。

　それらは回転しながら周囲を飛び回り、あらゆる角度からガーゴイルを攻撃する。まっすぐ飛ぶ輪もあれば、曲線を描いて飛ぶ輪も。

『むん！』

　ガーゴイルの目から、輪と同じ数の光線が撃たれた。

　それらは一つずつ光の輪を撃げき墜ついする。

　――と思った次の瞬間、視界が白く染まった。

『なんだと!?』

　光の次は音。激しい爆発音だ。

　光線が当たった光の輪は、まるで爆弾のように巨大な火柱を上げる。

「きゃあっ！」

　輪の周囲にいた人達が転び、顔を背ける。果物屋の前に陳ちん列れつしてあった商品がすべて吹き飛び、金物屋の商品も派手な音を立てて転がる。

「おいガーゴイルさん！　いい加減にしろ！」

『どうしたガーゴイル。まだ輪は終わりではないぞ』

　すぐに次の輪がガーゴイルに襲いかかった。

『光線が駄だ目めならば、受けるしかないか』

　ガーゴイルの周囲に光の盾が生じる。

　が、それでも甘かった。

　どうやら光の輪は衝しよう撃げきだけで爆発するようだ。ガーゴイルの盾に当たった輪が爆発し、さらに吹き飛んだガーゴイルにまた輪が当たる。

　爆発の連れん鎖さに巻きこまれたガーゴイルは、薬屋の窓ガラスを割って中に転がりこむ。

「ガーゴイルさん！　一体どうしたっていうんです!?」

　双葉の級友である、石いし田だ歳とし三ぞうの父が心配そうな顔でガーゴイルを見る。彼にはガーゴイルが異様な角度で飛びこんで来たことがわかっただろう。

『おいおい、まさかこの程度で壊れるはずはないだろう。余はこれでも手加減しているのだぞ？　仮に本気でかかったとしても、計算ではまだまだ耐えられる。それとも何か？　お主は余にいたぶられるのが好きなのか？』

　薬屋の前に鎮ちん座ざするケツァルコアトル。

『待て、蛇よ』

『ん？』

『ここでは商店街に迷めい惑わくがかかる。場所を移して戦うぞ』

『ふむ。お主はこの者達を巻きこむのは嫌うか』

『そうだ。汝の目的は我であろう。ならば広い場所で存分に戦えば良い。正々堂々、誰にも邪魔されずに我と戦え』

　それを聞いたケツァルコアトルは――石像なのに、ガーゴイルには舌を出して笑っているように見えた。
















『嫌だね』




　返事は短く、攻撃は苛か烈れつだった。

　ケツァルコアトルの両目が光ったかと思うと、薬屋が爆発した。

「わ、わぁあああああっ！」

　黒い爆発が石田薬局の一階部分を粉々に砕いた。商店から火が昇り、まるまる下の階を失った二階部分が落下し、重みでさらに砕ける。

　また、石田薬局の両りよう隣どなりの店も爆発に巻きこまれ、壁かべにヒビが入った。中にいた店員がこぞって外に飛び出し、何事か確認する。

『クッククク！　光線が駄目なら、物理的な攻撃はどうかな!?』

　その場から一歩も動かないケツァルコアトル。

『貴様……！』

　ガーゴイルはその背後にいた。気を失った石田薬局の主人を背中に乗せて。

　その双そう眸ぼうには怒りの光が滾たぎっている。

『何をしている、蛇よ……何をしているか!!』

　怒気を孕はらんだ声に、ケツァルコアトルは笑いを止める。

『何をしているか、だと？』

　心底楽しそうな声。

　その背後で悲鳴を上げる商店街の人達。

『さっきから言っているだろう。余はお主に興味があるのだ。どこをどのように攻撃すれば、どのような反応が返ってくるのか。その全てが知りたい。今のお主の怒りはわかった。では、あとどれくらい怒れるのかな？』

　ケツァルコアトルの両目が光る。

『やめろ！』

　ガーゴイルの制止も聞かず、ケツァルコアトルは光線を放った。ガーゴイルとはまったく関係ない、寝具店の二階に向けて。

『ぐぅっ！』

　光線が当たる前に、ガーゴイルが飛び出した。

　寝具店を守るように瞬間移動したガーゴイルに、当然のように光線が命中する。ただの光線ではない。先ほどの輪と同じ、爆発力を持ったものだ。

　轟ごう音おんと衝撃と悲鳴がこだまする。

　吹き飛ばされたガーゴイルの身体は、寝具店の壁を突き破り、中でさらに爆発する。焼けた羽毛が飛び散り、石と鉄が弾ける。その破は裂れつに巻きこまれた両隣の商店。

　一階部分がごっそり持って行かれ、傾かたむく商店。

「あぁああ、あぁああ！　ウチの、ウチの店が！」

「助けて！　誰か、誰かガーゴイルさんが！」

　逃げ出す商店街の人達と、狼狽えるだけの人達。

「やめてくれガーゴイルさん！　何があったんだ!?」

「誰か、家の中に通帳が！　店のお金が！」

　破壊された商店から火の手が上がり、アーケードを煙でくすぶらせる。爆発で生じた火の勢いは速度を増し、隣の家に燃え移る。

『クッククク！　これは楽しい！』

　ケツァルコアトルは闇やみ雲くもに光線を撃つ。

　その全てを、ガーゴイルは防いだ。瞬間移動を駆く使しして、爆発する光線の全てを防ごうとする。

　爆発はガーゴイルが防ぐ。ガーゴイルの目から出る、青いボールのようなもので光線を包めば、爆発だけは抑えられる。

　しかしケツァルコアトルの光線や光の弾の数は限度を知らず、その全てを受け止めるガーゴイル自体が吹き飛ばされ、店を破壊するのだ。

『やめろ！　今すぐに攻撃を止めるのだ！』

『どこに撃ってもお主に命中する！　これは狙いをつける必要がないな！』

　ケツァルコアトルの光線が、さらにガーゴイルに当たる。飛ばされたガーゴイルは、商店街の中央にある樹木――最初にレイジを待ちかまえていた樹木を真っ二つに折り、さらに魚屋のショーケースに飛びこんだ。

『くぅ！』

　いますぐに移動しなければ、魚屋に光線を撃ちこまれるだろう。

　そう考えた時には、ケツァルコアトルはすでに実行していた。

　何の躊躇もなく、中に人がいる魚屋に爆発する光線を放ったのである。

『うおぉおおおおおおおお！』

　ガーゴイルが光の盾を出す。

　盾は爆発を防いだが、ガーゴイルの身体を背後に飛ばす。陳列棚が破壊され、レジカウンターを弾き、店の奥に通じる壁に穴を開ける。

　そこにはまだ人が残っていた。

「こ、こないでくれ！　ガーゴイルさん、頼むからどっか行ってくれ！」

「ガーゴイルさんどうしちゃったんだよ!?　何で、いつもあんなに俺達のこと守ってくれたのに、どうして!?」

　おそらく逃げる準備をしていた店主とバイトは、ガーゴイルを見て腰を抜かしていた。泣きそうな顔でガーゴイルを見る。

『汝ら、すぐに逃げるのだ。ここは――』

「助けて！　ガーゴイルさんに殺される！」

「うわぁああ！　何で、何でだよガーゴイルさん!?」

　腰を抜かしながら、這い出るように店を出る店主達。

　もうガーゴイルの声は聞こえていない。

『…………』

　吹き飛ばされて転がった体勢のまま、ガーゴイルは無言。

『どうしたガーゴイル。もう壊れたか？』

『…………汝は』

『ん？』

『汝は何なに故ゆえ、このような非ひ道どうな真ま似ねができる』

　外はもはや大騒ぎと呼べるレベルではなくなっていた。

　赤い炎と黒い煙と白い瓦が礫れき。

　完かん膚ぷ無なきまでに粉々にされた店の前で泣き叫ぶ人。倒とう壊かいに巻きこまれ、助けを呼ぶ人。燃える店を必死で消火しようとする人。百色を止めようとする人。そして大多数の、助けを呼びながら逃げまどう人。

　かつて商店街がここまで破壊されることはなかった。

　全てガーゴイルが守ってきたからだ。

　また、そうする悪党もいなかった。

　煙が魚屋にも入ってきた。アーケードの天てん井じようが、煙を逃がしてくれないのだ。

『ふむ、このままでは一酸化炭素が充満してしまうな』

　ガーゴイルの質問には答えず、ケツァルコアトルがぼそりと呟つぶやく。

　その次の瞬間、ガラガラと耳をつんざくような音がした。

「きゃああああああああっ！」

　バラバラと崩れるのは、アーケードの天井。

　ガラス張りの天井とそれを支える枠組みが、商店街に降り注いだのである。

『これなら煙にいぶされることもあるまい』

　満足した口調のケツァルコアトル。

　悲鳴がさらに大きくなった。あの爆発でケガをした人間は、果たして何人に上のぼるのだろう。今すぐに治ち療りようをしたい。

　そのためには、目の前の敵を排除しなくてはならない。

　果たして、今、何人の負傷者と死者が――

『死者はいない。一人も殺さぬ、と約束したのでな。上手じようずなものだろう？』

『…………！』

　もはや言葉も出ない。

　こんな存在が、この世にいることが信じられない。

　悪夢としか呼べない破壊活動の中、誰ひとりとして殺さないだけの知能と技術を持っていながら、まったく理屈の通じない相手。

　それは天災と呼ぶべきものではなかろうか。

　いや天災よりもタチが悪い。自分で破壊対象を選ぶことができるのだから。

『では続けようか、楽しい研究を』

　ケツァルコアトルの両目が、また光る。
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『宮村殿。大丈夫か。顔が赤いぞ』

「あぁ、平気平気。みんなにお酌しやくしていたら、ついつい飲み過ぎちゃってね」

『そうか……時に宮村殿。聞きたい事があるのだが』

「ん、どうしたのガーゴイルさん？」

『我は商店街の役に立っているのだろうか』

「え、何だい今いま更さら？　当たり前じゃないか」

『どのようなことをもってして当たり前と言うのか、我には分からぬ。我はよく商店街で騒そう動どうに巻きこまれる。時には商店や商品を傷つける場合もある。賊や暴ぼう漢かんから商店街を守る任務は忠実に果たしているとはいえ、これでは何にもならぬのではないかと』

「アッハッハ、そうだねぇ。こないだも百色さんと大おお喧げん嘩かしてたねぇ」

『……むぅ』

「いいんだよ、そんなの気にしなくて」

『何故だ？』

「なんだろうね、安心っていうのかな。多少の騒ぎは起こすけど、ガーゴイルさんがいれば絶対にひどい目には遭あわないって気がするんだ。それこそ神様の石像みたいに、いるだけで安心するっていうか」

『安心……』

「それをくれるだけでも、ガーゴイルさんには感謝しているんだよ、みんな。だからその商品券で、今度はガーゴイルさんが安心してくれると、我々も嬉しいんだ」

『そうか――』

「そうそう。去年のさくら祭りの時から、ずっとそんな感じだったじゃないか。ガーゴイルさんは、いつも通りでいいんだよ」

『では宮村殿。我は誓ちかう。これから先も商店街に安心を与えることを』

「お、頼もしいね。助かるよ」

『任せるがよい。誰にも崩せぬ平和を保ってみせる』
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　双葉達がそれを見つけたのは、昼休みも終わって午後の授業が始まった時だった。最初はどこかでガーゴイル達が遊んでいるのだろうと思っていたのだが、いつもと様子が違う。救急車と消防車のサイレンがひっきりなしに鳴っている。

「なんか……すごいことになってないか、商店街？」

　窓の外から商店街を見ているのは、石田歳三。双葉に負けず劣おとらずの乱暴者だが、自宅が危険な目に遭っているかもしれないと思うと、心苦しい。

「どうなってんだろ、今」

　五時間目は自習だ。

　教師達の間でも、緊急職員会議が開かれていた。

「なぁなぁ、学校終わりになるかな？」

「そしたら早く帰れるかもよ！」

　クラスメイトが明るく話している。

　双葉もそれは期待しているのだが、今から下校したら、爆発に巻きこまれるのではないか。耳を澄ませば爆発はまだ起きている。それもあちこちで。

「そもそもガーゴイルがいんのに、なんでこんなに爆発してんだ……？」

　ガーゴイルを信用している双葉にとって、それが理解できない。

　前にピクシーが暴れた時も、ガーゴイルは全ての家を守った。多少、傷をつけた家もあったがこんな爆発にはならなかった。

「んだよ……」

　サイレンの音が、こんなにもうるさいなんて思わなかった。

　いつもはガーゴイルが何とかしてくれるから、緊急車両の音などすぐに止んでしまうのだ。それなのに――

　いや、ガーゴイルはきっと頑がん張ばっているのだ。その結果が、これなのだ。

　それはつまり、ムチャクチャ強い相手と戦っているのではないのか。

「うー……」

　心配だ。すごく心配なのだが、今は学校だ。

　いっそのこと授業が中止にならないものか。

「双葉ちゃん」

　肩を叩かれ、振り返る。

　梨り々りだった。

「行こ」

　後ろを親指でさす梨々。すでに決心している目だ。

「……おう」

　行動力だけは人一倍なのだ、この友人は。それこそ双葉を凌りよう駕がするほどに。

　梨々と双葉は頷うなずき合あって、こっそり教室を抜け出す。何人かの友達はそれに気づいたようだったが、誰も何も言わなかった。







　学校を出た三人は、まず商店街に向かって走った。

「とりあえず、商店街でねーちゃんに事情聞いてからだ。ついでにいい道具あったら貸してもらおうぜ」

　双葉の提案に、梨々と美み森もりが頷く。

「……で、なんで美森もついてきてんだよ」

「え、え、だって、私も心配だし、お父さんとか中ちゆう尉いとか……」

　しどろもどろになりながら弁解する美森。

　かといって説教する立場でもない。むしろ同じ想いの三人だ。

　そんなわけで三人の意見が一致したところで、また走り出す。

「うわ……」

　上を見た双葉が、思わず声をあげた。

　商店街へはまだ一キロほどの距離があるのに、黒い煙がもうもうと上がっているではないか。

　さらにサイレンの音でかき消されそうになっている、誰かの悲鳴が。

「地震でもあったみたい……」

　美森が呟く。

　そうだ。テレビでしか見たことがないが、これは事件というより災害に近いレベルだ。

　事態の大きさがわかればわかるほど、双葉は心配になる。

「何やってんだよ、ガーゴイル！」

　ぶん殴なぐってやりたい。

　どうしてここまで放置しているのか。

　会ったらまずドロップキックだ。それから問いつめる。気分がスッキリしたら、すぐに町を復ふつ興こうさせよう。兎轉舎の道具があれば、きっとすぐに直るに決まっている。

　そう考えながら、公園脇の道路を横切ろうとした時だった。

　強いフラッシュが双葉の目を焼いた。

「やぁあああっ！」

　美森の悲鳴。

　彼女がどこにいるかもわからないほど、強い光。

「うおおおっ！」

　爆発だった。

　それもガーゴイルの光線で生じるような爆発ではない。ガスに引火して、家が丸ごと吹き飛ぶような、熱く、痛い爆発。

　うっすらと目を開けると、本当に家が爆発していた。

　二階建ての住宅が二棟むね、何かに削けずり取とられたようになくなっている。

　そう思ったのも束の間、すぐに火の手が上がった。

「な、んだ、これ……」

　現実味がなかった。

　爆発なら普段からよく見る双葉。それはガーゴイルがケンカをしたりして、光線で壁に穴をあけるような爆発。多少の熱は伴ともなうが、すぐに忘れてしまうような、ギャグマンガのような爆発。

　今、双葉の両りよう頰ほおが熱い。

　爆発の衝撃と、熱波が顔を焼いている。

「きゃああああっ！」

　燃え始めている家から、四十代くらいのおばさんが出てきた。

「誰か、消すの手伝って！」

「おう！」

　考えるより早く、双葉が返事をした。

　いつの間にかしゃがみこんでいたらしい。立ち上がり、おばさんへ駆かけ寄よる。消火活動には慣れている。

「おばちゃん、バケツとかホースとか！」

「そ、そうね、あ、でも、二階に通帳と印いん鑑かんがあるから……」

　慌てているせいで、しどろもどろになっているおばさん。

「おばちゃん！　逃げろよ！」

「あぁああ、そうね、壊れて……え、どうして壊れてるの？」

　それはこっちが聞きたい。

　すっかり動転したおばさんをなだめるので精一杯だが、そうこうしている間に火が強まってくる。

「梨々、美森！」

　仕方ないので、背後にいるであろう友人に消火活動を頼む。

「うん！」

　梨々はすぐに動いたが、美森は座ったままだ。

「美森は休んでていいから！　そうだ、おばちゃん頼む！」

「う、うん……」

　道のど真ん中でへたりこんでいる美森におばさんを預け、双葉は家の中に勝手に上がりこむ。

　火元は台所だ。まだ火の手は大きくない。これなら子供でも消火できる。きっとあのおばさんは、爆発のショックで動転してしまったのだろう。

　バケツがすぐに見あたらないので、ヤカンで代用する。コンロに水をかけようとするのだが、水がない。

「双葉ちゃん、これ！」

　梨々が風ふ呂ろ場ばからホースを持ってきてくれた。

　それを燃えさかる台所に向け、かける。それから数秒ほど遅れて、ようやくスプリンクラーが作動した。今まで何をやっていたのか。

「よし、そしたらこの隣に……」

　双葉が言いかけた時、また爆発が起きた。

　強い振動が家を揺らし、崩れかけていた二階部分が崩ほう落らくする。このままではこの台所も危ない。

「くっそ！　何やってんだ一体!?」

　勝手口から外に出た双葉。

　爆発は上から生じた。ということは、何かが上空にいるのだ。そう思って上を見上げると、案の定ガーゴイルが戦っていた。

　戦っているという表現は、この場合当てはまるのか。

　ガーゴイルが空高く飛んでいる。

　そのガーゴイルから、何かが飛んでいく。遠くてよく見えないが、なんだかガーゴイルが爆発しているように見える。いや、見えるのではなく、何かがガーゴイルに飛来しているのだ。

　それをガーゴイルは必死に耐えている。なぜか攻撃していない。

　ガーゴイルの周囲に爆発が生じ、さらに御色町も爆発している。

　守りきれていないのだ。

「おいガーゴイル！　お前何やってんだよっ！」

　泣きそうな声で叫ぶが、届かない。

　それどころか、爆発音がさらに強まる。

　悲鳴があちこちで聞こえた。

「きゃーっ！」

　美森の叫び声。

　慌ててそちらに行ってみると、消火していた家のおばさんと美森が一丸となって、誰かを押さえつけている。

　見れば、おばさんの家の向かいの家が全焼していた。

　ガスボンベか何かに引火したのだろうか。それともガーゴイルを襲っている何かが、火そのものを放ったのだろうか。たった数分の間に家が炎に包まれていた。

「は、放して！　放してください！　家の中にバイオリンがあるんです！」

「ダメです！　死んじゃいます！」

　線の細い男の人を必死に引き留めている美森。

「母の形見なんです！　あのバイオリンがないと、ああ、燃えてしまう！　お願いです、放して、放してください！」

「ダメだっつってんだろ！　逃げろよ！」

　双葉と梨々も男の服を摑んで、地面に引き倒す。

　男がわめきながら暴れているが、サイレンの音で聞こえなくなった。

　真っ赤なテールランプが一瞬だけ双葉の顔を照らす。

「……！」

　突然、双葉の全身に寒気が走った。

　火事の中、身をかがめて、誰かを押さえつける。

　前にもこんな体験をしたことがある。

「母さん！　母さんの、あぁ、燃える！　うぁぁ、誰か、誰か行かせてください！」

「お願いですから、大人しくして！　大人しくしてよぉ……」

　男の人を押さえながら、美森が泣いている。

　燃える家、崩れる家から逃げ出す人達。家財道具を持って逃げる人はまだいい。手ぶらどころかパジャマ姿で逃げる人も。

　今は仕事に出ている時間だから、主婦が多く見られる。赤ん坊を抱いている女性もいた。みんな何が起きたのかわかっていない。

「助けて！　誰か助けてください！」

「ガーゴイルさんはどこ!?　家が燃えちゃう！」

　口々に助けを呼ぶ声。

　双葉の両目に、涙がこみ上げてくる。

　こんな事、二度と経験しないと思っていたのに。

　災害どころじゃない。




　まるで、戦争。




　理り不ふ尽じんに焼かれる家、逃げまどう人。

　そしてどうする事もできない自分自身。

　まったく同じ気持ちを、戦後六十年以上経たった今、もう一度味わっている。

「くそ……くそっ！」

　折れそうになる心を必死に補強し、立ち上がる双葉。

「てめぇガーゴイル！　早く助けに来い！　みんな待ってんだろーが！　いつまで空で遊んでんだよっ!!」

　声が枯かれるほど叫ぶ。

「敵だったら早く倒せよ！　故障してんだったらとっとと直せよ！　これ以上やったら、本当に誰か死んじまうぞ!?」

　空に向かって喉のどを絞しぼる。

　何度も、何度もガーゴイルを呼ぶ。

　――ああ、これもあの時と同じだ。

　もう、どうしようもないほど破壊されるまで、ガーゴイルは来なかったのだ。

「畜生……！」

　やりきれなくなって、地面を蹴る。

　ふと、耳がクリアになった。

　今までずっと鳴っていたサイレンの音が止まったのだ。

　より鮮明に聞こえるようになった双葉達の耳に入ってくるのは、誰かの助けを呼ぶ声と、それを打ち消すような爆発音だった。































「えっと、夜や分ぶん遅くすみません。ここ吉よし永ながさん家ちでいいんですか？　今ガーゴイルさんのパーティやってるって……」

『いかにも、ここは吉永家だ。汝なんじは七丁目の者だな。下の階の者との喧けん嘩かは、仲直りできたようでなによりだ』

「あぁ、覚えててくれたんですか！　嬉うれしいな！」

『もちろん覚えている。して、どうしたのだ？』

「はい！　実はその喧嘩相手と今度結婚することになりまして！　それもこれもガーゴイルさんのおかげです！　そのお礼も兼ねて、誕たん生じよう日びプレゼントを持ってきたんですけど……」

『それは重ちよう畳じよう。だが、その量はなんだ？　自動車に満まん載さいではないか。明らかに汝一人のものではない』

「はい。聞いてみたらウチのマンションにもガーゴイルさんのお世話せわになってる人がいっぱいいまして、それで有志を募つのったらスゴイ人が集まっちゃって。まとめて一個にしようかって話もあったんですけどね、みんな一人一人お世話になったから、個人的にお礼がしたいってことになりまして」

『なるほど』

「とりあえず、これは僕と彼女からです。よければ式にも少しだけ顔を出して欲しいんですけど……やっぱりダメですよね？」

『我われは御ご色しき町ちようを守る任務がある。故ゆえに出席はできぬ。代わりに我も贈おくり物ものをしよう』

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

『二人とも、幸せにな』

「はい。それじゃ次の車を誘ゆう導どうしてきますね。隣となりのマンションの代表さんなんですけど、ガーゴイルさんにお世話になったって――」

『……あと何台あるのだ』
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　ケツァルコアトルを構成しているのは、石だ。それまでに開発されたことのない、レイジだけが製法を知っているオリジナルの石。その製法は地球上では不可能とされている技術をふんだんに使っている。

　が、所しよ詮せんは物質。ガーゴイルに破壊できないものはこの世に存在しない。たとえどんなに堅くても、分子ごと切れる剣を作れるのだから。

　が、それを切るチャンスが訪れるかどうかは、また別の話だ。

『ぐぉおおおおおおおお！』

　ガーゴイルは御色町の上空を飛んでいた。

　否、ガーゴイルの力で浮遊しているのではない。

　爆発によって吹き飛ばされているのだ。ケツァルコアトルの放はなつ光線に弾はじかれ、吹き飛んだところをさらに撃うたれる。まるでリフティングのように攻撃を受け続けている。

　ケツァルコアトルの攻撃は、ほぼ無差別と言ってよかった。空中から三百六十度、全方位に向けて光線やら光の輪を撃つ。その中にはあからさまに関係ない爆弾のような玉も混じっており、その九割は御色町の建物を狙ねらっていた。

『さ、させぬ……これ以上は……！』

　はなからガーゴイルを狙っていない。

　以前、ピクシーと戦った時は、暴走した彼女の光線が百本以上撃たれた。それらは全すべてガーゴイルの力で防ぐことができた。数は多くても力が弱いのだ。

　ケツァルコアトルの光線は、それほど多くない。せいぜい十分の一、つまり一度に十個ほどの攻撃だ。

　しかし強さが違う。その一つ一つが町一つを吹き飛ばすほどのエネルギーを秘めている。もしもガーゴイルが守れなければ、問答無用でこの辺り一帯が焦しよう土どと化す。

『ほら、どうした。南に一つ爆弾が落ちるぞ』

『うぉおおおおお！』

　ガーゴイルの光線が、ケツァルコアトルの示した爆弾に当たる。ボールのような爆弾は光線に弾かれ、上空に飛ばされる。

　爆発は小さかった。光線と同時に、爆発を抑える念力を使っていたからだ。

『ほら、次はこちらだ』

　今度は西。ケツァルコアトルの放った光線を、ビルに当たるギリギリのところで防ぐガーゴイル。小さな盾たてだが、光線は上空に跳はね返かえされる。

『がんばれ、次はこれだ』

『ぐっ……！』

　また南に光線。ガーゴイルの出した盾がそれを弾く。同時に北と東に光の輪が飛ばされ、それを盾で弾く。爆発が生じる前に、ボールのような光線を出し、爆発を吸収する。

　そうしている間に、ガーゴイルの頭が爆発した。

　今度の狙いは町ではなく、ガーゴイルそのものだった。

『うぅおおおおおお！』

　頭から煙を上げて落下していくガーゴイル。

『驚おどろくヒマなどないぞ。そら、もう一つ』

　ガーゴイルの真上から、爆弾のような光の玉が落とされた。

　受けようと光の盾を出すが、落下したガーゴイルの高度は、三階建てビルの屋上ほどまで下がっている。

『しまった――！』

　光の盾と爆弾が接触する。

　大爆発が生じた。轟ごう音おんが揺らす木々と、その近くにあるマンション。爆発はマンションの上階を削けずり取とり、建物自体を傾かたむかせる。

「きゃあああああっ！」

　悲鳴と共に逃げ出す人々。

「何やってんだ、ガーゴイルさん！」

　逃げながらもガーゴイルに対する罵ば倒とうは忘れない。

　そしてガーゴイルは、謝あやまる余裕すらなかった。

『う、ううぅぅ……』

　ガーゴイルの右足はすでにケツァルコアトルによってもぎ取られていた。

　町を守りながら戦うため、どうしても自分の防御に回す見えざる水銀が足りなくなる。ピクシーの時とは違い、その攻撃の一つ一つを完全に防御しなくてはならないからだ。

　ケツァルコアトルが放つ十個の攻撃のうち、九個までは防げる。

　だが、最後の一個がどうしても防げない。

　ガーゴイルの処理能力の限界ではなく、ケツァルコアトルがわざと取りにくいボールを投げているのだ。

『すごいな！　お主ぬしがいなければ、今頃この町はまっさらの平地になっていたところだぞ！　それをこれだけの被害に抑えるとは、大した能力だ！』

　本心から褒ほめているのだろう。

　ケツァルコアトルの声は次し第だいに上気している。

『それもこれも、この石の力か？』

　とぐろを巻いた白い蛇の口に、ガーゴイルの耳があった。

　まともに光線を喰くらい続けているガーゴイルの身体からだは、すでにヒビだらけ。過去に受けた小さな古傷が大きく広がり、ガーゴイルを蝕むしばんでいる。

『いや、それだけではないな。確かに、ガーゴイルの強さは賢けん者じやの石の模も造ぞう品ひんに依よるところが大きい。それは人間でたとえるならば親の遺い伝でん子しのようなもの。自ら選ぶことはできぬものだ』

『何を……!?』

　語りかけながらも、ケツァルコアトルの攻撃は止まない。

『だがこの石にはガーゴイル、お主だけが持ち得る経験が詰まっている。この町を守り、大切な者から精神的な充じゆう足そくを得るために必要な、強さの源だ』

　ケツァルコアトルの光の輪が三つ重なる。

　すると小さかった輪が巨大化した。ちょうど三つ分の大きさである。それをガーゴイルに向かって飛ばした。

『その通りだ！　我はこの町を守らねばならぬ！』

　光線が輪を撃ち抜いた。

　爆発も三倍だった。大きな火の塊かたまりが衝しよう撃げき波はを生み、直下の家の屋根を吹き飛ばす。吹き飛ばされた屋根が別の家に突き刺さる。

『ぐぅっ……！』

『守れぬなぁ、それでは』

　ケツァルコアトルは、あくまでガーゴイルを攻撃している。

　ガーゴイルにとって御色町はなくてはならない存在。失うわけにはいかない、だから全力で守る。

　そういう部分を、人は急所と呼ぶのだ。

『今まで何をやってきたのだ？　最強の防御力を持つ石像だというから期待していたのだが、これではただの置物以下だ』

『……！』

『置物は敵を呼ばぬ。お主がただの置物であれば、レイジもここまで恨うらむことはなかった。仮に余の攻撃全てを防ぎきる力があったとしても、戦の種は尽きぬぞ』

『それは……詭き弁べんだ……！』

『そう思うなら、守ってみろ。ほら、どうした。余を倒す機会はいくらでもあっただろう。その強力な光線で、余を撃ち抜けば全てが終わるというのに』

　実はガーゴイルには、いくらでもチャンスがあった。

　ケツァルコアトルは先ほどから一切防御行動を取っていない。持っている力の全てを攻撃に回している。だから光線でなくとも、たとえば石を強く投げるだけでもダメージを与えられるかも知れない。

　だが、できない。

　全力で攻撃している以上、こちらも全力で防御しなくてはならない。攻撃に転じた瞬間、ケツァルコアトルは破壊できるが、その代わりに御色町が消し飛ぶ。

　たとえ光線の一筋であっても、下に落としてはならないのだ。

　だがガーゴイルの身体は徐々に削られている。このままでは防御すらままならない。だからといって攻撃することもできない。

『できぬというなら、そろそろ解体してやろう。バラバラになった方が持ち帰りやすいし、研究もしやすいからな』

　ケツァルコアトルの目が光ると、光の輪がその周囲に生まれる。

　今度は三つどころではない。直径五メートルはある、巨大な輪だ。あれが爆発したらどうなってしまうのだろう。

『このままでは……』

　今のガーゴイルに、対処法はない。
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　空から災さい厄やくを振りまいているのがガーゴイルであれば、地上で暴れ回っているのは百ひやく色しきということになっている。少なくとも御色町の人達にはそう見えている。

「レイジ！　あの石像はなんだ!?」

　商店街を抜け出し、国道を渡り、公園の側まで走る百色と、それを追うレイジ。至し近きん距きよ離りでは剣で斬りかかり、刃の届く距離より遠くの間合いでは銃じゆうを撃ち、それでも届かなければカードを投げる。

　百色の周囲には何枚ものカードが散らばっていた。

　そのうち、数枚には穴が開いている。レイジの銃弾を防いだためだ。

「ケツァルコアトルのことか。良くできているだろう」

　ガードレールの支柱の上に立っているレイジ。

　着流しなのにまったく支し障しようなく動く。その手にはムチのような武器を持っていた。黒い液体のようなものがしたたり落ちている。まだ一度もくらっていないが、毒に違いない。

「あれこそがミズチが求めてきた力の象しよう徴ちょうだ。全てを知るために、他者を排除する存在。飽あくなき知への求ぐ道どう者しやだ」

「ハッ！　ただの破壊者だろう？」

「いいや、破壊は二次的なものだ。ヤツはあくまで知りたいだけなのだ。体内を巡めぐる学者の心が破壊を促うながしている」

「知るために壊す、か――本当に君らしいよ！」

　百色が銃を撃つ。

　ガードレール上にいたレイジの姿がかき消えた。また幻影だったようだ。

　そして百色が銃を撃つたびに人々が悲鳴を上げる。みんな荷物を持って走っているため、咎とがめる言葉は飛んでこない。破壊から逃げているのだ。駅へ向かうのか、それとも車でどこかへ逃げるのか。

　近くで救急車が停止している。スピーカーから「退どいてください！」という声がいつまでも聞こえる。しかし周囲の車も退くに退けないほど混み合っている。

「とはいえ、まったく弱点がないわけでもない」

　百色の背後に出現するレイジ。

　ガーゴイルのような移動法だ。

「ケツァルコアトルは脆もろい。これは冗じよう談だんでも謙けん遜そんでもなく、脆い。弱いのだ。どうしようもないほど弱い」

「ここまで破壊しておいて、弱いだと!?」

「そうだ。破壊だけならお主でも私でもできるだろう。そんなもの、爆弾ひとつあれば誰にだってできる」

　また遠くの方で爆発。どこかで大きなマンションが倒れたらしい。

　上空にはヘリが飛び始めた。災害だと思われて、自衛隊が派は遣けんされたのだろうか。テロ活動でもここまでひどくはならない。

「あの石像はひどく壊れやすい。純粋な戦闘力ならば、同時期に作った弟のほうが何倍も強い。そう、私が作った妖精――ああ、ピクシーと呼ばれていたな。あやつでも勝てるだろう」

「小さな女の子を侮あなどっちゃいけないよ」

「その通りだ。将来に期待するのであれば、ピクシーの方がまだ明るい。だが、今ガーゴイルを追いつめているのは、紛まぎれもなくケツァルコアトルだ。そうだろう」

　その通りだ。

　かつてここまでガーゴイルを、ガーゴイルが守っているものを傷つけた者はいない。

「強さなど、何の役にも立たないのだよ」

「なんだ唐突に。今、強さの話をしていたところだろう」

「そう、だからこそ話しておきたい。ガーゴイルを倒すのは、強さではない」

　強さが尺度の一つでしかないことは、百色とて知っている。

「最強の存在とは、何のことだろうな。怪かい盗とう百色」

「決まってる。文字通り無敵、つまり敵がいないヤツさ」

「そうだ。いくら戦いが強くても、それだけでは最強になれない。戦いの先に待っているのは、また別の戦いだ。そこでは腕力が役に立たないかもしれない。頭脳を求められるかもしれない。ひょっとしたら金で解決できる事件かもしれない。それらに全て対処するのは、難しいことだ」

「ガーゴイルくんのことか」

「確かにガーゴイルは強い。しかし最強ではないと言いたかっただけだ。私の知る限り、あやつに力で対抗できる者はほとんどいない。そうだな、ケツァルコアトルの弟なら良い勝負なのではないか？　あくまでリングの上でルールに則のつとって戦えば、の話だが」

　百色の前を横切るように歩くレイジ。

　狼狽うろたえる百色を見て、遊んでいるかのようだ。

「しかし最終的に勝つのは、ケツァルコアトルだ。戦争ですら、武力より交こう渉しようがものを言う時代だ。ガーゴイルが誇ほこるものは強さだけ。あとは人間より脆ぜい弱じやくだ。そこをつけば倒すのは容易たやすい」

「……よく研究してるじゃないか」

「卑ひ怯きようだと思うか？」

「思うね。まったく正々堂々としていない」

「ホ……ホッホッホ！　それは良い褒め言葉だ！」

　笑うレイジの姿が、またかき消えた。

　百色が周囲を警けい戒かいすると、ガソリンスタンドの上に立っていた。風になびく着流しの裾すそを見て、今度は幻覚ではないと判断する。

　ヒーローのように高く跳ちよう躍やくする百色。ガソリンスタンドの上からは、御色町の惨さん状じようがよく見えた。あちこちで煙が上がっている。廃はい墟きよのようになった建物もちらほら。

「ケツァルコアトルは弱点をついただけだ。ガーゴイルのな」

　御色町そのものが、ガーゴイルの弱点。

　それを守れなかったガーゴイルは、さらに心に痛手を負う。心が弱まったガーゴイルは容易く破壊できるだろう。

「あの蛇は物事に対する躊ちゆう躇ちよを知らぬ。まぁ、人間でなく石像なのだから、当然と言えるがな。しかし一度、物事に興味を持つと病的な集中力を見せる。人間ならば脳がパンクするような情報を、嬉き々きとして処理できるのだ」

「加えて、幻覚も得意か。本当にバカ正直なガーゴイルくんを倒すためだけに作られたような石像だな！」

「それも褒め言葉と受け取らせてもらうよ、怪盗百色！」

　黒いムチを振りかざして、レイジが襲おそいかかってくる。

　百色も両手に銃とカードを持ち、応戦しようとする。

「くっ！」

　しかしケツァルコアトルが放った光線が近くの家屋を破壊し、衝撃波が二人の目を閉ざさせた。右耳の鼓こ膜まくが破れんばかりの破は裂れつ音おんに耐たえきると、レイジの姿を探す。

　いた。ガソリンスタンドから逃げ出し、別の店の屋根に飛び移っている。

「待て！」

　百色がレイジを追って駆かけ出だすと、今しがた破壊された家の住人が飛び出して、空に向かってガーゴイルを罵倒し始めた。

　百色もつられて上空を見る。

「ガーゴイルくん……！」

　一方的な戦い。徐々に破壊されるガーゴイルと、楽しそうに光線を撃つケツァルコアトル。そしてとばっちりを喰らう御色町。

　加勢したいのは山々だが、百色もレイジを倒す使命がある。ここはガーゴイル達を信じるしかない。

　レイジが向かった先には、大きな建物があった。

　図書館だ。
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「はいガーゴイルさん。誕生日プレゼント」

『……水みず野の殿どの。気持ちはありがたいのだが、これは受け取れぬ』

「ん、何か勘かん違ちがいしてないかい？　これはちゃんとお金を出して買った本だよ。図書館の本じゃない」

『そうであったか。それは失礼した』

「ガーゴイルさんのことだから、防犯の本が合ってるかなと思って。どうかな、これとか読んだことあるかい？」

『いや、興きよう味み深ぶかい。ありがたく読ませていただく』

「ガーゴイルさんにはウチの図書館もお世話になってるからね。ひいては図書館の治安も守られるってわけさ。チャックのような怪あやしい外国人でも、適切な対処ができるからね」

『……むぅ』

「ハッハッハ。ま、あんなことはもうないと思うけどね、次に日本に来る時は範のり太たくんと一緒だし。あ、そうだ、和かず己みくんと桃ももちゃんは元気にしてるかい？」

『二人とも息そく災さいだが、何なに故ゆえそんなことを聞くのだ？』

「うん、まぁ、気にしないでくれ。ある意味、図書館が引き合わせたような二人だったからね。正確には、壁へき画がだけどさ」

『？』

「図書館は出会いの場なんだよ、ガーゴイルさん。本との出会い、本が繋つないだ人との出会い、図書館そのものが出会いの場だったりもする。これからも、そんな図書館であって欲しいねぇ」
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　大きな窓からは煙しか見えない。

　図書館の閲えつ覧らん室しつには、不安を抱えた人達が集まっており、吉永和己もその一人だった。たまたま休講だったので図書館に来ていたのだが、果たして正解だったのか。

「ガーくん……どうしちゃったんだろう」

　こんなに町が破壊されても、ガーゴイルの攻撃はない。

　それどころかガーゴイルが御色町を破壊して回っているという噂うわさも出ているくらいだ。そんなことは絶対にないと思うのだが、だったらその噂の原因、つまり本当の破壊者を倒せばいいのに、どうして何もしないのか。

　――まさか、ガーゴイルが負けた。

　即座に首を振って、その考えを打ち消す和己。

「うち、大丈夫かな……」

　和己の隣で震ふるえているのは、桃。

　本当なら彼女も学校があるはずなのだが、脚本のネタを思いついたとかでサボッたのだそうな。和己が図書館にいるのは、ネタを探す手伝いのためだった。とはいえ図書館でデートするのはこの二人にとっては珍めずらしくない。

　楽しいはずのデートが、たった数分で地じ獄ごくに変わりつつあった。

「商店街が消し飛んだらしいぞ！」

　携帯電話が繋がったらしい誰かが、大声で叫ぶ。

　消し飛んだとは、どのくらいの規模なのか。文字通り跡形もなくなってしまったのか。だとするとそこにいた人達は――

「隣のおばさんも、平気かな」

　桃はさっきから知り合いの心配ばかりしている。家族や友達、いつも行く店の主人、道でよく挨あい拶さつする隣りん人じん。

　和己も同じ気持ちだ。吉永家の人達は、核戦争でも生き残っている自信があるが、それでも心配だし、隣に住む佐さ々さ尾おさん家のおばあちゃんも心配だ。彼女は足が悪いから、逃げる時に誰かの手を借りないと。

「いつものおじさんも、どうして今日は来てないんだろ……」

「いつものおじさん？」

　少し気になったので、尋たずねてみる。

「うん。いつも図書館に来るといるおじさんなんです。変な本ばっかり読んでるから、つい気になっちゃって」

「面白い人なんだ」

「うん。でも、目が見えてないみたいなんですよ」

「見えないのに、本を読むの？」

「んー……サングラスみたいな感じなのかな？　目をこう――」

　桃が何かジェスチャーをしようと手を動かす。

　和己がそのジェスチャーについて尋ねようとした時、突如、足下が揺れた。地震にしては急激すぎる。横に揺れる足場に耐えきれなくなって、机にしがみつこうとする。

「センパイ！」

　机にしがみついた和己に、桃がしがみついた。

　机は床に打ち付けてあるわけではなく、簡単に動く。そのため窓際にズルズルと引きずられ、和己と桃も身体が引っ張られる。

　が、引っ張られる感覚はすぐに変化する。

「桃ちゃん、大丈夫!?」

　気づいたら、和己の胸の中に桃がいた。何も考えず、彼女を守ろうとしたのだ。幸いどちらもケガはなく、閲覧室にいた全員に被害はなかった。

　むしろ大ケガをしたのは図書館の方だった。

　風が頰ほおにあたるので、上を見る。

　そこから外が見えた。図書館の一部がごっそりと削り取られているのである。破れた本が花びらのように宙を舞っている。遠近法で花びらほどの大きさに見えるだけで、実際には何千冊という本が失われつつあるのだ。

「わぁああっ！　こ、壊れてる！」

　誰かの叫び。

　ほんの数メートル離れた場所での惨さん劇げき。

　もしもあそこで本を読んでいたら。

　きっと桃を守るどころではない。即死だ。

　震える和己。

　桃を見ると、やっぱり震えていた。

　こんな時、男ができることは一つしかない。

　目をぎゅっと閉じて、和己は桃の手を握った。

「センパイ……？」

「大丈夫。きっと大丈夫だから――」

　震える桃の手を、震える手で押さえつけた。

　温かかった。だけど怖くて仕方がなかった。

　しばらくそうしていると、慌あわただしい足音が近づいてくる。

「みなさん、避ひ難なんしてください！　地下の書庫があります！」

　館長さんだった。こんな時でも冷静に動けるのは、この図書館を知り尽くしているプロだからだろうか。

　図書館なので火元はない。火事の心配がないと説明され、閲覧室の人達はゆっくりと館長の誘導に従う。

「センパイ、あたし達も」

「うん」

　平日だったのが幸いした。閲覧室にいたのも十数人。破壊された部分も、職員用の部屋ばかりで、その時は誰もいなかったのだという。

「あれ？」

　和己と桃が移動しようとした時、誘導された方とは反対側、破壊された区画に向かっている人影が見えた。

　どう見ても子供だ。

「ままー？」

　母親とはぐれたのか、何も知らない顔で歩いている。

「そっちはダメだよ！」

　和己が呼ぶが、子供は構わず歩いていってしまう。曲がり角を曲がって、見えなくなった。

「待って！　そっちは危ないの！」

　桃が走りだした。それを追って和己も走る。

　曲がり角の先には、何もなかった。

　普段なら関係者以外立ち入り禁止のコーンが置いてあり、さらに奥には蔵書の倉庫になっているであろうその廊ろう下かは、今は外の景色が見える巨大な窓と化していた。

　ケーキをフォークで切断するかのように、建物がごっそり削り取られていたのだ。

　下から吹き上げる風が冷たい。

　何かの舞台装置のようだ。前だけ立りつ派ぱで、背中がハリボテのような。

「まま……」

　さすがにここにママはいないと思ったのか、子供が引き返してくる。

「ママは多分、下の階だよ。さ、お姉ちゃんと一緒に行こう」

　桃が手を差し出す。

「うん」

　子供もその手を取った。

　和己も安あん堵どする。さすがにもう一度、図書館が爆発することはないと信じたい。ガーゴイルだって守ってくれるはず。

　そう期待した和己は、何かの音を聞いた。

　上からだ。

「うわっ！」

　上階のむき出しになった鉄筋に、瓦が礫れきが載のっている。天てん井じようか何かだったのだろうか、一畳じよう分はある、岩と呼んでも差し支えない大きさの石だ。

　それが自重に耐えきれなくなって、真っ二つに割れた。

　割れた片方の瓦礫が、今まさに和己達の真上から落下しようとしている！

　そう思った時には、もう身体が動いていた。

「桃ちゃん！」

　――当たったら痛そうだな。きっとケガをするんだろうな。

　心の中では臆おく病びような気持ちでも、身体の方がいうことを聞いてくれなかった。自分の意志とは無関係に前に走り、桃と子供に覆おおい被かぶさる。

　ガーゴイルの教育の賜たまものだ。

「いっ！」

　ハンマーで殴られたような衝撃が全身に轟とどろいた。

　耳鳴りがする。桃の叫び声も聞こえる。

「いったたた……」

　瓦礫は和己の身体に当たって、外に投げ出されていった。ガラガラと崩れる瓦礫と、和己がかばった桃と子供を交互に見る。

「センパイ！」

「あーびっくりした。大丈夫？」

　立ち上がる和己。どうやらたいした大きさの瓦礫ではなかったようだ。それとも当たった箇所が良かったのか。それほど痛くなかった。

「センパイ!?」

　それなのに、大きな声で叫ぶ桃。

　なんだろう、と思ったら頭が濡ぬれていた。

「あれ？」

　配水管も壊れたのかな、と頭に手をあてる和己。

　その手が真っ赤に濡れていた。

「うわ、これ……」

　自分がケガをしたと認識するまで、一分以上かかった。

　現実感がない。

　本当に自分の血なのだろうか。とりあえず館長さんが待っている地下室に行ってから、応急処置だけでもしてもらおう――

　そんなことをぼんやりと考えている和己の足が、急に重くなった。

「え……？」

　なんだか立っていられない。足の感覚がなくなった気がする。

　膝ひざをつく和己に、桃が何事か叫んでいる。だけどまったく頭に入らない。

　そのうち、意識までぼんやりしてきた。

「えっと……」

　そんな時、視界の端に映る人影が和己の意識をわずかに戻した。

　先ほど崩くずれた瓦礫を支えていた鉄筋に、誰かが立っているのだ。あんな高いところに立てる人間を、和己は数人しか知らない。

　黒いマントを着ているように見える。

「百色さん……？」

　うわごとのように呟つぶやく。

　もしかしたら夢なのかもしれない。

　まばたきのつもりで目を閉じると、そのまま和己の意識は深い沼の底へ落ちていった。
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『双ふた葉ばちゃん、こっち！　助けて！』

　聞き慣れた声で我に返った双葉。

　燃えている家の隣から聞こえる。何事かとそちらを見ると、おばあさんが大きな荷物を持って逃げ出そうとしている。延えん焼しようする前に逃げるつもりなのだろう。

　そしてその荷物を支えているのは、吉永家のピクシー。おばあさんの顔よりも小さな身体で、荷物が落ちないように下から持ち上げている。

「ピクシー！　お前」

『いいから早く！　重いんですってば！』

「お、おう。ばーちゃん、荷物貸せ！」

　走り寄っておばあさんごと担かつぎ上あげる双葉。

「あらあら、小さくても力持ちなのね」

　根こん性じようでやってのけたが、けっこう辛つらい。小学生が背負うには厳しい重量だ。とはいえもう一度下ろしている余裕もない。

「手伝うね」

　と、後ろから美み森もりが押し上げてくれた。

　そのまま二人で、安全な場所までおばあさんを運ぶ。燃える家を前に、何もできないでいるよりは、助けられる人を助け回った方が気が紛れる。きっと美森も同じ考えなのだろう。

　運ぶといっても、すぐ近くに広い道路があったので、そこまで連れてきただけだ。ここまで逃げれば、あとは公園はすぐ近くだ。

「ありがとね、二人とも」

　おばあさんは何度も礼を言って、また歩き出す。ゆっくりとした足取りだが、顔は明るい。家が無事だったからか、それとも双葉達の親切が嬉しかったからか。

『双葉ちゃん、本当にいいところに来てくれましたー』

　ピクシーは双葉の頭の上に座り、一休み。

『ずっと消火活動してたんですけど、私ひとりじゃどうにもならなくって……デュラハンさんは商店街の方に行っちゃってるし、ガーゴイルはあんなだし』

　空を見上げるピクシー。

　ガーゴイルの周囲では、まだ爆発が多発している。

『助けてあげたいけど、今は町の人達優先です。ガーゴイルならきっと何とかしてくれます』

「……だよな」

　ピクシーの言葉に力づけられる双葉。

　さて、次は誰を助けに行こうか考えていると、

「あ、双葉ちゃん……」

　美森がおそるおそる発言する。

「あのね、ウチ、この近くにあるんだけど……」

「そうだよ、美森ん家！」

　思い出して手を叩く双葉。

　美森の父は目が見えない。そのため盲もう導どう犬けんのエイバリー中ちゆう尉いと一緒に生活をしている。

「早く行こうぜ！」

「あ、ありがと……」

　控ひかえめに礼を言う美森の後ろから、梨り々りが遅れてやってきた。

「双葉ちゃん！」

「おう梨々！　美森ん家に行くぞ！　おっちゃんとか心配だから！」

「ごめん、私行けない！」

　梨々の目は真剣だった。

「……梨々ちゃん？」

「本当にごめんね美森ちゃん。私も心配だけど、ちょっと急用ができたの」

「ううん、いいよ。大丈夫だから、心配しないで」

「ありがとう！」

　そう言うと、梨々は今来た道を引き返していった。

　どんな用事か、双葉にはだいたい想像がつく。

「ピクシー、お前も来いよ！　何かあったら助けてくれ！」

『もちろんですわ！』

　頭の上から飛び立ち、先導するように前を行くピクシー。

　彼女を追うように、双葉と美森も走り出した。
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　爆発による火事の被害は、家によって若じやつ干かんの差がある。おそらく爆弾のようなものだろう、それの直撃を受けた家は火事どころか木こっ端ぱ微み塵じんに破壊される。

「うぅ……うううぅ……母さん……」

　家が燃えてから、ずっと地面に蹲うずくまっている青年。彼の家は全焼した。もう骨組みしか残っていない。ピクシーが消火を手伝ったとしても限度がある。延焼を最小限に抑えただけでもお手て柄がらだ。

　だが、彼は家よりも大切なものを失った。それは自分の半身とも呼べるものだった。

　そんな青年の元に、そっと駆け寄る梨々。

「はい」

　彼女が差し出したのは、バイオリンケース。

「えっ!?」

　電撃に撃たれたかのように起きあがる青年。梨々から受け取ったケースを開き、中に入っているバイオリンを確認する。

「間違いない、母さんの形見のバイオリンだ……でも、どうして？」

　彼自身も取り戻せるとは思っていなかったのだろう。バイオリンと梨々を交互に見比べて、キツネにつままれたような表情をしている。

　なんだかその顔がおかしくて、梨々はつい笑ってしまう。

「えっと、その……ありがとう、でいいのかな」

　その問いにも答えず、梨々は手を振ってその場を去った。

　これ以上、そのバイオリンの救出手段について詮せん索さくされたくない。

　走る梨々の視界には、破壊された家、現在も煙を噴いている家、誰も住んでいない家が並んでいる。たった数時間の間に、酷ひどい有様だ。

「んしょ」

　誰も見ていないのを確認すると、梨々は一つの家に入りこんだ。窓ガラスを持っていたツールで割り、土足で侵入。

　その家は二階部分が屋根に押し潰つぶされていた。すぐに逃げ出したのだろう。台所ではヤカンを火にかけたままだ。

「危ないなー」

　ヤカンの火を止めると、梨々は二階へ向かう。

　階段の途中で材木に阻はばまれた。

「よいしょっと」

　胸ポケットからカードを取り出す。片方の端がノコギリのようになっている。そのカードで材木を削り、なんとか頭だけでも二階部分に出す。階段から見えるのは、潰れた部屋が三つ。

　子供部屋と、両親の寝室だろう。部屋の中のだいたいの間取りを見える範はん囲いで記憶してから、また階下に降りる。

　そして両親の寝室の真下の部屋に移動し、今度はステッキを取り出した。

「ほっ！」

　ステッキが天井を貫つらぬき、穴を開けた。何度も何度も突き刺し、線で結ぶと長方形になる穴ができる。

　するとどうだろう。天井からタンスが降ってきたではないか。

「やった！　ドンピシャ！」

　手を叩いて喜ぶ梨々。タンスの中を物色し、貯金通帳や印いん鑑かん、それからアルバムや往年のスターのサインなどを取り出して一カ所にまとめる。もう一度壊れる事はないと思うが、念のために家の庭の植え込みに隠しておく。これで家人が帰ってきても安心だ。

　満足した梨々は、次の家に向かう。

　すでに完全に破壊された家や、全焼した家は残念だが無理だ。梨々ができることは、簡単な火事場泥どろ棒ぼう――もとい、火事場怪盗。

　そうして数軒の家から宝物を救い出した梨々は、あることに気づく。

「おじさんも、今こうやって人助けしてるのかな……」

　もしかしたらレイジに殺されているかもしれない。

　持たされた専用の携帯電話を使うが、百色は出ない。

「おじさん……」

　次第に心配になる梨々。

　別の家から貯金箱と額がく縁ぶちを救い出すと、梨々はその家の屋根に登り、町に変化が起きていないか確認する。

　その時、梨々の正面に見える大きな建物が倒壊する現場を見た。

「図書館……？」







　図書館は半分なくなっていた。

　比ひ喩ゆではなく、建物の半分が崩れてなくなっていた。まるで砂の城のように瓦礫が積もっており、それを図書館の職員が困った顔で見上げている。

　テレビにも出たことがある、図書館の壁画は無事だった。ちょっと安心する。

　ここでできることがあるか考える梨々。

　図書館ならば貴き重ちような本がたくさんあるはずだが、あの崩れっぷりでは発掘するのは難むずかしい。

　あきらめて引き返そうとすると、なにやら図書館の入り口が騒さわがしい。

「だ、大丈夫だから……家まで、歩ける、から……」

　頭に包帯ほうたいを巻いて出てくるのは、双葉の兄の和己ではないか。図書館の崩ほう落らくに巻きこまれたのだろうか。恋人であろうお姉さんに肩を借りて、図書館から出てくる。

「和己さん！」

　梨々が駆け寄ろうとするが、その前に和己は膝をつく。

「ほら言わんこっちゃない！　私が運ぶから！」

　背の低いおじさんが奥から出てきて、和己を背負う。確か図書館の館長さんだ。

　梨々も何かを手伝おうと走るが、その時、ふと視界に映るものが。

「え……？」

　半分になった図書館の屋上。

　そこに見知った黒マントが見えた。

「おじさん!?」

　和己の元へ走ろうとする足が止まる。

　一瞬だけ考え、梨々は和己達に頭を下げて回れ右をした。そのまま図書館をぐるっと周り、窓枠に飛び移る。

　誰かに見られないように注意しながら、梨々は図書館の屋上まで上りきった。

「梨々ちゃん――」

　間違いなく百色だった。

　崩れた建物の屋上に立って、何をしているのか。

「レイジを……見なかったか？」

　シルクハットの鍔つぼに隠れて、表情がよくわからない。

「見てないけど、何があったの？　和己さんは？」

「あぁ、そうか。しっかり巻きこんだと思ったのにな――」

「え？」

　百色の手には、スイッチのようなものが握られていた。

「おじさん、それ、何……？」

　梨々の声が震える。

　信じたくはないが、まさか――

「切っても撃っても倒れないから、爆破するしかないと思っていたんだが、そうか、これでも効かなかったか。なら次はどうしようか……」

「何言ってるのおじさん!?　爆破って、図書館には人がいたんだよ!?　和己さんがケガしてるのに、どうして!?」

　が、梨々の悲痛な叫びは百色には聞こえていないようだ。先ほどからブツブツと呟くだけで、何も反応がない。

「そうだな、次は毒でやってみるか――いや、もう一度爆破してみるか？　まぁいい、次は殺す。必ず殺す」

「おじさん……」

　梨々の知らない百色だった。

　目に精気が感じられず、まるで機械のように呟くその姿は明るい怪盗のイメージを大きく逸脱いつだつしている。

「梨々ちゃん」

　百色が、こちらを見た。

　無意識に一歩下がっていた。

「梨々ちゃん」

　もう一度、百色が梨々の名を呼ぶ。

「……っ！」

　たまらず、その場を離れた。

　屋上から思い切りダイブし、窓にフック付きロープをひっかける。ターザンのように振り子移動して図書館の壁に足をつく。

　この飛び降り方も百色に教わったのだ。

　いつも優しかったはずの百色に。

　地面に足をつくと、梨々は逃げるように走り出す。

「なんで……？　おじさん、どうして……!?」

　口を押さえながら、屋上の百色といつもの百色の違いを考える。

　そのうち、いつもの百色の笑顔がオーバーラップして、何も考えられなくなった。
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「あ、あのガーゴイルさん。私からもこれ、プレゼント……」

『美森か。感謝する』

「えっとね、それでこっちはお父さんから」

『満みつ男お殿からか』

「来れなくてゴメンって言ってたよ」

『では明日にでも礼を言おう』

『ガーゴイル殿！』

『む、エイバリー中尉か。汝も来ていたのだな』

『自分もガーゴイル殿の誕生日を祝いたく、参上致しました』

『そうか。感謝するぞ』

『つきましては、これを。つまらないものですが』

『これは……』

『自じ慢まんの骨であります。齧かじると大変美味びみであります』

『そ、そうか……感謝する』

『はっ！』

「……ガーゴイルさん、無理しなくてもいいんだよ？」

『いや無理はしていない。だがこの骨は我への贈り物というより、エイバリー中尉の大切なものであろう？　そんなものをもらって良いのか？』

『良いのであります。ガーゴイル殿には、自分の最も大切なものを――小お野の寺でら家けの人達を守ってもらいましたから』

『中尉よ、それは当然のことだ』

『いいえ、自分もガーゴイル殿の真しん摯しな姿勢に学ばせていただいたのです。このくらいの礼はさせてください』

『……むぅ、やはりこの骨は返却せねばなるまい。学んだのは我の方だ。汝のような、命に代えても家族を守る心があって、今の我がある。佐々尾殿から貰もらった首の鈴と、中尉がいてこそ、御色町を守る我がいるのだ』

「あの、ガーゴイルさん。中尉の言葉は聞こえないんだけどね」

『む、どうした美森』

「やっぱり、その骨受け取ってあげて」

『しかしそれでは、我が』

「うん。だからね、お返しに中尉にプレゼントして」

『我が……中尉にか』

「守ってくれるだけでいいの。中尉とお父さんに危険がないように。ガーゴイルさんに守ってもらえるってわかるだけで、みんなすごく安心するから」

『その通りであります。安心とは何物にも代かえ難がたい代しろ物ものなのです。自分も安心を提供するために生まれたのですから』

『……そうか。では我は汝らに贈り物をしよう。この身が朽くちようとも、小野寺家を守り続ける。そして汝らが日々、安心できる生活を贈ろう』

「ありがと、ガーゴイルさん」

『感謝します！』
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　美森の家も若干の被害を受けていた。

「お母さん！」

「おばちゃん！」

　家の前でオロオロと立っている美森の母。美森によく似ており、いつも微笑ほほえんでいる印象を持つ。

　双葉が軽く頭を下げると、美森の母は安堵した顔を見せる。

「あ、ちょうど良かった。助けて欲しいの！」

　周りの家の爆発の影響で、窓ガラスが全て割れていた。中に美森の父とエイバリー中尉が取り残されているのだという。

　部屋中に飛び散ったガラスの破片を避さけることは、中尉でも無理だ。

「ピクシー、頼む」

『はーい』

　ピクシーが小野寺家の中に飛びこむと、数秒で戻ってきた。

　彼女の前にボールがある。部屋の中のガラスを全て集めたものだろう。それらを用意したビニール袋に入れて捨てる。ほどなくして美森に連れられて父とエイバリー中尉が出てきた。

「やぁ、助かったよ双葉ちゃん」

　ガラスがなく、エイバリー中尉がいれば平然と歩けるようだ。双葉の顔をしっかりと向いて礼を言った。

「あ、礼ならこっち。ウチのピクシー」

『はじめまして。お怪け我ががなくてなによりですわ』

「おお、これは双葉ちゃんとよく似ているね。ありがとう、助かったよ」

「？？？」

　見えていないのに、どうしてわかるのだろう。

　外見はともかく、口調も性格も真逆なのに。

「ところで美森、学校はどうしたんだい？」

「え、あ、えっと……」

　冷静に尋たずねられ、しどろもどろになる美森。そういえばサボって抜けてきたのだった。その辺の事情は双葉も同じなので、弁解もできない。

「ま、いいわ。どうせまた学校に行くんだし」

　そう言って美森の母が大きなカバンを持ってくる。

「お母さん、どうするの、その荷物？」

「学校って言ったでしょ。体育館が避難場所なのよ、ウチの区域」

「とうとう避難までするようになったのか……」

　それだけひどい災害だということだ。

　一体、今どれだけの建物が破壊されたのだろう。

　美森の母も、頰に手をついて溜ため息いきまじりに呟く。

「ほんと、どうしちゃったのかしら、ガーゴイルさん」

「ガーゴイルじゃねぇよ！」

　反射的に、双葉は叫んでいた。

「ガーゴイルが破壊なんてするわけねーだろ！　絶対に何かの間違いだ！　でなけりゃ、もっと別の誰かが悪さしてるんだよ！」

　ガーゴイルが無実という証しよう拠こなどない。

　むしろ現行犯に近い破壊活動だ。

　それでも双葉はガーゴイルをかばう。そうしなければならないと思ったからだ。

「私もガーゴイルさんじゃないと思うな」

　美森の父が擁よう護ごしてくれた。

「仮にガーゴイルさんがこんな事をしているのだったら、誰かに操られているとしか思えない。だけどガーゴイルさんの性格だったら、そうされる前に自殺しそうだよね」

　冷静に言われると、そうだ。

　御色町を守ることが誇ほこりだったガーゴイルが、こんな破壊活動を許すなんて。

「でも、あれ――」

　美森の母が見上げた空では、いまだ爆発が続いていた。

　飛んでいるのはガーゴイルだけ。いや、援えん軍ぐんが来たようだ。ガーゴイルの悪友がかばうように光線を撃っている。

　黄金の自動石像、ケルプだ。

「ケルプがいる……」

　気づいた。

　ケルプはガーゴイルと協力している。

「そうだよ、ガーゴイルのせいじゃねーよ！　ケルプだっているんだ！」

　もしもガーゴイルが御色町を破壊するのであれば、まずケルプがガーゴイルを止めに来るだろう。だけど、ガーゴイルを咎めている様子ではない。

「でも、じゃあ、どうしてこんなに壊されてるの……？」

　美森までそんなことを言い出す。

「あ、ううん。ガーゴイルさんを疑ってるんじゃないの。でも、おかしいよね。ガーゴイルさんとケルプさんがふたりがかりでも守れないなんて……」

「そりゃ、そんだけ強い敵とか……」

　そんなものを相手にしていたのか。

　この御色町の惨状を目の当たりにした双葉の心に、恐ろしい感情が湧わき上あがる。

　――本当にガーゴイルが負けたら、どうなってしまうのか。

　レイジは、この町をどうしようとしているのか。
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『すまぬ。助かった』

　ケルプがガーゴイルの救援に現れた時、ガーゴイルが最初に放った台詞せりふだ。

　ガーゴイルをかばうように光の盾を出しながら、ケルプは自分の耳を疑った。

『……よほど切せつ羽ぱ詰つまっているようですね』

『見ればわかるであろう』

『失礼。小生も忙しかったものですから』

　ケルプの身体を見て、ガーゴイルも納なつ得とくした。誇り高い黄金の身体に、泥や煤すすがついたままだ。おそらく救助活動などをしていたに違いない。

『総合的に判断して、目の前の蛇をどうにかするのが一番の災害救助だと思いましたので参上した次第でございます』

　なるほど、つまりデュラハンやオシリス、ピクシーも救助活動に追われているのか。それも計算のうちなのだろう。皆、ガーゴイルは丈夫だから放っておいても平気だと思っているのだ。

『ケルプ――上級第二位の天使か』

　ガーゴイルと町を狙うつもりだった攻撃を全て吸収され、ケツァルコアトルは少しだけ不ふ機き嫌げんになったようだ。

『お主も余と戯たわむれたいのか？』

『冗談は姿だけにしてください。小生、遊んでいる暇ひまなどございません』

『ならばとっとと退場願おう。余はそのような成金趣味の造形に興味はない』

　ケツァルコアトルの目が光ったかと思うと、ケルプの身体が爆発した。

　だが、こんなに早くやられるとはガーゴイルもケツァルコアトルも思っていない。案あんの定じよう、ケツァルコアトルの背後にケルプはいた。

　それも二体。

『そういえばそうだったな。お主と余は、攻撃方法が似通っているのだな』

『目くらましが得意な貴方あなたでも、くらまされるのは初めてでしょう』

　二体だったケルプが四体に増えた。

　そしてその四体のケルプが同時に光線を放つ。

『ふん。だからどうした』

　四体のケルプから発射される光線を、ケツァルコアトルはかわさなかった。

　その代わりに、ケルプとはまったく関係ない場所に光線を放つ。

　爆発が起きたのは、何もない空間だった。

『ぬ――！』

　その爆発から出てきたのは、ケルプの本体。

『余の審しん美び眼がんを甘く見るな。模造品はすぐにわかるぞ』

『模造品ですと……？』

『お主の鍍金めつき、はがしてやろう』

　ケツァルコアトルの目が光る。数個の光の輪が出現したかと思うと、バラバラの位置に飛んでいく。それらは御色町を破壊するために放たれた爆弾。

『ガーゴイル殿！』

『承しよう知ち』

　ヒビだらけのガーゴイルが、光の輪を盾で防ぐ。今度の爆発はどの建物にも影響を与えなかった。自分を守る必要がないからだ。

　その間にケルプがケツァルコアトルに光線を撃つ。今度は分身せず、代わりに太い光線を一条。普段の光線がライフルだとするならば、ケルプのそれは大砲だ。

『ふむ、こういう使い方はできるかな……』

　ケツァルコアトルの独り言。

　それを聞いた次の瞬間、ケルプが大爆発を起こした。

『な……！』

『ケルプ！』

　ガーゴイルにも見えた。ケルプが撃った光線を、そっくりそのまま跳ね返したのである。それをしたのは光の盾ではなく、ただの石ころ。

　ケツァルコアトルに削り取られ、口の中に収まっていたガーゴイルの破片だ。

『ほほう、さすが賢者の石！　模造品でもそれなりに力があるではないか！』

　ガーゴイルの耳を口に入れただけで、その使い方がわかったというのか。それとも何もわからず、ただ使えるかも知れない、という予感だけで行動したのか。

　どちらにせよ、すごい行動力だ。一歩間違えば、破壊されるのはケツァルコアトルの方だったのに。

　そのくらいの思い切りの良さがないと、町を爆撃はできない。

『くっ……！』

　落下してゆくケルプ。空中で体勢を立て直そうとしたところに、ケツァルコアトルの光線が何度も浴びせられた。

『おぉおおおおおっ！』

　釘くぎを打つように、何度も上から叩かれるケルプ。やがて道路に落下し、それでも光線は止まらず、ケルプの身体は地中に埋まってゆく。

『おのれ！』

　代わってガーゴイルが反撃するが、

『やめておけ』

　冷静な声でケツァルコアトルが制止した。ガーゴイルが撃った光線は、やはり口の中の破片で弾かれてしまう。

『誰がやめるものか。汝を倒すまでは、この身が砕けようとも――』

『そうか。ならば止めぬ』

　呆あきれた声のケツァルコアトルに、ガーゴイルは再度光線を放った。

　が、いつもの力が出ない。それでも無理をして威力をあげたため、ガーゴイルの身体に負ふ荷かがかかる。

『ぐ――』

　光線を撃つたびにガーゴイルの身体のヒビが大きくなる。

　それでもガーゴイルは撃つしかない。でなければケツァルコアトルによって御色町が破壊されてしまうから。元より選せん択たく肢しなどないのだ。
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　実力が互角、もしくは格上の相手と戦うにはどうすれば良いか。

　答えは簡単。実力以外の部分で凌りよう駕がすれば良いのだ。

　別に百色が格上の相手だとは思っていない。手て駒ごまも手札も手数もこちらの方が上だ。だが怪盗は闇の住人。まさしく化け物のように復活するのが定じよう石せきだ。強しいて言うなら、異次元の存在とも呼べる。

　だからレイジは、もっとも得意な分野にひきずりこんだ。

　体力でもしぶとさでも不安が残るなら、心理的に潰す。別にレイジだけではない。正々堂々を謳うたうスポーツ選手ですらやっている手だ。

　町を破壊するだけで良かった。善良な怪盗は、それだけで意識が分散される。友人を心配し、自分に対する憎しみが増す。そのため、集中力が鈍にぶる。

「どうだ百色。これが私の正々堂々だ」

「くっ……」

　駐車場のフェンスを握りしめ、立ち上がろうとする百色。

　だが足に力が入らないらしく、無ぶ様ざまに倒れたまま。

「よもや卑怯と言うまいな。ケツァルコアトルはともかく、私は何もしていない。最初から最後までお主にしか手を出していない」

「卑怯では……ないさ。町を守る事も、ガーゴイルくんの力だ。あの蛇は、ガーゴイルくんの防衛力を上回っていただけだ……」

　息も絶え絶えに話す百色は、もう片方の手で腹を押さえている。指の間から鮮血がどくどくと流れており、黒いマントに染みこむ。

　レイジは血の付いた短剣を舐なめ回まわしながら、おもむろに百色に近づく。

「ホッホッホ……剣がいいか、銃がいいか、好きな方を選べ」

「どっちも嫌だな。プールいっぱいのプリンに溺おぼれて死にたい」

「希望に沿えなくて残念だ。あの世で叶かなえてもらうがいい」

　倒れる百色のそばにしゃがみ、短剣を構えるレイジ。

　が、その短剣を刺すかと思いきや、真横に向かって投とう擲てきしたではないか。

　一瞬の後、蒸じよう発はつして消滅する短剣。

「ほう」

　感心した声で立ち上がるレイジ。

「ハーイ」

　手を振りながら駐車場に入ってきたのは、兎と轉てん舎しやの主。

　短剣を蒸発させたであろう、バズーカのような武器を肩に乗せている。

「よく私が見えたな、高原イヨ」

「当然。わたしを誰だと思ってるの？」

　理屈にはなっていないが、つまり彼女はレイジの心理ステルスを無効化することができるらしい。あの短時間でその方法を見つけたのだろうか。だとしたら天才錬れん金きん術じゆつ師しの名は伊だ達てじゃない。

「高たか原はら喜き一いち郎ろうの居場所は知らぬと言ったはずだぞ」

「それはもういいわ。いずれ会えると思うから」

「では、百色を助けに来たのか」

「ま、ね」

　嫌そうな顔のお姉さん。

「すっげー気にくわないけど、こんな奴でも死んだら悲しむ人がいるのよねー。そりゃアンタだってそうでしょうけど」

　お姉さんがスカートを翻ひるがえすと、武器や道具がボタボタと落ちてくる。いったいどこにそれだけ隠していたのか尋ねたくなるほどの量だ。

「あと、錬金術を悪用するヤツは、私が代表として懲こらしめてあげないとね」

「お主は悪用していないというのか？」

「ふふん。悪用してもバレなきゃいいのよ。アンタはバレバレなの」

「ふむ――まぁ仕方ない。百色とガーゴイルを倒すためだけに培つちかった技術だ」

　レイジも懐ふところから道具を取り出す。札のようなもの、銃のようなもの、ただのステッキにしか見えないもの。それらを地面に置く。

　それぞれ足下には道具がいっぱい。武ぶ装そう解かい除じよしているのではなく、いつでも使えるように置いているのだ。

「確か八十を超えた老人だと聞くが、身体がついていくのかね」

「……うっさい。別に関係ないわよ」

　お姉さんが取り出したのは、ブーメランのような道具だ。

「働くのは、わたしじゃないしね！」

　ブーメランがレイジに向かって飛んでいく。

　その軌き道どうが重なる。つまり回転するブーメランが、一回転ごとに増殖しているのである。レイジの元に辿たどり着つくまでに二十回転ほど。つまり一つのブーメランが二十個になって襲いかかる。

「ほれほれ、これはどう？」

　そのブーメランの軌き跡せきをかいくぐるかのように、水が飛んできた。水鉄砲ほどの威力だが、レイジの顔を正確に狙っている。さらには何か甘い匂いもする。

「フン、小こ賢ざかしいな！」

「おっとと」

　高く跳躍してブーメランと水を避けたレイジ。ムチを手にお姉さんに殴りかかる。それを青せい龍りゆう刀とうで防ぐお姉さん。

　女の細腕でレイジの力を防げるはずもなく、徐々に後ろに下がる。

「まぁ、近づかれたら弱いわよね……！」

　余裕がないのに、ヘラヘラと笑っている。

　と思いきや、その青龍刀が爆発した。

「ぬおっ！」

　これは予想していなかったのだろう。目を押さえて後ろに下がるレイジ。お姉さんはというと、いつ装そう着ちやくしたのかガスマスク姿になっていた。

「喰らいなさい！」

　お姉さんが再度バズーカを構える。

「ちっ！」

　目を押さえながら、レイジは数枚の札を投げる。それは空中でナイフのように鋭利な刃物となり、お姉さんの身体にいくつか突き刺さる。

「うっ……！」

　痛みを堪こらえながらバズーカを撃つが、弾はレイジを逸それて空中に飛んでいった。あれはどういう効果の弾だったのか。

　確認する余裕はレイジになかった。爆発の中に強力な催さい涙るい成分が含まれていたようだ。目を改造したレイジですらよろめいた。

「おのれ、高原イヨ……老いぼれにしては、いや、老いたからこそ狡こう猾かつなのか」

「っ……！　老人扱い、すんじゃないわよ……」

　お姉さんの息も絶え絶えだ。腹と肩に刃物が刺さって、血が流れている。普通の人間は刃物に刺されただけでパニックを起こすのが当然だ。

　もう一度攻撃すれば、殺せる。

　だがあの錬金術師は何を考えているかわからない。レイジの思いもよらない罠わなを張っているかもしれない。

「どのみち、まだ趣しゆ向こうは残っている……」

「ん？」

「今日は帰ろう。その黒いボロ衣はくれてやる」

　フェンスの端で倒れている百色をアゴで指すレイジ。

　杖を取り出すと、地面をトンと叩く。その地点から黒い穴が生まれ、レイジはその穴に吸いこまれていった。レイジが消えてなくなると、同時に穴も消滅する。

「……ふう」

　危険が去ったと知ると、お姉さんは大きく息を吐いた。

「危なかったー……」

　腹を押さえるお姉さん。臓ぞう器きを傷つけたのか、ひどく血が流れている。錬金術師といえども、傷くらいはつく。

「で、このボロ衣、わたしが運ばなくちゃいけないの……？」

　倒れた百色を見て、血まみれの錬金術師は大きく溜息をついた。
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「ガーゴイルさん、どこだ!?」

「ガーゴイルさん！」

　次第に声が大きくなってくる。

　美森の家族を学校まで案内する途と中ちゆう、段ボールを抱えた会社員の集団とすれ違った。おそらく社しや屋おくが倒とう壊かいしたのだろう。ぶつくさ文句を言いながら歩いている。

「だって、本当に見たのよ！　ガーゴイルさんが光線で」

「そんなわけないだろ！　ガーゴイルさんが町を壊してどうするんだ!?」

　女性社員と男性社員が言い争いをしている。

　そんなやりとりを聞きながら、双葉はいたたまれない気持ちになってくる。こういう時に一番頼りになるはずのガーゴイルが、こうして疑われているなんて。

「双葉ちゃん？」

　美森に呼ばれて顔を上げた。

　いつの間にか下を向いていたらしい。それどころかゆっくり歩いているはずのエイバリー中尉と美森の父より後ろにいた。足取りも重くなっているようだ。

「大丈夫、双葉ちゃん？」

「ん……平気」

　正直なところ、平気ではない。

　御色町の破壊は、ほぼ止やんだ。

　ガーゴイルがどのような状況にあるのか不明だが、人々は安心して避難ができる。家を失った人は、学校や市役所など、指定された場所に避難しつつある。不ふ思し議ぎなことに、これらの大きな施設はほとんど破壊されなかった。

　まるで敵があらかじめ調べ、破壊の対象から外したかのように。

「うっ……うっ……新築で建てたばかりなのに……」

「おじいちゃん、歩ける？　足痛くない？」

　学校へ近づくにつれて、人の数が増えてくる。

　その分、話し声も大きくなる。

　横断歩道の前で、人だかりができていた。

「だから！　俺見たんだよ！　ガーゴイルさんが爆弾落としてんの！」

「ふざけんなよ！　ガーゴイルさん疑おうってのか!?」

　どうやらガーゴイルの罪を巡って言い争いをしているようだ。それも一人じゃない。数人の人間が二手に分かれて怒ど鳴なり合あっている。

「ガーゴイルさんは、今まで御色町を守ってくれただろう！　何でこんなことする必要があるんだよ!?」

「必要とか、関係ねーだろ！　ガーゴイルさんにだって間ま違ちがいはあるだろ！　それにガーゴイルさん以外の誰がこんな真ま似ねできんだよ!?　軍隊じゃあるめーし！」

「だけど、そんなワケないよ！　ガーゴイルは昨日も公園の掃そう除じしてたぞ！　何でそれが今日になって豹ひよう変へんするんだよ!?」

「何度も言うけど、私も見たのよ！　なんならケータイで写真撮とったから、見せましょうか!?」

「見せる必要なんかねーよ！　今だってほら！」

　誰かが空を指さす。

　それにつられて、双葉も上空を見た。が、もうガーゴイルは飛んでいない。決着がついたのだろうか。

「……いや、今はいねーけど、とにかく本当に飛んでたんだって！　ガーゴイルが光線撃ってたんだってば！」

「そりゃ、ガーゴイルさんが空から光線撃つのなんて、私達見慣れてるけれど……でも、ガーゴイルさん以外の別人かもしれないじゃない」

「ピクシーちゃんだっけ？　そのくらい小さな敵と戦ってるのかもしれないし……」

　ガーゴイルの犯行に対して、徐々に消極的な意見が出始める。そもそもガーゴイルが御色町の守護神という概がい念ねんは簡単に取り払われるものではない。

　皆、ガーゴイルのことを信じたいのだ。

　だけどガーゴイルが家を破壊する姿を見てしまったので、常識が揺らいでしまっている。

「けど、ホラ！　見てよ！　この写真！」

　誰かがガーゴイルの犯行を写したケータイを見せる。

「何も写ってねーじゃん」

「あれ、本当だ……でも、本当に見たんだって！」

　様々な意見が入り交じる中、誰かがぽつりと呟いた。




「見たものが全てじゃない。私、聞きましたよ。ガーゴイルさんが光線を撃ちながら『楽しい』とか叫んでいたのを」




「なっ――！」

　真っ先に反応したのは双葉だった。

「誰だ今言ったの!?　てめぇ、ウソついてんじゃ……！」

「待って双葉ちゃん！」

　飛びかかろうとする双葉を、後ろから美森の母親が押さえつける。

「なんだって!?　楽しいだって？」

「ホラやっぱりガーゴイルが悪いんじゃないか！」

「仮に誰かに操られてるとしたって、あんな力持てあましてるのが悪いだろ！　なんで吉永さんは監かん督とくしないんだよ！」

「ペットの躾しつけがなってないのよ！」

　口々にガーゴイルに対する罵ば詈り雑ぞう言ごんが増える。

「ふざけんなガーゴイル！　俺の家返せよ！　なんで壊したんだよ!?」

「返してよ！　なんであなたに壊す権利があるのよ!?」

　ガーゴイルがそんなことを言うはずがない。

　訂正するために走り出したいが、双葉は美森の母に押さえつけられている。怒鳴りたいが、口は美森が押さえつけている。

「双葉ちゃん、今行っちゃだめよ」

　すごい力で押さえつけながら、冷静に諭さとす美森の母。

「あなた、すぐにお家に帰りなさい。できれば帽ぼう子し被かぶって」

「……！」

「ガーゴイルさんのこと、悪く言われて悔くやしいでしょうけど、我が慢まんして。収まるまで家に入って、じっと待ってるの。わかる？」

　美森の母は、カバンから帽子を取り出して双葉に被せる。

『双葉ちゃん。今は我慢よ。家に帰りましょう』

　帽子の中からピクシーの声が聞こえる。

「ガーゴイル、どこだ!?　出てこい！」

「吉永さん家にいるのか!?」

「ウチを返せ！」

　横断歩道に集まっていた人達は、最初の倍くらいに膨ふくれあがっている。

　群集心理という言葉を聞いたことはあったが、実際に意味を理解したのは、この時が初めてだった。

　今、双葉が出ていったら、場が収まるどころか火に油を注いでしまう。

「双葉ちゃん、大丈夫？　顔、青いわよ」

「……うん。おばちゃん、ありがと」

　震える声で、双葉は言った。

　美森の家族に小さく手を振ると、帽子を目ま深ぶかに被って走り出す。

「ガーゴイル！」

「ガーゴイルはどこだ!?」

　もはや老若男女すらわからない、ガーゴイルを呼ぶ声。

　今、一番叫びたいのは双葉なのに。
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　差別なき破壊に困惑しているのは、人間だけではない。

『なんだなんだ一体……』

　いつもの寝床でひなたぼっこをしていた彼を起こした爆発は、そのまま寝床までも消し去っていった。慌あわてて逃げ出したはいいが、未だに耳鳴りが止まない。

　彼の名は菊きく一いち文もん字じ。額に一文字の傷があることから、人間達にそう呼ばれている。黒い毛並みが自慢の、猫だ。

　またガーゴイルがケンカでもしているのか、と思ったが、どうやらそうではないらしい。だとすると地震か何かの災害だろうか。

　人間同様、御色町の動物達はもしもの時のための避難所を決めている。というかガーゴイルに決めさせられた。災害時、動物達だけで逃げても、ガーゴイルを通せば飼かい主ぬしに連絡が取れるのだ。

『オイラもそっちに行くかな……』

　身体を屈くつ伸しんさせて、移動を決意する菊一文字。

　寝床にしていた図書館も、やがて人間がたくさんやってくるだろう。そうなる前に退散した方がいい。殺気だった人間は何をするかわからない。

　休んでいた茂しげみから出ると、いきなり人間に出くわした。

「どうして……まさかアレを根に持って……いや、そんなはずは……」

　ブツブツ呟きながら、菊一文字に目もくれずに横切って行くのは、図書館の水野館長だった。たまに菊一文字に昼食のパンのかけらをくれたりする、良い人間だ。

「怪盗百色が爆破なんて……いや、でも他にも見た人がいると言うし……町ではガーゴイルさんが暴れてるし、どうなってるんだ……」

　頭を掻かきむしりながら図書館に入っていく館長さん。

　ガーゴイルが暴れているとはどういうことだろう。

『百色って、いつも黒マントのあったかそうな人間だよなぁ？』

　水野館長の言葉を思い出す。

　爆破したと言っていたが、菊一文字はそんな現場見ていない。

　というか、いつも寝床にしているこの図書館に百色が最後に訪れたのは、もう一ヶ月以上前だ。

『違うのかな？　オイラ見間違えたのかな……』

　いつもヘンテコな帽子を被っているから、見間違えるはずがないのだが。それとも菊一文字の死角から侵入したのだろうか。

　しかし爆破とは物ぶつ騒そうだ。

　そこで菊一文字は思い出す。

『あ、こないだ見たアレって、もしかして！』

　跳ねるようにして走り出す。図書館の玄げん関かん前で、いつも来客を迎えている「考える人」の石像。

　その足下に不審な物体を発見したのだ。

　まさかそれが爆弾だったのか。もしそうだとしたらすぐにガーゴイルに知らせなくては。

『あれ？』

　その物体は「考える人」の足下にあった。石の足で踏んづけるように、こっそりと置かれている小さな箱。菊一文字の肉球より小さい。

　誰かの忘れ物だろうか。

『爆弾じゃないのか……良かった』

　それならこれ以上寝床が壊されることはない。安心して菊一文字は箱を元の位置に戻した。よく考えたら、こんな小さな爆弾などあるわけがないではないか。

　爆弾のことばかり考えていたら、友達の安あん否ぴが気になり始めた。先ほどから救急車のサイレンが鳴り響いているが、人間ですらケガをしているのだ。犬猫などは致ち命めい傷しようを負っている者もいるかもしれない。

『オイラにもできること、あるかな――』

　喉のどを鳴らすと、菊一文字は図書館から走り出す。
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　梨々がレイジを見つけたのは、本当に偶然だった。

　破壊し尽くされ、誰もいなくなった住宅地。

　電柱の下で苦しそうに呻うめいているレイジ。何か毒でも盛られたように青ざめている。

「う、動かないで！」













　その後頭部に拳けん銃じゆうを突きつけた瞬間、レイジの姿が消滅した。

「え――」

「誰かと思えば、怪盗百色の娘か」

　背後から声が聞こえ、振り向くとレイジがいた。

　どうやって移動したのか、まるでわからない。しかし表情は苦しそうなままだ。

「レイジ！」

「フン。いくら弱っていても、子供に負けるほどではない。命が惜しかったらやめておけ。私も今日は疲れた。手て加か減げんができぬぞ」

「う、うるさい！　なんで苦しそうなのよ!?　おじさんにやられたの!?」

「もう一歩で百色を仕し留とめられるところで、高原イヨに邪じや魔まをされた。あの老婆、小こ癪しやくな道具を使う。催涙弾を凝ぎよう縮しゆくしたような痛みだ。嫌がらせに全力を尽くすタイプだな」

　レイジの分ぶん析せきを否定できない梨々。兎轉舎のお姉さんならやりかねない。

　いや、問題はそこではない。

「お、おじさんは!?」

「だから逃げたと言っているだろう。無様にもな」

「そ、そうじゃなくて！」

　聞きたいことがあった。

　どうしてもこれだけは知っておかなくてはならない。

「おじさん、図書館を爆破したの？　本当に？」

「ほう、あれを見たか」

　楽しそうに笑うレイジ。

「そうとも。私が百色を倒すのに全力を尽くしたように、ヤツも私を倒すために策を弄ろうしたというわけだ。チマチマと時間をかけて私を野放しにするリスクと、多少の犠ぎ牲せいを払ってでも私を倒すリスクを天てん秤びんにかけただけだ」

「ウソよ！　絶対にウソ！」

　拳銃を構えたまま、梨々は強く叫ぶ。

　自分の考えを曲げないために、鼓こ舞ぶしているのだ。

「だっておじさんは――」

　仕事のために建物を爆破したことは、いくらでもある。もちろん謝あやまって済むレベルの話ではないことも理解している。

　だけどこんな無差別に破壊することは絶対にない。あくまで仕事で必要になった時、壁かべに穴を開ける程度の爆破だ。

「そう、おじさんは仕事以外で人に迷めい惑わくをかけたりしない！　あれ、幻覚か何かでしょ!?」

「察しがいいな、怪盗百色の娘」

　少しだけ驚おどろくレイジ。

「これだけの情報で幻覚という結論に辿り着くとは。勘かんにしても鋭いな」

「……それっぽい目をしてるもん」

　正確には、梨々が読み取ったのだ。

　彼女には、そういう力がある。

　レイジの視線。百色のことについて、噓うそを隠している目だった。百色が無実で、だけど梨々が先ほど見た現象を説明するには、幻覚しかあり得ないのだ。

「いかにも、あれは私が見せた幻覚だ。図書館を破壊したのは百色ではなく、私が作ったケツァルコアトルという石像だ。まぁお主一人にバレたところで、事態は止まらぬ。すでに何人もの人間が百色の犯行を見ているのだからな」

「訂正すればいいもん！　あなたを捕まえて、真実を暴あばいてやるんだから！」

「真実だと……？」

　レイジが一歩前に出る。

　その目の奥に、薄気味悪いものを感じた梨々は、つい下がってしまう。

「何が真実だ？」

「え？」

「百色は誰も傷つけない、正義の怪盗――ヒーローのように現れ、悪人しか傷つけず、建物を破壊しない善良な男だと、本気で思っているのか？」

「そ、そうよ！」

「だとしたら、お主は百色の事を何もわかっていない」

　確信に満ちた声。

「な、なによそれ！」

「お主も娘なのだから、奴の経歴について調べたことはないのか？」

「あ、あるもん！　おじさんは正義の怪盗で――」

「それは公式の記録だろう。新聞やテレビなどのメディアが報じる百色の情報だ。私から言わせれば、美化しすぎで逆に気持ちが悪い。怪盗百色の本質は、破壊者であり殺人者だ。奴の事を調べ尽くした私が保証しよう」

「噓よ！」

「噓ではない。ならば尋ねよう、怪盗百色は生まれた時から怪盗百色だったのか？　若い頃でも、まったく失敗を犯さずに盗みを成なし遂とげられたのか？　盗みの最中で、アクシデントが起きた時は？　警けい察さつに追いつめられた時は？　どこまでも追いかける暗殺者に狙われたら？　建物を破壊して、被こうむった損害は誰が払う？　拳銃に実弾を詰めているのは、何のためだ？」

　どの質問にも答えられない梨々。

　自然と、拳銃を持つ手が下がる。レイジにしてみれば梨々を取り押さえるチャンスなのだが、あえてそうしない。

「仮に、だ。その全ての事件を、百色の知恵と運で切り抜けたとしよう。立りつ派ぱなものだ。公式の記録は噓ではなかった――と、してもだ。私は奴が人を殺す現場を見ている」

「えっ!?」

「私がかつて率ひきいていたツァコル教の信者だ。その一部が奴によって殺された」

　レイジの視線を見る。

　まったく泳いでいない。真実を告げている目だ。

「それを理り不ふ尽じんだとは思わない。私達も銃をもって百色を殺そうとした。あれだけの数の信者に襲われて、誰一人殺さずに切り抜けるのは不可能に近い。だがそれを許す気にはならん。その日から、今日の私が始まったのだから」

「…………」

　俯うつむき、何も言い返せない梨々。

　否定したいのは山々だが、レイジの目が噓を言っていない。自分の目の力は、自分が一番よく知っているから。

　足音が近づいてくるが、身体に力が入らない。

　それこそ、蛇に睨にらまれたようだ。

「それを知りつつ怪盗百色に味方するのであれば、それも良かろう。だが娘と名乗るからには、知っておいた方が良い情報だったろう」

　足音が真横から聞こえ、そして後ろに遠ざかっていく。

　顔を上げ、背後を見たがレイジの姿はなかった。前も後ろも、誰もいなかった。

　ひとり取り残された梨々は、拳銃を握り直す。

「あっ」

　手が滑すべって、拳銃が落ちた。

　実弾の入っていないクラッカー銃だが、誰かに見られたくない。しゃがみこんで拾おうとするのだが、また手から落ちる。

　見れば、手が汗でぐっしょりと濡れていた。

「おじさん……！」

　拳銃を両手で握りしめ、梨々はいなくなった百色を想う。

　遠くで、またサイレンが鳴った。































『思えば――我われは最初から双ふた葉ば達には様々な物をもらっていたのだな』

「あん？」

『まず最初に、我は双葉に蹴けりをもらった』

「……バカにしてんのか？」

『いや。あの蹴りは我に常識というものを教えてくれたのだ。そして双葉は我に罵ば声せいを与えた。我が近所の者に迷めい惑わくをかけなくなるまで、何度でも』

「そりゃガーゴイルがちゃんとしねーと、ウチが怒られるしなー」

『そのガーゴイルという名も、双葉達が与えてくれたものだ。この名前が、我を我たらしめる起き因いんとなる。門番として全すべてを守ろうと決意するきっかけになったのだ』

「あ、あとその鈴な」

『そうだ。佐さ々さ尾お殿どのからもらった、初めての物品だ』

「で、それがどーかしたのか？」

『双葉よ。今の我があるのも、汝なんじらのおかげだ。心より感謝する』

「な、なんだよ改まって。気持ち悪いっつーの！」

『気持ち悪い――それで思い出したのだが、双葉よ』

「ん」

『そろそろこの犬用の服を脱がせてはくれぬだろうか』

「ダメだ。パーティの間だけでも着ろ。その方がみんな面白いだろ」

『むぅ』
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　まるで違う国を歩いているようだ。

　双葉もテレビなどで紛ふん争そう地域の映像を見たことはある。空爆に晒さらされて壊れた建物。汚れた空気。いつ来るかわからない死に怯おびえながら過ごす人々。

　今の御ご色しき町ちようは、それに似ていた。

　古い家はぺしゃんこに潰つぶれ、鉄筋コンクリートのビルも砂山のように崩くずれている。電柱や木が倒れ、道路が瓦が礫れきで埋まり、通れなくなった車が立ち往おう生じようしている。その車もバンパーが取れていたりする。

　潰れた家を必死に掘り出そうとしている人。

　泣き出す子供を、泣きながら歩かせる母親。

　呆ぼう然ぜんと座りこんでいる人。

　昨日まで、御色町で普通の生活を営んでいた人達だ。

　サイレンの音しか聞こえないため、逆に静かだった。

　全部が全部、破壊されたわけではない。サラ地のようになっている区画もあれば、町のど真ん中にあるのに無傷でいる区画もある。だが無事だった家の人間も安あん堵どしていられない。いつ次が来るかわからないのだから。

　そして家を破壊された人達は、少ない荷物を手に避ひ難なん場所へ歩く。手に携帯電話を持っている人が多いのは、家族や親戚に連絡をするためだろう。

「ガーゴイルどこだ！　なんとかしろ！」

　空に向かって叫ぶ人達。

　どこに行ってもガーゴイルの名が聞こえるようになっていた。

　皆、穏やかな語調ではない。

「…………なんだよ、クソ」

　帽ぼう子しを押さえながら、双葉は家路を急ぐ。

　パパとママと和かず己みが心配だ。

「ピクシー、みんな無事なんだろうな」

　帽子の中のピクシーに小声で尋たずねるが、

『ごめんなさい。ちょっとわからないんです』

「なんでだよ」

『周囲に人が多すぎて――あ』

「どした」

『双葉ちゃん、そこ曲がってください』

　帽子の中なのに見えているのか。ピクシーが示したのは、広い国道に出る曲がり角。家とは逆方向に向かう道なのだが。

　まぁこんな時に冗じよう談だんを言うはずがない。何かピクシーに考えがあるのだろう。双葉は無言で国道への道を走る。

　程なくして、広い道に出た。三車線はある。この町を東西に分断する国道で、よくガーゴイルが事故防止のためにパトロールしている場所だ。今は逃げ出す人達の車でごった返しており、どちらの車線も渋じゆう滞たいしている。

「あ！」

　そこで双葉はピクシーの指示を理解した。

　歩道橋の上――奇くしくも以前、ピクシーが暴れた際に取り押さえたものと同じ――にガーゴイルの姿が確認できた。欄らん干かんから頭だけ出しているのは、どういうことか。

「おいガー……！」

　叫ぼうとして、やめた。周囲にはまだ人が大勢いる。バレたら責められるのは確実。双葉は声を殺して歩道橋をダッシュで駆け上がる。

　果たして、そこにガーゴイルはいた。

「ガー……ゴイル？」

　自信がなかった。

　ガーゴイルといえば、犬の形をした石像だ。悪魔のような翼と、鎧よろいのような装そう甲こうを持っている奇妙な石像。

　今、歩道橋の上にいるそれは、身体からだの半分以上が欠けていた。

　両腕も両足もなく、耳が片方しかない。胴体もヒビ割れており、脇わき腹ばらのあたりがごっそりなくなっている。













「おいガーゴイル!?　お前どうしたんだよそれ！」

『双葉、来るな！』

　背中で語るガーゴイル。

　そうは言っても心配だし、もう走り出してしまっている。

「あぅっ！」

　が、強烈な光が双葉の目を焼いた。

　顔を伏せて、もう一度上げると、目の前にガーゴイルの背中があった。何かから双葉を守ってくれたのだ。

「お前……」

『黙って、今すぐにここを離れるのだ！　猶ゆう予よはない、早くしろ双葉！』

　ここまで声を荒らげるガーゴイルは初めてだった。

『ピクシーよ！　いるのであれば、双葉を守れ！』

『は、はいっ！』

　双葉の帽子の中からピクシーが飛びだし、手を前にかざす。すると巨大な光の盾たてが双葉の周囲を覆おおった。

『おぉ、そういえば吉よし永なが家けに住むのはガーゴイルだけではなかったな』

　どこからか声がする。いや、どこからかなんて曖あい昧まいな場所ではない。

　双葉のすぐ近くから聞こえる。

　しかし姿は見えない。

『おっと、失礼。お初にお目にかかる。吉永家の娘よ』

「わっ！」

　ガーゴイルの鼻先に、それはいた。

　白い蛇の石像だ。一瞬前までは確かにいなかったのに。

「てめぇ、誰だれだ!?」

　この状況下で、この蛇を敵だと思わない者はいない。

　そのカンにさわる喋しやべり方も、人をバカにしたような目つきもそうだ。全てのピースが繋つながる。

　この蛇が、町を壊したのだ。

『余よはケツァルコアトル。ミズチの象徴也なり』

「ケツァルコアトルだぁ？」

　長ったらしい名前だ。だが、忘れることはできない。

　この石像が、ガーゴイルをこんなにしたのだ。

「何しに来やがった！　御色町をこんなにしたのもテメーだろ！」

『いかにも。だが、もうその必要はなくなった』

「んだと……!?」

『もうすぐ余の研究は終わる。ガーゴイルの破壊をもってな』

　余裕に満ちた声。

　実際、強いのだろう。ガーゴイルがここまで傷を負っているのに、相手はツルツルの肌をしている。

『双葉！　この者に構わず逃げろ！』

　ガーゴイルはまだ叫んでいるが、この蛇には聞きたいことが山ほどある。ついでに蹴りの一発もお見み舞まいしなくては。

「おいピクシー！　あいつブッ倒すぞ！」

『うん！』

　双葉の頭の上からピクシーが光線を放はなった。

　同時に双葉が走り出し、ドロップキックの体勢をとる。充分に助走をつけ、今まさにケツァルコアトルに飛びかかろうとしたその時、

『双葉！』

『きゃあああっ！』

　まずピクシーに光線が浴びせられた。いや、ピクシーは最初から双葉をかばうつもりで先制攻撃したのだ。自分が最初に狙ねらわれることで、双葉を守ったのである。

『きゃあっ！』

　光の障しよう壁へきごとはじき飛ばされるピクシー。歩道橋から落下していく。

「オラァアアアアアッ！」

　双葉はさらに走り、白い蛇の顔面をロックオンする。

　が、ケツァルコアトルの行動はそれより速かった。

　跳とぼうとする双葉に強いフラッシュが焚たかれ、髪かみの毛けを焼いた。

　頰ほおに強烈な熱気を感じた時には、もう遅かった。

　ケツァルコアトルが本気で双葉に光線を撃うったとわかったのは、全てが終わってからだ。たとえ双葉が充分に用心したとしても、自動石像が放った光線を避よけることなどできない。

　背筋に冷たい空気が流れる。

　死の危険の匂においがする。

　こんな危険を、今まで双葉は何度も経験し、そして乗り越えてきた。

　ガーゴイルの助けがあったから。

　いつも通りだ。

　ガーゴイルはいつもと同じ行動をとったに過ぎない。

『ふた……ば……!!』

　見慣れた石像の、頼もしい背中が見える。

　その熱波を全て受け止めたのは、双葉を守ろうとする意志そのものだ。

　結果、今まで蓄ちく積せきされたダメージが許容量を超えたのだ。

「ガーゴイル！」

『…………ろ…………！』

　それが最後だった。

　ガラスが割れる音によく似ていた。




　ガーゴイルの耳が、顔が、腕が、手が、銅が、足が、鎧が、翼が、砕けた。




　犬の石像がただの石に変化した。魔法をかけられたように砕け散った。パズルのピースをぐちゃぐちゃにかき混ぜたように、黒い石が歩道橋の上に散らばる。

「……は」

　跳ぼうとした双葉の足が止まり、石の破片を踏ふむ。

「おい、ガーゴイル……」

　隠れたのかと思った。

　目の前から突然、あの犬の顔が消えてなくなったのだ。

　代わりに転がる黒い石ころが何なのか理解するまで、数秒を要した。

「……ガー……!?」

『見えなかったのか？　ガーゴイルの傷が』

　歩道橋の欄干に座るケツァルコアトルが、落ち着いた声で告げた。

『余との戦いで消耗していただろう。もはや光線を撃つことすら適かなわぬ身体だった。余はその身体に少し衝しよう撃げきを与えただけだ』

「てめぇ……！」

　悲しみよりも先に、怒りがこみ上げてきた。

　何な故ぜだろう、ガーゴイルはどんな状況でも大丈夫という固定観念があるようだ。だから双葉の全ての感情は、ケツァルコアトルに向けられる。

『勘かん違ちがいするな吉永双葉。とどめを刺したのはお主ぬしだ』

「え……？」

『余とガーゴイルは、これでも互角の戦いだった。余の作戦によって、ガーゴイルを追いつめることに成功はしたが、ガーゴイルの力は残っていた。奴は自分の身が砕け散っても、余と差し違えるつもりだった』

　ケツァルコアトルの言葉の意味が、双葉にもわかった。

「あたしが……あたしを守るために、ガーゴイルは負けたってのか？」

『いかにも』

　返答は、簡かん潔けつだった。

　ガーゴイルはずっと「来るな」と言っていた。考えてみれば、あれだけ傷を負っているのだ。双葉を守りながら戦うことなど無理だ。

　だとしたらどちらか一つに集中するしかあるまい。

『ガーゴイルは常に一方を犠ぎ牲せいにした。町と自分、お主と自分を常に秤はかりにかけ、自分を捨ててきた。それは尊敬に値する』

　勝者の余裕だろう。ケツァルコアトルはこの期ごに及んでガーゴイルを褒ほめまくる。

『これはもらっていくぞ』

　ガーゴイルの破片のいくつかが浮いた。それはケツァルコアトルの開いた口の中にガッチリとはめ込まれる。

「待てよてめぇ……！　このまま逃げるつもりかよ！」

　拳こぶしを構え、ケツァルコアトルを睨にらみつける双葉。

『敵かなうわけがないと知りつつ、それでも余と戦うか』

「たりめーだ！」

　泣くのは後でいい。

　今は、この蛇を破壊する。どんな手を使っても、どんな目に遭あっても。

『クックククク……弟が敗れたのも、人間相手だったな。侮あなどってはいけないと、わかっているのだが、さすがに子供では余を倒すのは無理だ』

　ケツァルコアトルの身体が浮いた。

　その姿がどんどん小さくなる。

「待て、逃げんなコラ！」

『吉永双葉よ。余はお主のような感情に忠実な者は好きだ。だから忠告しよう、今はそれどころではないぞ』

「んだと!?」

　歩道橋の欄干に昇ってまでケツァルコアトルを追おうとする双葉だが、

『よく考え、周りを見ろ。余が助言できるのはこれだけだ』

　そう言い残して、空中で消えた。瞬間移動である。

　残ったのは、双葉とガーゴイルだったもの。

　急に周りが静かになる。

「…………ガーゴイル」

　名を呼ぶが、返事はない。

　その場にしゃがみこみ、破片を手に取った。

　黒い、金属のような光こう沢たくのある石。

　いつも触り慣れているガーゴイルの身体だ。

「ガーゴイル、だよなコレ……」

　悲しむというより、理解できない感情だった。

　生き物の死体ではない。

　だけど、もう物も言わない身体。

　人間が死ぬのとは、少し違うのだ。血も流れないし、死体も残らない。代わりに重い石ころがいくつも転がっているだけ。感情のやり場に困る。

「ガーゴイル……」

　返事を期待して呟つぶやいてみるが、やっぱり無言。

『――ごめんなさい、双葉ちゃん』

　ピクシーの声。

　歩道橋の欄干に座っていた。少し服が汚れているだけだ。元気に飛び回っているので、少し安堵する双葉。

『守れませんでした……』

「ピクシーのせいじゃねーよ」

　ショックを振り払うためにも、素早く行動する。

　双葉は石の破片を一カ所に集めようと立ち上がる。

　どんな形をしていても、ガーゴイルだ。破片は拾っておきたい。

「――おいコラ」

　そんな双葉に浴びせられる、野太い声。

　振り返った双葉を待ちかまえていたのは、知らない男の人だった。それも数人。

　皆、極ごく彩さい色しきの格かつ好こう。髪の毛は金髪に染め、革ジャンやらジャージやら、およそ仕事や勉学に勤いそしむには不適切な格好をしている。

　そんなガラの悪い男達が、友好的とはほど遠い目つきで近づいてくる。

「オメー、吉永さんとこのガキだろ」

「だったら何だってんだよ」

「それ、ガーゴイルだろ」

　男が指し示すのは、ガーゴイルだった石ころ。

「……だから何だよ。関係ねーだろ」

　苛いら立だつ双葉。

　しかし男達の苛立ちの方が強かった。

「関係あるに決まってんだろ！　こいつのせいで、町がここまで滅め茶ちや苦く茶ちやになったんじゃねーか！　責任とれよ！　あぁ!?」

「ち、違うって！　ガーゴイルのせいじゃねーよ！」

「ウソつくんじゃねーよ！　俺だって見たんだよ！　ガーゴイルが光線撃って、ウチを爆撃したんだよ！」

「だから、それは違うヤツなんだよ！　ガーゴイルじゃねーって！」

　弁解する双葉だが、男達がそれで満足するわけがない。

「誰がやったとか、どーでもいーんだよ」

　怒ど鳴なる男の脇から、別の男が現れる。

「町がここまでブッ壊されてんのに、なんでガーゴイルは守ってくれねーんだよ！」

　別の男がガーゴイルの破片を蹴り飛ばす。

　双葉が集めようとした破片は、歩道橋の上からボロボロとこぼれ落ちていく。

「やめろ！　蹴んな！」

　双葉が止めに入るが、さらに別の男が双葉の頭を片手で押さえる。

「くっそ、離せコラ！」

「うるせぇクソガキ！　こっちはムカついてんだよ！」

　双葉の頭を持ったまま、鋭く睨みをきかせる男。

　よく見ると、その目は泣きそうだった。

「そいつはな！　一年間バイトして貯ためた金で買った新車ブッ壊されたんだ！　どんだけ苦労して貯めたかわかってんのか!?」

　そう叫ぶガーゴイルの破片を蹴りつける男も、また悲しい目。

「俺だって、家を爆破されたよ！　親父のローン、まだ残ってんだぞ！」

「バイト先の店も壊されたんだぞ！　店長これからどうやって食ってくんだよ！」

「おふくろがケガしたんだぞ、ガーゴイルのせいで！」

　答えられない双葉。

　慣れていないのだ。ここまで自分とガーゴイルが責められるということに。ごめんなさいと謝あやまって、簡単に修理をすれば許してもらえる事態ではないのだ。

　最初、レイジが催さい眠みん術じゆつなどで操あやつっているのかとすら思った。それほどガーゴイルに対する敵意は凄すごかった。

　この男達がガーゴイルの破片を蹴るのは、ウサ晴らしではない。

　復ふく讐しゆうしてもし足りないくらいの悲しみがあるからだ。

「クソッ！　返せよ！　ウチの家返せ！」

　もはやただの石になったガーゴイルの破片を摑つかみ、思いっきり放り投げる男達。石像の形をしていれば殴なぐるなり蹴るなりできただろうが、ここにあるのは小さな石の集まりだ。怒りのやり場はますます失われる。

　そんな彼らは、やがて静かに倒れ始めた。

　無言で歩道橋の上に転がり、やがて寝息を立てる。

『……ごめんなさい』

　欄干の上で、ピクシーが謝った。彼女の仕し業わざだ。

「ごめん――」

　倒れた男達に、双葉も頭を下げた。

　それ以外の償つぐない方がわからなかった。







　ガーゴイル、いや吉永家に対して強い感情を持っているのは、あの男達だけではなかった。歩道橋からガーゴイルの破片を拾い集め、家に帰るまで様々な人とすれ違ったが、活気のある人はいなかった。

　天に向かってガーゴイルの名を呼び続ける者がいる。

　泣きながらガーゴイルを求める人もいる。

　そんな人達を横目に、双葉は走る。無視していくのは本当に辛つらかったが、一人一人に声をかけるわけにもいかない。

　今は家族が心配だ。すぐに家に帰りたいのだが――

　荷物をまとめて避難する集団とすれ違った時、

「あれ、双葉ちゃん？」

　誰かが双葉を指さして、呼んだ。

　その声に反応して、周りの目が一斉にこちらを向く。

「いっ……!?」

　どうしてわかったのだろうか。よく見てみればいつもママとお喋りしているオバサンだった。

　本人にしてみれば悪気はなかったのだろう。ただの確認のつもりだったのかもしれない。だが今、その名前を聞いた人達が同じ感情を持つとは限らない。

「双葉……吉永さんとこの……？」

「吉永さん……」

　精気のない声でぼそぼそと確認する人達が、ゾンビのように見えた。

　得え体たいの知れない恐怖が双葉の全身を包んだ。

　怒られるのでもない、責められるのでもない。何をされるかわからない不安が恐怖となって、双葉の足にまとわりついたのだ。

「ご……ごめんっ！」

　それだけ言い残して、双葉は走った。

　帽子の中にピクシーがいることも忘れて、ただ家への道を走った。人の目を気にしすぎて、自分の家がどうなっているか、考えもしなかった。

　そしてそれを後こう悔かいしたのは、吉永家が見えた頃だった。

「吉永さん！　いるんでしょ!?」

「出てきて、何か言ってくださいよ！」

「吉永さーん!!」

　玄関げんかん前に、ものすごい数の人だかりができていた。十人じゃ足りない。三十人くらいいる。おそらく避難所へ行く前に一言言っておきたかったのだろう、荷物を抱えた人が多く見られる。

　その全員がインターホンの前で声を張り上げていた。

「ガーゴイルさんは!?」

「ガーゴイルさん、助けてください！」

「早く出ろよ、おい、ガーゴイル出せよ吉永さん!!」

　集まった人達は、別に市民団体やヤクザなどの特定の集団ではない。家を壊された、数時間前までは楽しく過ごしていた人達なのだ。

　中には声も出さず、じっと家を見つめる人もいる。

『双葉ちゃん……』

　髪の毛が震える。

　帽子の中のピクシーも、この異様な光景に恐怖を感じているのだ。

『今出ていったら、ダメですよ』

「……ん」

　そこまで空気の読めない双葉ではない。

　――ウチ、無事だったのか。

　恐怖の中、それだけは確認できてホッとする。どこにも爆撃を受けていない。隣となりの家も平気だ。この区画は爆撃を免まぬかれたのだろう。本当に良かった。

　そこで気づいた。

　だからこそ、みんな苛立っているのか。

　あれだけ破壊の限りを尽くしたガーゴイルが住む家が無事なのだ。大切な家を壊された人達がどう思うか、双葉にも良くわかる。

　理り不ふ尽じんすぎる。

　犯罪者がのうのうと暮らしているようなものだ。

　本当はガーゴイルは悪くない。吉永家が無事だったのも、あのケツァルコアトルとかいう蛇の策略なのかも知れない。が、それを説明するのは難むずかしい。興こう奮ふんした人達が聞いてくれるか。なにより証しよう拠こがない。

　自分らしくない行動だとは思う。

　普段の双葉だったら、誰彼かまわず飛び出していって、ガーゴイルが悪くないことを力説するだろう。しかしそれは双葉の話をきちんと聞いてくれる人がいるという前提あってこそだ。

　帽子の中のピクシーに何度も説得されなければ、今頃双葉はどうなっていたか。

　ともあれ、この場もやり過ごすしかなかった。

　かなり大回りして、吉永家の裏の家の庭にお邪じや魔まする。そこから吉永家の敷地に侵入し、どこか開いている窓を探す。

　ここからが問題だ。裏から吉永家に入れる窓は存在しない。ガーゴイルが防犯のためにきちんと監かん視しして、カギを換かえさせたのだ。おかげで今、双葉が困っている。

　こうなったら、割って入るしか――などと危険な考えも脳のう裏りをよぎったのだが、

「……双葉ちゃん？」

　意外な人物が窓から顔を見せた。

　兄のガールフレンドである、片かた桐ぎり桃ももだ。







　リビングで双葉が見たものは、頭に包帯ほうたいを巻いた和己だった。

「兄貴！　どうしたんだよそれ!?」

　問いかけるが、気を失っているので返事ができない。包帯には血が滲にじんでいる。ケガをしたのだ。

　まさか誰かに殴られて――そう危き惧ぐした双葉だが、実際には違った。図書館の崩ほう落らくから桃と子供をかばってできた傷らしい。

「本当は救急車も呼びたいんだけど、今、お医者さんはどこもいっぱいみたいで、仕方ないから図書館の館長さんと二人でここまで運んできたの」

　申し訳なさそうな表情の桃。

　今、救急車を呼んでもここまで来られるかどうか。だったら他の方法を考えた方が良さそうだ。幸い、この町は変人揃ぞろいだ。和己の怪け我がくらい簡単に治せるだろう。

「さっきからずっと呼び鈴鳴ってるんだけど、怖くて出られなくて……」

　縮ちぢこまる桃の気持ちはよくわかる。

　むしろこんな場所で、ずっと和己の看かん病びようをしてくれたのだ。いくら感謝しても足りないくらいである。

「そういや、ママは？」

「ママさん、どこにもいないの。お出かけ中だったのかな」

　そう言ってリビングに入って来たのは、意外にも梨り々りだった。

「え、梨々？　なんでお前が？」

　和己と桃と梨々とは、また変な組み合わせだ。

「ちょっと調べものしてたら、偶然会ったの」

「梨々ちゃんね、応急処置がすごくうまいの。図書館の館長さんにも褒められてたのよ」

「へー」

　百ひやく色しき仕込みの応急処置か。弾丸でも摘てき出しゆつできそうなイメージである。

　その梨々は俯うつむいたまま、悲しい表情をしている。

「梨々、百色はどーしたんだ？」

「そう、それで聞きたいことがあったの。双葉ちゃん、おじさん見なかった？　何か変なことしてなかった？」

「百色が変なのはいつものことだろ」

「ううん、そうじゃなくて、その……破壊活動とか」

「あー、それか」

　双葉にもピンと来た。きっと百色もガーゴイルのようにテロを起こしたという噂うわさが立っているのだろう。

「アレな、全部ケツァルコアトルとかいうウンコみてーな蛇の仕業だよ。ガーゴイルに罪を着せようとしてるんだ。だから百色もきっとレイジにハメられてるぜ」

「……そっか」

　表情がわずかにほころぶ梨々。

　しかしまだ疑念が消えていない様子。これ以上に悩むことがあったのだろうか。まぁガーゴイルが同じ目に遭っていた双葉にも理解できるが。

　そのガーゴイルも、今は――

「ねぇ双葉ちゃん。ガーゴイルさんは？」

　桃の何気ない質問に、双葉は一瞬答えられなかった。

　平静を装よそおっているつもりだったが、他人に状況を説明する段になって、その事態の重みがのしかかってくるような予感がするのだ。

「見つからないの？」

　何も知らない桃の言葉が、痛い。

　双葉はポケットから、それを取り出して見せた。

　黒い石。双葉の洋服のポケットすべてを使って、ようやく詰めこんだガーゴイルの破片だ。蹴散らされ、歩道橋から落ちた分までは回収できなかった。

「ガーゴイル、壊れた」

「――ウソ」

　口を押さえる桃。

　これが噓うそだったらどんなに良いか。

　言葉に出して、ようやく双葉にもわかってきた。

　もうガーゴイルは動かない。

　ピンチになっても助けてくれないのだ。

「……直るの？」

　青ざめた表情の梨々に聞かれて、双葉は思い出す。

　兎と轉てん舎しやのお姉さんは、いつもガーゴイルを直してきた。

　賢けん者じやの石は万能だと、彼女も言っていたではないか。

「そっか、兎轉舎で直してもらえばいいのか……」

　自分の迂う闊かつさを呪のろう。可能性はまだあったのだ。

　わかった途と端たん、いてもたってもいられなくなった。

「ごめん、あたしちょっと行ってくる。桃ねーちゃん、しばらくウチにいてもらっていいか？」

「うん。気をつけて。また窓から出るといいよ」

　部屋からバッグを持ってきて、ガーゴイルの破片を全て詰める。軽かったが、仕方ない。もともと最後に会った時、ガーゴイルの身体は半分くらいしかなかったのだ。

「ピクシー、行くぞ！」

『うん！』

　はなから打ち合わせていたかのように、双葉のカバンに入りこむピクシー。

　希望が生まれると、やる気も出てきた。

「待ってろよ、ガーゴイル。すぐに直してもらうからな！」

　入ってきた窓から飛び出すと、双葉は全力で走り出した。







「やっぱり双葉ちゃんは前向きな方が似に合あってるよね」

「……そうだね」

　寝ている和己を囲んでいる桃と梨々。

　梨々はしばらく塞ふさぎこむように下を向いていたが、やがて何かを決心したように、キッと上を見る。

「うん！　やっぱり双葉ちゃんを見ると元気でる！」

「ど、どうしたの？」

　急にシャキッとした梨々を見て、驚おどろく桃。前に吉永家でガーゴイルの誕生会をやった時に初めて会ったのだが、その時は今のようにポジティブな女の子だった。

「お姉さん、図書館でのこと、もう一度聞かせて！」

「え、百色さんを見たって話？」

「そう、その話！」

　ガーゴイルが疑われ、壊れても双葉はへこたれなかった。だったら梨々も百色を信じて、その無実を晴らす行動を取るべきなのだ。

　幸いにも、桃も百色の無実を信じてくれた。百色が図書館を爆破したように見えたけど、それを行うにはあらかじめ大量の爆薬を仕掛けなければならない。可能かどうか別として、そんな回りくどい手口を使う必要がない、という結論でまとまっている。

　問題は桃がそれをわかってくれても、他の人達が信じてくれるかどうかだ。

　レイジの幻覚がどこまで通用するのか。解除方法はあるのか。そのあたりから攻めないと、御色町の人達を敵に回すことになってしまう。

　――いや。双葉はもう敵に回しているのだ。

　それでも双葉はガーゴイルを信じ、勝たせようとしている。

「手がかり……探さなくちゃ」

　あの時と同じだ。最初にレイジの事件に巻きこまれた時と。

　証拠が欲しい。

　百色とガーゴイルが無実だという、決定的な証拠が。

　レイジを直接捕まえるのは無理だろうから、せめて御色町の人達の誤解だけでも解きたい。

　だが、それが成功したとしても、やっぱり心に引っかかる。

　――百色が、ツァコル教の信者を殺した。

　その事実がトゲとなって心に刺さったままなのだ。

　誰一人殺さないまま、怪かい盗とうになることは不可能なのか。

　それを明らかにするためにも、梨々は動く必要がある。

「お姉さん、ありがとう。ちょっと私も行ってきます」

「え、行くって、どこへ!?」

「わかんない！　でも、そうしなきゃダメなの！」

　昔よりは怪盗としての技術も上がっているはず。

　決意を新たに、梨々も吉永家の窓から飛び出していった。
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　正直、ここまで人を怖いと思ったことはなかった。

　ガーゴイルを求めて騒ぐ人の数は、徐々に増えていく。ほとんどの住民は避難所に行ったはずなのだが、怒り冷めやらぬ住民だけが外に飛び出し、ガーゴイルを呼んでいる。

　ピクシーが人の少ない道を選んでくれたおかげで、誰にも会わずに商店街に辿たどり着くことができた。

　その商店街がもっとも悲ひ惨さんだった。

　何もなくなっていた。

　瓦礫とか廃はい墟きよとか、そういうレベルではない。

　もう建物の基礎しか残っていないのだ。かろうじて残った壁の残ざん骸がいが、店の敷地を表しているに過ぎない。品物だったものは消し炭になっており、地面には割れたガラスが焼きついて光っている。

　おそらくここでガーゴイルとケツァルコアトルが戦ったのだ。そしてほとんどの被害はケツァルコアトルの仕業……ではなく、ガーゴイルがやったものだと思われているのだ。

　完全に壊れているそこが商店街だと何故わかったのかというと、そこから通じる御色駅だけは無事だったのだ。どうも線路や国道など、移動に関係する場所は被害を受けなかったらしい。その奥にある樽たる井いデパートは煙を噴いているのに。

「おぉ、双葉ちゃん……」

　商店街の入り口に座っていたのは、てんぷら屋の主人。

　咄とつ嗟さに顔を隠そうとするが、

「大丈夫だ。ワシは双葉ちゃんを責めようとは思っとらん。いくら悪いことがあっても、吉永さんに八つ当たりするヤツはいないよ」

「でも……」

「ガーゴイルさん、どうしちまったんだ？　なんでここまでする必要があったんだ？」

　本当に責める口調ではなかった。ただ純粋に疑問に思ったのだろう。

「違うんだ。ガーゴイルじゃねーんだよ。悪いヤツに幻覚見せられてるだけなんだ」

「って言われてもなぁ……」

　信じられないのも無理はない。おそらく商店街の人達は、ガーゴイルが直接店を壊すところを見たのだろう。

「あ、吉永さんところの！」

　そこへ現れる魚屋の主人。

　今度は友好的な態度ではなさそうだ。

「おい、どういうことなんだ!?　ガーゴイルさんはどこだ！」

「ご、ごめん！　また今度！」

　やはりこの状況では、いくら喋っても無む駄だだろう。

　小さく頭を下げると、双葉は商店街の中に入る。といっても、アーケードすらなくなってしまったこの場所を商店街と呼んでいいものか。

「あ……」

「……双葉ちゃん」

「双葉ちゃん――」

　走る双葉を見咎めた何人かが、名前を呼ぶ。

　それだけで辛かった。

　みんな店のあった場所に座りこんで、無事だった荷物を整理しているところだ。本当なら避難すべきなのだろうが、誰も動かない。自分の店がなくなった事実を受け入れたくないのだろう。

『双葉ちゃん……』

　カバンの中からピクシーが見上げている。

　双葉は何も答えられない。今、この人達にどんな言葉をかけても逆上させるだけだ。できるなら、早くこの場から消え去りたかった。

『あ、あそこ』

　兎轉舎もなくなっていた。

　白い灰になった建物跡には、誰もいない。兎轉舎の怪あやしい商品は頑がん丈じようなのが取とり柄えなのだろう、この惨状でも原形をとどめている物が多かった。

　双葉はその残骸の上に立ち、記憶を頼りに移動する。カウンターがあった場所も、今は木材の燃えかすしかない。

　その下に取っ手があった。

　思いっきり引っ張ると、下へ続く階段が現れる。兎轉舎もそうだが、その前身である高たか原はら商しよう會かいにも地下への隠し部屋があった。錬れん金きん術じゆつの実験は、人に見られるわけにはいかないからだ。

　商店街の人達は、まだ双葉を見つめていたが、視線を気にしてなどいられない。隠し階段から地下に降りて、一番下を目指す。

「あー……双葉ちゃん」

　果たして、そこに兎轉舎のお姉さんはいた。

　地下室は二部屋あり、実験台と実験器具を入れる棚たながある部屋と、大きな実験器具を収納する倉庫に分けられる。たまに双葉も訪れるのだが、今は様相が少しだけ変わっていた。

　実験台の上に百色が寝ている。重傷を負ったのだろう、半はん裸らの身体に包帯が巻かれている。それでもシルクハットを取らないのは怪盗のプライドか。

「百色……」

　意識を失っている。レイジにひどいことをされたのだ。

　ガーゴイルでも捕らえるのが難しいと言わしめた百色に、ここまで傷を負わせたのだ。レイジは本当に強いのだろう。

「双葉ちゃん、ごめん、ちょっと今忙いそがしくて、あんまり手助けできないかも」

　実験台の向こうで苦しそうな顔をしているお姉さん。椅い子すに座っているため、全身がよく見えない。

「ねーちゃん、ケガしてるのか？」

「うん、ちょっとね」

「って、ねーちゃん！」

　実験台をぐるりと回りこんだ双葉は、お姉さんの傷を見て狼ろう狽ばいする。

　彼女の身体に、いくつもの穴が開いていた。肩や腹に数カ所、刺し傷のようなものが見える。そこから流れ出る血は、床に小さな池を作っていた。

「ねーちゃんの方が重傷だろ！　手当しねーと！　救急車呼ぶぞ！」

「あ、平気平気……ちょっとじっとしてれば治るから」

「んなわけねーだろ！」

「本当だから、ちょっとだけ時間ちょうだい……」

　肩口を押さえているお姉さん。そこにも傷口があるのか、血が滝のように流れていた。どうすべきか迷っている双葉だが、やがてお姉さんの言葉の意味を知ることとなる。

「ふぅ」

　本当に治っていた。

　お姉さんが押さえていた肩口だけでなく、腹の傷も塞がっているのだ。完全に塞がったわけではないが、流血の量が目に見えて減っているのがわかる。同時にお姉さんの青白かった顔にも赤みが差してきた。

「ねーちゃん、本当に治ってるのか……どういう仕掛けなんだ？」

「ふふ、これが長生きの秘ひ訣けつよ」

　彼女がそう言うと、本当にそう思えてくる。天才錬金術師と呼ばれているのだから、傷くらい治せて当然のような気もする。だが、実際に見て信じられるかどうかは別の話だ。ガーゴイルの光線よりも、よっぽど常識外れである。

「あとは黒テントが目覚めたら、わたしの代わりに働かせるとして……双葉ちゃんはどうしたんだっけ？」

「あ、うん……これ」

　双葉がカバンの中から、ガーゴイルの破片を取りだした。

　お姉さんは眼鏡めがねを指で直して、その破片を無言で見つめた。やがて双葉からカバンを奪うばい取とり、その中身を一つ一つ手に取って調べる。

「…………」

　椅子から立ち上がったお姉さんは、実験台の上で寝ている百色を蹴飛ばして床に投げ出すと、カバンの中の破片を全てぶちまけた。

「……これは、ひどいわね」

　傷口の痛みも気にせず、お姉さんはガーゴイルの破片を眼鏡に近づけ、その損傷を丹たん念ねんに見始めた。

「直る……よな？」

　これが最初で最後の望みだった。

　制作者ですら直せないのであれば、もう手はない。

　が、お姉さんは双葉の期待を裏うら切ぎった。

「無理ね、これじゃ」

「……ウソだろ？」

「足りないの。全然、破片が」

「あ……」

　ガーゴイルを作る過程を、双葉も見たことがある。巨大な鋳い型がたに賢者の石の素もとのようなものを入れて、長時間熱したのだ。無から生まれた石ではない。材料が足りなければ、修復できないのは至し極ごく当然。

「ある程度は自己修復機能があるといっても、限度があるわよ。これじゃ何もできないわ。せめて、三分の二くらいあればいいんだけど……」

「三分の二……」

　カバンの中に入っていた破片は、せいぜい四分の一くらいだ。そのくらいの重さだった。もしかしたらもっと少ないかもしれない。

『ないんだったら、探せば良いんです！』

　暗くなりそうな雰ふん囲い気きを打だ破はするために、ピクシーが前向きな発言をするが、

『えっと、私の感覚器でも破片まではわからないですけど、その、がんばれば、きっと集まります！　たぶん！』

「目のいいケルプくんでも反応しないわよ、きっと。ただの石ころとしてしか認識しないと思う。ガーゴイルくんは、この賢者の石が集まって、初めてガーゴイルくんなの。意識の有無の問題」

　ガーゴイルの形をしていないと、ガーゴイルとして認識できないということか。

　つまりこういうことだ。御色町でバラバラになったガーゴイルの破片を集めて持ってこない限り治らない。どの破片がガーゴイルなのかは、誰にもわからない。

　気の遠くなる作業だった。

「ふぅ……ゴメン。ちょっと休ませて」

　申し訳なさそうな顔のお姉さん。

　あれだけ血を流したのだから、疲れて当然だ。

「ん……」

　双葉はガーゴイルの破片をその場に置いたまま、地下室を出た。

　階段を上り、隠し扉を開くと、さっきまで双葉を見つめていた商店街の人達がいなくなっている。

　人も建物もない商店街。

　悪い夢のようだ。

「…………」

　歩きだした双葉の足に何かが当たった。小石だ。

　拾い上げるが、ガーゴイルの破片とは似ても似つかない。

　小さな溜ため息いきと共に、双葉はそれを後ろに放り投げる。

『いたっ』

　小石にぶつかってよろけるピクシー。全力を出せばガーゴイルの光線すら避けられる彼女も、双葉の小石すら避けられないほど落らく胆たんしていた。

　日が徐々に落ちてくる。
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　全てがなくなっても、人は生きている。人間さえいれば、あとはどうとでもなる。商店街は今までそうやって長らえてきたのだ。

　商工会会長の宮みや村むらさんは、こんな時だからこそ商店街の一致団結を望んでいた。ボロボロになった人達をまとめあげ、元気を出させるのが使命だと思っている。和わ菓が子し屋やの心意気と同じだ。甘い物で人の心を和なごませるのだ。

「ほら、祭の時に使ったテントがあるでしょ！　倉庫は壊れてないんですよね？　足りない？　そんなことはわかってます！　それでもないよりマシでしょ！」

　テンプルナイツなどの若い戦力に指示を出しながら、宮村さんは他に使える物がないか探す。幸いにも周囲は遠くまで見渡せる。ある物よりなくなった物の方が多いが、使おうと思えば何だって使えるはず。

「お？」

　遠くの方に、見知った子供がいた。

　吉永家の長女、双葉だ。兎轉舎から出てきたのだろう。

「ふた――」

　声を掛けようとして、やめた。周りをキョロキョロ見回しながら、逃げるように早足で去っていく。

　あんなに人目を気にする双葉を、初めて見た。

　彼女も辛いのだろう。ガーゴイルが町をこんなに壊してしまった手前、きっと色々な人から責められているのだ。

　本当なら宮村さんだってガーゴイルに文句のひとつも言ってやりたい。だけど今はそれどころではない。愚ぐ痴ちをこぼすより、復ふつ興こうに力を注ぐべきなのだ、今は。

　そんな宮村さんに賛同したのか、若い男達はカラ元気を出して声を張り上げている。どんより沈むより、ずっといい。

「宮村さん」

　杖の音がしたので、誰かと思えばレイジだった。

　良かった。無事だったのだ。

「あぁレイジさん！　ケガはないですか？　荷物は？」

「ホテルが丸ごと爆破されてしまいまして。貴き重ちよう品ひんはそれほど多くなかったから良かったのですが、仕事道具が……」

　困った顔のレイジに、宮村さんも同情する。

「それは大変だったでしょう。今、お茶を持ってきますから」

「いや、それには及びません。しかし、こちらはホテルよりひどい有様ですね」

「えぇ……いつもならこんなことにはならないんですけど」

「あぁ、例のガーゴイル、ですか？」

「はい、ガーゴイルさんが守ってくれていたんですが……」

「それにしては、外では皆さん『ガーゴイルを出せ』だの騒いでいますね。どうもそのガーゴイルがこの災害の元凶だとか」

「……信じたくはないです、けど」

　この目でガーゴイルが光線を撃つところを見てしまったのだ。

　何かの間違いであって欲しい。

「それより私にも手伝えることがありますかな？」

「何言ってるんですか。レイジさん、あなたそんな身体で手伝おうなんて」

「力仕事だけとは限りません。これでも私、いろいろできるんですよ」

　ニッコリと笑うレイジ。

「壊れてしまった建物はどうにもなりません。再建にも時間とお金がかかるでしょう。時間はどうにもなりませんが、お金と資材くらいなら私のポケットマネーでなんとかできます。もちろん商店街だけでなく、この町全てを直しましょう」

「お金って……直すって、レイジさん、そんなこと無理に決まってるでしょう」

「もちろん、普通にやったら途と方ほうもないお金が必要になるでしょう。ですが、私のツテをあたれば格安で直せます」

「しかし、それでも莫ばく大だいな金がかかりますよ！　レイジさん、あなた一体何者なんですか……？　石油王とか？」

「石油王とは反対ですよ。失われつつある化石燃料ではなく、この世に無限にある力をどうにかしようと動いている者です。微力ですが、この町のために尽くさせてください。もちろん見返りは要りません」

　レイジの声は、なぜか宮村さんを納なつ得とくさせる力があった。

　この人は本気で御色町のために働いてくれそうな気がする。

「で、でも、どうして、ガーゴイルさんでもないのに、無む償しようで？」

「それはもちろん、この町が好きだからです」

　レイジはきっぱりと言った。

「御色町の皆さんは優しく、温かい。まるで家族のように。私の憧あこがれそのものですよ。願わくば、私もその輪の中に入りたいと思っております。永住してもいい。そんな矢先に、この事件――嘆なげかわしいことです」

　布で覆おおわれた目を押さえるレイジ。

　まさか異国の訪問者が、この町をそんなに好すいていてくれるなんて。

「私にはガーゴイルという石像がどんなものか知らない。ですが、これだけは言えます。あなた方が人生を賭として築いてきた、この商店街に込められた想いまで破壊するような石像を、私は認めない」

「ガ、ガーゴイルさんのことを悪く言わないでください……！」

「失礼しました。今は終わったことよりも、明日のことを考える時期ですね。任せてください。仕事仲間に連絡して、当面必要な物を送らせます」

　テキパキと携帯電話を取り出して、日本語ではない言語で話し出すレイジ。

　その出で立ちを奇妙に思っていたが、ひょっとしてこの男はどこかのお偉えらいさんなのだろうか。その自由な気風で会社を成功に導みちびいてきたとか。

　そもそも町を復興させる金をポンと出せると言うのだ。それだけでもただ者ではない。

　が、それを抜きにしても宮村さんは嬉うれしかった。

　こんなになった御色町でも、愛してくれる人がいるのだ。

「レイジさん」

「はい」

　電話を終えたレイジに、宮村さんは頭を下げる。

「ありがとう。貴方あなたのような人がいれば、まだこの町は終わらない」

「私にとっては、これが始まりですよ」

　笑顔と握あく手しゆを交わす二人。

　そんな二人を見て、商店街の人が集まってくる。先ほどまで元気に叫んでいた声が聞こえなくなって、疑問に思ったのだろう。

　何人かはレイジの姿を見て、少し顔をほころばせる。無事だったのが嬉しかったのだろう。

「宮村さん、その人は……」

　レイジとはあまり馴な染じみのない店の店主が尋ねる。

「あぁ、紹介しますよ。この人は最近、御色町に来られた方で――」

「レイジ・マルケスと申します。みなさん、よろしくお願いします」

　目を布で覆い、着流しを着た奇妙な外国人は、静かな笑みと共に一礼した。
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　ケツァルコアトルの攻撃から免れた場所はたくさんあるが、ここに避難しようとする人間はいないだろう。なにしろ、主あるじが強烈な怒ど気きを放っているからだ。その姿を見た途と端たん、大抵の人間は他の避難場所を探そうとする。

『教授か。お主の言う通り、レイジという男はとびきりの屑くずじゃったぞ……！』

　携帯電話を手に、怒りを隠そうともしないオシリス。

『妾わらわの、妾が守るべき植物達に火を放とうとしたのじゃ！』

『オーゥ、それはレイジさん、一枚上うわ手てデスねー』

　気楽に返事をするのは、オシリスの制作者であるヒッシャム。

『ワタシがいれば、そんなマネはさせなかったんデスが……スミマセン、オトモダチの手助けにテンテコ舞マイなのデース！』

『ならばその友達とやらも連れてこい！　今、この町がどうなっているのか知っておるじゃろう！』

『モチロンデース！　ワタシ、秘密兵器持って帰りマスからねー！　楽しみに待っててクダサーイ！』

　元気な声で通話を切るヒッシャム。

　携帯電話を見つめ、オシリスは溜息をついた。古こ今こん東とう西ざい、ヒッシャムの「良い考え」やら「秘密兵器」の類たぐいは良い結果になったことが一度もない。そもそも、迅じん速そくな対応が求められる現在、一秒たりとも無駄にできないのだ。

　このままでは、御色町の全てがレイジに支配される。

　ガーゴイルもケルプもデュラハンもあてにならない。頼りになる存在であれば、もうこの状況をなんとかしているはず。

　――自分も人のことは言えないが。

　レイジの言う通りだ。オシリスは脆もろい。

　あの程度の脅きよう迫はくに屈くつしてしまうほど。冷静になれば打開策はいくらでもあったはずなのに、逆上して最悪の選択をしてしまった。

『だが、妾が動くしかあるまい。妾にしかできぬこともある』

　暗い瞳の奥に、熱い炎を燃やす。

『皆の者、聞け!!』

　人間には聞こえない、オシリスの声が山中に轟とどろく。

　風が湾わん曲きよくしたような音に、ざわざわと揺れる木々。

　その木々の反応を確かめるように頷うなずくと、オシリスは歌うような声を風に乗せた。

『妾に力を貸してくれ。知りたいことがある』
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「あ……」

　商店街の出口、さっきまでてんぷら屋の主人が座っていた場所に黒っぽい石を見つけた。しゃがみこんで拾ってみると、よく手に馴染む。手のひらに収まるサイズの傷だらけの石。確証はないが、ガーゴイルの破片かもしれない。

　悩んだ末、双葉はそれをカバンに入れた。

　見過ごすよりはずっといいと判断したのだ。

　こうしてガーゴイルの破片を拾っていけば、いつかは復活できるのだろうか。そしてそれはいつになるのだろうか。この瓦礫だらけの御色町で、こんなに小さな石を探して回るのは、拷ごう問もんよりひどい。

「ちょっと、あなた！」

　双葉を呼び止める声。

「ガーゴイルさんとこの子でしょ!?　ちょっとガーゴイルさんどこよ!?　ウチの壁に大きな穴が開いちゃったのよ！」

　キンキン声で話すおばさんと、その亭主っぽいおじさん。商店街でたまに見る顔だ。いつも夫婦仲良く買い物に来ている二人組。

　もちろん、普段は優しい夫婦だった。

　その声につられたのか、周囲の人も双葉を見る。

「おい、お嬢じようちゃんガーゴイルさんとこの子なのか？」

「ガーゴイルさん、どこにいるんだ？」

「なんとか言えよ！」

　疑問と懇こん願がんと罵声を一斉に受ける双葉。

　だけど彼らの願いを叶える事はできない。

　下した唇くちびるを嚙かんでじっと黙っている双葉に、大人達はさらに詰め寄ってくる。みんな不安なのだ。いざとなったら助けてくれる正義のヒーローが、いつまでたってもやってこない非日常に。

　双葉だって、呼べるものなら呼びたいのだ。

「おい！　ガーゴイルどこだ！」

「吉永さん家にいるのかって聞いてんだよ！」

『……いいかげんにして！』

　とうとうカバンの中からピクシーが出てきた。

『双葉ちゃんが悪いわけじゃないでしょ！　いい年した大人のくせに、子供にあたることないじゃないですか！』

「なんですって!?」

　予想外の場所から反撃が来たことで、周囲の大人が一瞬怯ひるむ。

『双葉ちゃん、こっち！』

　高速で飛ぶピクシー。

「お、おい！」

　それを見ていた双葉の腕が、見えない力で引っ張られた。ピクシーの足からヒモでも伸びているかのように、勝手に動いてしまう。転びたくないので、自然に足も動く。

「逃げるのか！　待てよ！」

「ガーゴイル出せ！　ウチ返せよ！」

　恨うらみというより殺気の籠こもった罵声を背中に受けながらも、双葉は走る。

　商店街から御ご色しき川がわを越え、その橋の下まで全速力で駆け抜けた。追いかけてくる人もいたが、橋まで逃げるともう誰も追ってこなかった。

　橋の下の砂じや利りでは、いつも誰かがボールで遊んでいる。たまにヤンキーがケンカをしたりもしている。しかし今日はさすがに誰もいなかった。

　ようやく、誰も来ない場所で一息つける。

　砂利にしゃがみこむと、疲れがドッと出た。

『双葉ちゃんはここで休んでて。私が周りを見てきます』

「……サンキュ」

　ピクシーが橋の上に飛んでいくと、双葉は掠かすれた声で礼を言った。

　――これからどうなってしまうのだろう。

　もう御色町の人達はガーゴイルしか見ていない。レイジとケツァルコアトルは妙な力を使って、人の目から姿を消すことができる。

　最初からそういう作戦なのだろう。

　全ての罪をガーゴイルに着せて、町にいられなくするための。それを知っているのは、双葉を含めても数人。吉永家の関係者だ。

　ガーゴイルに家を壊されたと思いこんでいる人達が、吉永家の弁解を聞いても信じるはずがない。てんぷら屋の主人みたいに半信半疑な人もいるが、大多数はガーゴイル憎しで意見がまとまってしまっている。

　それに根も葉もない噂まで立っている。ガーゴイルが楽しみながら町を破壊したとか。

　前に和己が言っていた。ネットなど大勢が集まる場所では、ある意見が場を支配すると、その意見に類する事ならなんでも信じ切ってしまうことがあるそうな。集団心理の恐ろしさである。

　だけど、それでも。

　双葉はガーゴイルを信じている。これだけは絶対に曲げてはならない。

　この目で破壊するところを見たとしても、双葉だけはガーゴイルを信じなくてはならない。それが家族の努めだ。

「ガーゴイル……」

　呼んでも来ないことは、一度だけあった。

　過去でガーゴイルが記憶をなくした時だ。記憶がないはずのガーゴイルは、本当にギリギリのところで双葉を思い出し、助けに来てくれた。理由は今でもわからない。

　だけど今回は、どう頑がん張ばっても無理だ。物理的に不可能だ。

　ガーゴイルが来るかどうかは、カバンの中の石ころが教えてくれる。

「もう、無理なのかな」

　カバンの中から、ガーゴイルの破片を取り出した。

　黒い石。ところどころに小さな傷がある。傷だけでなく、染みや汚れのようなものも。こんなに小さいのに、今はわかる。これはガーゴイルの破片だ。

　だけど、破片じゃガーゴイルにはなれない。

　二年前、吉永家に来た頃、得体の知れない石像が大嫌いだった双葉は、よくガーゴイルをこう呼んだものだ。




　――この、石っころ!!




　まさか本当にそうなってしまうなんて、その時は思いもしなかった。

　あの時のガーゴイルは、まだツヤのある肌だった。この傷のひとつひとつは、御色町を守った時の勲くん章しようなのだ。

　そんなガーゴイルが、御色町を破壊するはずがないではないか。

「……悪くねぇよ」

　大人に囲まれて詰きつ問もんされた時から、ずっと言いたかった言葉。

　今になってようやく出てきた。

「ガーゴイルは……悪く、ねぇよ」

　この弁解は、自分自身へのものだ。

　あの時、胸を張って言えなかった自分に対する言葉だ。

「いつだって、みんな、守って……絶対に、壊れ――」

　声が滲む。

　小さな雫しずくが一粒、黒い石ころに落ちた。


つづく


















　あとがき




　どうも！

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます！







　ガーゴイル十四巻、もうお読みになりましたか？　それともあとがきから先に読むタイプですか？　どちらにせよ、カバーに書いてある通り、最終話ということは分かっていただけたらと思います。

　そうです、ガーゴイルも次の巻で終わっちゃうのです。

　もっと続けて欲しいと思ってくれた方、ありがとうございます。だけどそろそろ終わらせないといけない時期なのです。

　一巻が発売されてから、もう四年が経たちます。生まれたばかりの子は幼よう稚ち園えんに、中学三年生が大学一年生になっちゃうんですよ！　こりゃすごい時間の流れだと思いませんか!?　そんだけ長い時間続けられただけでも奇き跡せきってなもんでしょう！

　そんなわけで、泣いても笑っても次の十五巻でラストです。もう待ったなしです。この時点で原稿も書き上げちゃってますので。今この時点で編集部が「もっと続けてくれ」って言ったら、俺の一ヶ月ほどがパァになります。なのでできればやめてください。やりますけど。

　俺自身も悔くいはありません。完かん璧ぺきにやり遂とげたと思います。

　ただ、一つだけ無念がありまして。

　できればホルス・マスター（全十六巻）の巻数を超えて、ファミ通文庫ナンバー１の座に立ちたかった……！　あと一冊……いや、二冊……。

　もうこうなったらガーゴイル十五（上）（中）（下）（完結編一）（完結編二）（完結編三）とかやっちゃおうかしら。もちろん内容は一冊分の内容を六つに分けて！　色々な意味で名前が残るでしょう！

　あ、先に言っときますと、打ち切りじゃないですからね。







　周りからはベテランみたいに言われてるけど、いまだ自分が新人気分なのは、たぶんデビュー作がまだ終わっていないからだと思うのです。

　デビューしてから四年間、色々な勉強をさせていただきました。

　俺は小説の書き方を誰だれかに教わったわけではないので、当時の担当Ｍ女史にめっちゃシゴかれました。プロットの書き方も知らなかったもんなぁ。なんでそんなシロートが賞取れたのか、今でも疑問ですわ。

　そろそろ俺がえんため大賞受賞者だという事を忘れている読者もちらほら。なんかもう、おとぎ話みたいな扱いになっていそうです。文学少女の野の村むらさんもそうなんですよ？　俺の一つ前の大賞受賞者なんですよ？

　などと昔とった賞にしがみついてる時点で、自分が古い作家になっていることを実感します。もうそういう時期じゃないんですよね。まぁどこの業界でも四年やってれば、ものによってはベテランとまで呼ばれますからな。

　え、俺？　何年経っても、永遠の新人です！







　ところで全然関係ないんだけど、最近クソゲーを買ってしまいまして。

　もちろん名前は伏せますが、これがまた微び妙みような評価でして。

　投げ出したくなるほどのクソゲーじゃないんです。でも熱中するほど良ゲーじゃなかったというか。空気のようなゲームでして……売る決意も鈍にぶって。本当に微妙な気持ちになっております。

　いつもなら「ファ○通の噓うそつき！」と叫んでるところなんですが、件くだんのファ○通クロスレビューでもそれほど高い点数を取っておらず、ネットの評価も五分五分で、買うのはバクチだったんですよね。んで見事に外れたと。

　最近、斬ざん新しんなゲームをやっていない気がします。「こんなゲームがあったのか！」とワクワクすることって、もうないのかなぁ。たとえば初めてときメモをやった時、まだ美少女ゲームや育成シミュレーションというジャンルがメジャーじゃなかった時代だったんで、かなりハマった覚えがあります。あとダンスダンスレボリューションのように、手以外の部分を使って操作するゲームというのも目新しかったですな。

　今、ほとんどのジャンルがしゃぶり尽くされちゃってます。これ以上アイデアを出すのは、さすがに難しいんですかねぇ。可能性があるとすれば、オンライン関係ですかね。四歳からゲームやり続けてる俺のために、誰か開発してくれませんかね。

　ゲームに限らず、スポーツやレジャーも停滞してる気がするなぁ。そろそろ世界を変えるような、革新的な「何か」が発明されてもおかしくないんだけど……。







　だからといって、古いものをないがしろにしてはいけないですけどね。

　古き良き時代の遺い物ぶつは、大切にしないといけません。先ほどのゲームでたとえるなら、今でもバーチャルコンソールなどでレトロゲーが売れているように。マリオって今やっても面白いですよね。容量にしてみればエロ画像以下なのに。

　こないだ、友人の芝しば居いを観みにいったんですよ。

　日本の古典文学とシェイクスピアの古典文学をミックスさせるという、面白そうな代物なんですがね。内容が面白いかどうかは別として。

　こんな感じで、使い古されたジャンルをミックスさせれば、新しいものができるんじゃないかなー、と最近思い始めました。

　ゲームで言うなら、２Ｄ格闘と横スクロールアクションの融ゆう合ごうとか！　もうすでにあるけど！　サウンドノベル＆シューティングとか！　落ちものパズルと２Ｄ格闘とか！　全然想像がつかなくて斬新！　面白いかどうかは別として！

　小説で言うなら、そう！　古典中の古典である家族モノと、王道といえばファンタジー！　この二つを融合して……現代社会の普通の家庭に、ファンタジーのモンスターが住み着くという話はどうだろうか!?







　ガーゴイルのあとがきも、残すところあと一回。

　さて、最後はどんな話題で終わらせようか……。

　最後だからといって、今までの暴ばく露ろ話ばなしとか書いちゃうと大変な事になりそうだし……そもそもそれであとがき埋うまるほど多くないし。

　だけど皆様へのお礼だけであとがき済ませてしまうのも味気ないし……。

　ま、いいや！

　それでは皆さん、最終巻でお会いしましょう！







　この本に関わってくれた全ての皆様！

　この本を手にとってくれた全ての読者様！

　ありがとうー！





田口　仙年堂　　　　　
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俺の生家の近くには、商店街があった。歩いて一分もかからない場所だ。子供の頃はよく遊びに行ったので、いろんな商店の主人に顔を覚えられていた。今では寂れたと聞くが、どこまで寂れたのかなぁ。あのポン菓子のおっちゃん、まだ来るのかなぁ。ポン菓子の音は子供でも心臓マヒ起こしそうなほどビックリするんだけど、また聞きたいなぁ。







イラスト

日向悠二

Yuuji Himukai




ボクの生家から市街地にある母の職場までの道中には商店が点在していて、子供の頃はその全てをハシゴしては母の車で帰宅することが放課後の日課となっていた。今ではちょっとしたゴーストタウンといった様相を呈しているが、それでも店の主人と偶然街で会い挨拶を交わすことがある。「よう少年剣士、剣道やっとるか！」「20年前にやめてますよ」
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